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「出ていけ偽聖女」と追放されたので、創造魔法で辺境ライフを楽しみます！

～今さらひざまずいて祈れと言われても知りません～


藤 実花
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プロローグ




　悠久の国、ファルナシオン。

　この国がそう呼ばれるのは、長く平和が続く、穏やかな国だからだ。

　大昔、魔王との苛烈な戦があったらしいけど、今はそんなこと、思いも及ばないくらい平穏である。

　その核となるのが「聖女」と呼ばれる者だ。

　聖女は、月げっ蝕しょくに行われる祝祭において、北の祭壇に封印されたという魔王の復活を阻止するため祈りを捧げる。封印をより強固にし、未来永えい劫ごう魔王を閉じ込め、またその強大な魔力によって豊ほう穣じょうと繁栄をもたらす貴重な存在なのだ。

　聖女の力により、ファルナシオンの平和がある、といっても過言ではない。

　そんな希望に満ちた国のある一家に、私、ララ・レダー・カレリアスは生まれた。

　カレリアス伯はく爵しゃく家は代々、魔法を持つ者を数多く輩出してきた家系で、実際私の親族の中にも、魔法が使える者がいる。簡単な裂傷を治したり、結界を張ったり。多くの者がひとつのことに特化した魔法の中で、私の魔法だけは群を抜いて強大だった。

　私の「創造」という魔法は、宝石や鉱石を基にして物を創り出す。頭で想像したものをなんでも創り出すことの出来る、万能の御業である。

「聖女」となるには国で一番の魔力の持ち主でなくてはならない、という掟おきてのようなものがあって、それに従い私は聖女となり、同時に次期国王、王子アンセルの婚約者にもなった。

　他人が見れば、これはとても幸せなことなのだろう。でも私には、どうでもいいことだった。

　私はただ、今置かれている状況を好転させたかった。家族に認められ、愛されたかっただけなのに……。










第一章　旅の仲間、そして、新しい世界




「ララ・レダー・カレリアス！　よくも私を騙だましてくれたな！」

　突然部屋に怒鳴り込んで来たのは、王子アンセル。婚約者でありながら、実際彼と会ったのはカレリアス家で一度だけ。だから一瞬、誰が来たのかわからなかった。彼は真っ赤な顔で、小刻みに震え、とても憤ふん慨がいしている。

　一体どうしたのだろう。ポカンとその様子を見ている私に、更に憤いきどおり、アンセルは怒鳴る。

「しらばくれるのか!?　この私に嘘を吐ついたのだぞ！」

「あの……さっきからなんの話をしているのでしょう？」

　堪え切れず問い返すと、アンセルの後ろから、ゆったりとした足取りで姉ナタリアが現れた。

「ああ、愚かなる妹よ。英明なるアンセル王子は、罪深い嘘に気付かれたのです。創造の魔法の使い手は、お前でなくこのわたくしだと！」

「えっ……」

　一瞬、言葉を失った。ナタリアの言ったことが理解出来なかったのだ。

　そんな私に追い打ちをかけるように、アンセルが責める。

「ナタリアの創った物を、自分が創ったように詐さ称しょうしたのだろう？」

「そんな！　違います！　私は、私は本当に創造して……」

「ではここでそれを証明出来るか？」

「もちろんです」

　急いで寝台脇の箪たん笥すに行き、一番上の抽斗ひきだしを開け小箱を取り出す。その中には、創造で使う宝石類がしまってあった。大小様々な宝石は、王宮より与えられたものである。私は小箱を開けて血のように赤い宝石をひとつ取り出した。

　とりあえず、花瓶でも創って疑いを晴らそう、と思い、いつもと同じ過程で創造してみた……のだけど。

「な、なんで……？　どうして!?」

　赤い宝石は、宝石のまま。どこからどうみても花瓶ではなかった。

「ほら見ろ、嘘吐きめ」

「いいえ。本当に私……」

「前からおかしいと思っていたのだ。お前が魔法を使うのはこのカレリアス伯爵家の中のみ！　しかも、創造魔法を実際見たことがあるのは、使用人のひとりだけ、というではないか。こちらの所望する創造品は確かに王宮に届けられるが、まさかお前でなくナタリアが創っていたとはな」

「だ、誰がそんなことを……！」

　愕がく然ぜんとする私に、ナタリアが言った。

「わたくしとお兄様、あとお父様も認めているわ。殿下と宰相様をこれ以上たばかるなんて、心が咎とがめますもの」

　ナタリアはしたたかに涙を拭く仕草をした。

「いや、虚言癖が治らない末妹を不ふ憫びんに思い、君たちが情けをかけたこと、それを罪には問わない。全てはララ・レダー・カレリアスの浅はかさゆえだ」

「なんと寛大なお言葉！　さすがは次期国王陛下ですわ」

　大おお袈げ裟さにアンセルの機嫌を取りながら、ナタリアは私を見た。

「可哀想な我が妹よ。情けをかけてやったのに、調子に乗って聖女になるなんてあり得ないわ。ほんの少し、わたくしが力を貸してあげただけなのに、それを自分の力と勘違いするなんて。もう茶番はやめましょう」

「なっ！　お、お姉様！　酷ひどいわ……」

　可哀想な我が妹？　私を可哀想にしたのは、あなたたちでしょう!?

　父と兄と姉は、幼い私を虚言癖が酷ひどく心の病にかかっていると言い屋敷に閉じ込めた。嘘などひとつも吐いたことはないのにどうして、と幼心に感じていたが、時が経つにつれ、それが仕立て上げられたものだと気付いた。しかし気付いても、どうすることも出来なかった。彼らは四六時中私を見張り、部屋を出て行こうとすれば烈れっ火かの如ごとく怒った。情けをかけてやったと言うけれど、物心ついた時から、家族は私に冷たかった。

　胸の内で燻くすぶる理不尽な思いは、ひとつも言葉として出て来ない。この十七年間、消そうとしても消えない罪の意識がそうさせたのだ。

　私が生まれたのと同時に、母は命を落とした。父から愛する人を奪い、姉と兄から優しい母親を奪ってしまった、そのことが、私の心の中に重く鉛なまりのように沈んでいたのだ。

　カレリアス家を歪ゆがめたのは「私」。望まれて生まれたのではない、憎まれて当然の人間なのだから、軟禁されても、酷い暴言を吐かれても、冷たくされても、仕方ないと感じていた。

　でも……私だって夢を見る。

　力を示し聖女に認定されたら、家族に認められ、褒められる日も来るのではないか。

　そう考えて、親しかった侍女にだけ創造の魔法を見せたのである。驚いた侍女が王宮勤務の侍女に話すと、噂が噂を呼び、それを聞きつけた宰相がいち早く訪ねて来た。父は私を渋々宰相に会わせたが、なにか創るように言った宰相に対して条件を付けた。

「娘が創造魔法を使うのは、カレリアス邸の中でだけ」……と。

　宰相は了承し、私は、求められるまま自室で創造を繰り返していた。しかし、日を追うごとに家族の風当たりは強くなり、監視の目はきつくなる。功績が認められて聖女になり、アンセルの婚約者になると、もう……部屋の中にいても、悪意の視線を感じるようになっていた。

「とにかく、聖女の認定は取り消す！　もちろん、お前との婚約も破棄だ」

　黙り込む私にアンセルが言った。おおよそ、この沈黙を肯定と捉えたのだろう。彼は軽く舌打ちをすると、出口に向かって踵きびすを返す。それを媚びるように追いながらナタリアが言った。

「ご英断ですわ！　しかし、愚昧の罪はそれだけでは拭えません。ぜひとも重い罰をお与え下さい。そうですねぇ、永久追放などいかがでしょう」

　ナタリアはこちらを振り返り愉しそうに笑う。

「ほう。それはよい。おい、お前。二度とファルナシオンの地を踏むことは許さんぞ。わかったか！」

「ふふっ、ララ？　すぐにでもこの王都から去りなさい。でないともっと重い罰が下るかもしれなくてよ」

「そんな私、行く場所なんてない……殿下、お姉様っ!?　ま、待って！」

　連れだって去ってゆくふたりに、声を枯らして叫んでみても無駄だった。彼らは、私など眼中にないかのように、言葉を交わしながら歩いて行った。なんとか落ち着こうと深呼吸をし、ふと手元の宝石箱に目を落とす。そういえば、なんでさっきは創造魔法が使えなかったのだろう。こんなことは、今までなかった。

　再度宝石箱を開け、中身を確認してみる。

　すると、とんでもないことに気が付いた。

　注意深く見てみると、中の宝石の全てが綺麗に着色されたガラス玉。一目では判別が出来ないほどの精巧な偽物であった。大地の恵みを受けた鉱石でないと創造魔法は使えない。

　昨日までは確かに宝石だったのを確認している。私はずっと部屋にいたし、誰も入っていないはず……。

　ううん、ちがう。

　昨日、一度だけ「掃除をしますから」と侍女に言われ、部屋を出た。ほんの短時間だったけど、挙動不審な侍女の様子をおかしいと思ったのだ。まさか、その時にすり替えを？

　そこまで考えると、先程までのナタリアの行動が腑に落ちた。姉は、私を聖女の座から引きずり降ろすために嘘を吐いたのだ。すぐにばれるだろう嘘だけれど、問題はそんなことじゃない。

　馬鹿げた嘘を吐いてまで、私を聖女に、そして、王子の婚約者にしたくなかったという憎悪の深さ。

「ああ……ここまで恨まれていたなんて。私は生きていてはダメなの？　もう……消えてなくなりたい……」

　言葉に出してしまうと、悲しみがより募る。

　衝撃的な事実は、私の心に大きな損傷を与え、その瞬間、意識は闇に沈んだ。







「ヤバい！　私、思い出しちゃった！」

　意識不明から数時間後、目覚めてすぐ発した言葉は「ヤバい」という現代語。

　消えてなくなりたいと懇こん願がんした私に訪れた奇跡は、前世の記憶を思い出すというめちゃくちゃな超常現象である。

　いやそんなことよりも。

　私、ララ・レダー・カレリアス、前世は大雑把な性格の、超大型ホームセンター自称有能販売員。アウトドアが大好きで、片道十キロの職場に、毎日自転車で通う、どちらかというと体育会系の女子である。精神的ショックに耐えられなくなったララ（私）は、追い詰められて前世の記憶を呼び起こしたのだ。

「さて、問題はこの状況をどう見るか、だわね」

　私は独り言のように呟いた。

　と言うのも、今世の自分であるララ・レダー・カレリアス。実は彼女、物語の中の人物なのである。

　その名も「悠久のファルナシオン」という本格ファンタジーの物語。

　ララは物語序盤で退場する悲劇の聖女……このまま聖女でいると、間違いなく生いけ贄にえとして死ぬ薄幸の女性なのである。ただ、結末は知らない。だって序盤しか読んでいないから。

　友人にこの本を借りて、序盤まで読んだところでコンビニに行き、不幸にも事故に遭あった前世の私。

　つまり、ララが死ぬのは知っているけど、他はさっぱり……というわけだ。

「たった今、私、聖女じゃなくなったわよね。てことは、どうなるの？」

　生贄にはならない。だけど、永久追放されてしまった。

　ナタリアの言うように、ここに留とどまっていれば、王子の怒りに触れ処刑される可能性がある。

　ない知恵を一生懸命絞って考えると、答えは一択しかなかった。どこにも行く当てはないけれど、思い切ってここから去るのが賢明だ。自由になるチャンスは今しかない。どうぞ出て行って下さいと言っているのだから、お言葉に甘えるしかないでしょ？

　でも、その前に、下準備をしておかないと。外の世界には、どんな困難が待ち受けているかわからない。

　私は、寝台脇の箪笥をもう一度開け、二重底になった板を持ち上げた。そこに隠してあるものは、亡くなった母親の形見の宝石である。

　ブラックスピネルが付いた髪飾りと、ムーンストーンのペンダント。

　他の形見の宝石は、姉にほとんど持っていかれてしまっていて、残ったのはこのふたつだけ。でも、最後まで母が身に付けていたのはこのふたつだと侍女から聞いていたので、全然悔しくなかった。

　私は、髪飾りとペンダントを取り出すと、両手に握り締めた。

　そして、自身の中に魔力を集めるように息を吸い、頭の中で創造する。

　創り出すのは、二匹の守護獣。私の旅の仲間になってもらうためだ。

　ブラックスピネルは、雄たけ々だけしい黒狼。なににも染まらぬ漆黒はあらゆる魔を寄せ付けない盾となる。

　ムーンストーンは、全知の白梟。夜の闇を切り裂く白き翼は、邪悪を滅する槍やりとなる。

　形と性質を決めると宝石にフウッと息を吹きかけた。

　すると、髪飾りとペンダントから光の粒子が溢あふれ、次の瞬間、目の前に艶やかな毛並みの黒狼と円つぶらな瞳の白梟が現れた。

「やった！　成功だわ！」

　嬉しくて叫ぶと黒狼と白梟がビクッと震えた。

「あっ、ごめんね。びっくりさせちゃったね。私、ララ。これからよろしく！」

　初対面なので軽い挨拶をしたけれど、たぶん言葉は通じない。でも、何事も最初が肝心だよね。

「主あるじ殿、こちらこそよろしく」

　私の考えを全否定して、低音ボイスで黒狼が言った。

　……言葉が通じないだなんて、一体誰が言ったのか!?　創造魔法がチート級なのは知っていたけれど、まさか言語を解する守護獣を生み出してしまうとは。我ながら恐ろしいわ。
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「わあ、すごい。話せるんだね」

　興奮して言うと、白梟がバサッと得意げに羽を広げた。

「勿もち論ろんです。私たちは偉大なるララ様の御業により生み出された守護獣。その辺の獣とはわけが違います」

「そ、そうなのね。まあ、仕組みはよくわからないけど、とりあえず意思疎通が出来て助かるわ」

「それでですね、早速ですが、私たちに名前を頂けないでしょうか」

「名前？」

　尋ね返すと、黒狼と白梟はじーっとこちらを見つめた。

　うーん、確かに名前がないと呼びづらい。これから長い付き合いになるのだし、親しみを込めて付けてもいいかな。

「じゃあね、黒狼さんが『スピネ』、白梟さんが『ムーン』で、どう？」

　安易だなーと、自分のセンスの無さに呆あきれ返る。基になった宝石の名前を付けただけ、それなのに守護獣たちはウンウンと頷きご機嫌になった。

「ありがたき幸せ。我スピネ、主殿のため、誠心誠意尽くす所存！」

「私ムーンも、森の哲学者と呼ばれた梟の名に恥じぬ知識で、ララ様をお助け致します！」

「ありがとう！　今から長い旅に出るけど、一緒に頑張ろうね」

「えっ？　今からですか？」

　驚いたムーンは叫び、続けた。

「外は日が暮れかけております。旅に出るなら早朝の方がよいと考えますが」

　確かに、常識で考えたら、暮れから出かけるなんてあり得ない。でも、私にはそうしなければいけない事情がある。呑のん気きに朝を待っていたら、気が変わった王子に殺されるかもしれないのだ。

「暗くて危ないのはわかってる。でも、行くの」

「ふむ。主殿にはなにか考えがおありなのだな」

「それならば、私たちに異存はございません」

　スピネとムーンはお互い顔を見合わせ頷いた。

　話が早くて助かった。出来るだけ安全に速やかに、カレリアス邸を出るためには、ここでもたもたしている時間が惜しい。

　私は、守護獣と共に自室からの脱出を試みた。静かに扉を開けると、外には誰の気配もない。

　さっさと去れ、と言われたのだから当然と言えば当然だけど、いつも最低ふたりはいた監視人が誰もいないのは少々拍子抜けだ。

「誰の気配もないですね。もう少し先の様子も窺うかがいますか？」

　ムーンの提案に頷いて返すと、彼は暗がりの中で静かに低空飛行をし、やがて戻って来た。

「ここから出口までは、完全に無人です」

「無人？　そう……ありがとう」

　玄関まで誰もいないなんて、不思議。そんなこと今まであったかな？

　奇妙に思いつつも、先を急ぐことにした。すると、部屋を出た瞬間、なにかが足に触れる。

　拾い上げてみると、それは麻袋に入った宝石で、すり替えられた本物のようだった。

「いくらなんでも、こんなところに放置するなんて、おかしくない？」

　あまりの杜ず撰さんさにため息が漏れた。私を排除し終えて安心してしまったのか……または、これもなにかの策略か。いずれにしてもこの本物の宝石は、旅に出る上で非常に助けになる。ありがたく頂いておこう。遠くに行くにはそれなりに準備が必要だけど、私は一銭も持ってない。宝石で創造して行かないと、どこにも辿り着けない可能性がある。

　ムーンの言う通り、自室から玄関までの結構長い道のりに、人は誰もいなかった。以前感じていた、絡みつくような視線もない。私と守護獣たちは、普通にカレリアス邸を出た。それから山手に向かい、人の来ない森の中に潜せん伏ぷくすると、手に入れた宝石でまず衣服を創造することにした。

　与えられていた服は、薄手で耐久性がない。旅に適した衣服と言えば……旅商人の服だ。世界を旅する商人なら、どこに行っても怪しまれず、なにかと好都合である。そう考えて、侍女から聞いた旅商人の姿を思い出し、早速創造を開始した。

　茶色いブーツにモスグリーンの膝丈ドレス。寒さ対策には赤茶色のケープ。宝石を入れるためのなめし革のウエストバッグを装着すると……あら不思議。ベテラン旅商人の完成である。

　鏡がないので似合っているかどうかは知らない。ただ、守護獣たちが褒めちぎってくれたので、ある程度は自信が持てた。

　それから、私たちは森の中を王都郊外へと進んだ。真っ暗な森は足元さえ見えない。だけど夜目が利くムーンが的確に道案内をしてくれたので、迷うことなく王都脱出に成功した……が。

　ここで私は、致命的なことに気付いてしまったのだ。ララ・レダー・カレリアス、長年閉じ込められていた薄幸の令嬢は、ガリガリでチビな上に、死ぬほど体力がなかった。森の中をゆっくり歩いているだけなのに、足がカクカクと震え、息が上がる。動かないから筋力も持久力もない。これでは生贄にされなくても森で野の垂たれ死ぬ。

「主殿、我の背に乗った方がよくはないか？」

「そうした方がいいですよ？　なんともおいたわしい姿になっておりますので……」

　守護獣たちが蹲うずくまる私に言った。

　スピネの背に乗った方が早いのは確かだ。でも、ここで体力強化をしておかないと、どこでだって生きてゆくのが辛くなる。

「いいえ！　トレーニングしながら歩くから平気よ！　ムーン、出来るだけ起伏の緩やかな道を選んでくれる？」

「は、はぁ。それは問題ありませんが」

　わけがわからない様子の守護獣たちを連れ、私は一歩踏み出した。無理はしない。ゆっくり少しずつ慣らしてゆく。そうすれば、必ず筋力は上がる。片道十キロペダルを踏んでいた私を舐めないで欲しいわ！

　気力と意地でなんとか一晩歩を進め、王都からかなり離れた森の中の川辺で、私たちは一旦仮眠をとることにした。

　朝日がもうすぐ顔を覗かせようとする中、手持ちの宝石でアウトドア用のキャンプセットを出し、慣れた手つきでテントを立てると、守護獣たちが感嘆の声をあげた。

「これは、家なのですか!?　素晴らしい！　家を持ち運び一瞬で建築するなんて、さすがララ様！」

「主殿の力は破格であるな」

「まあ、このくらい普通よね」

　事も無げに返すと、守護獣たちは敬服したように頷いた。なにか勘違いしているようだけど、商品の使い方を知らなければ、お客様に勧められない。なので、ホームセンターにおいてあるほとんどの商品の使い方や仕組みは把握している。テントを立てるくらい朝飯前なのだ。

　仮眠をとり、起きてから昼ご飯用の魚を釣る。いい釣り竿にいいルアーを使うと、川魚は入れ食いだった。それを捌さばいて焚き火台で焼き、ほどよくお腹が満たされると突然スピネとムーンが辺りを警戒し始めた。ムーンは羽ばたいて周囲を旋回し、やがて戻って来て言った。

「ララ様。誰かがこちらを見ています。姿形からすると、子供のようです」

「子供？　こんな森の中に？」

　ムーンが示す方を見ると、木陰から男の子が私たちを見ていた。

　監視、というよりはなにかわけありのようだ。

　私たちが気付いたのを知ると、男の子は恐る恐る近付いて来た。

「あの……商人さんですか？」

「ん？　あっ!?　はい、そうです。私は旅商人です。怪しい者ではありません」

　そうだった。私は旅商人。自分で設定しておいて忘れるところだったわ。

「ああよかった。僕はハイネ、この川向こうで父と木こりをしながら暮らしています。実は使っていた斧がボロボロに刃こぼれして使い物にならなくなったんです。だから、もし商品の中に斧があれば見せてもらおうかと……」

「斧、ね。大木の伐採用？」

「はい。ほら、そこにある杉とかを切るんです」

　ハイネの指す方には杉の木が群生している。彼らはきっと、杉を伐採して加工用として売っているのね。

　私は偽物の旅商人なので当然斧なんて持ってない。でも、ハイネの切羽詰まっている顔を見て、なんとかしてあげたくなった。

「わかったわ。ちょっと待っていてくれる？」

「あ、はい！」

　表情が明るくなったハイネを残し、私はテントに潜り込んだ。そして、素早く魔法を使い、真っ赤なルビーで斧を創り出しハイネに渡した。

「これでどうかな。強度も壊れた斧より高いから今度は刃こぼれしないと思うよ」

「えっ!?　そうなんですか!?　で、でも、そんないい斧、高いんじゃ……」

「お代は結構。その代わり、お肉とか果物を分けてくれないかな？」

　お金なんてもらっても使い道がない。宝石なら使えるけど、森の中で木こりをしている親子に金品を要求するのも気が引ける。

　そんなものより、食べ物である。筋力向上のために、良質なタンパク質とビタミンが欲しい。万能で便利な創造魔法の欠点は食べ物が創れないことなのだ。

「は、はい！　それならなんとか。今持って来ます！」

　ハイネは元気よく駆け出すと、数分後、父親とともにやって来た。ふたりは、大きな袋を抱えている。

「商人さん、お待たせっ！」

「新しい斧、どうもありがとうございます！　これで仕事が出来ます。ご所望の森の果実や干した肉は、この袋に詰めておきました。さあ、どうぞ！」

「ありがとう。助かります」

　ずっしりと重い食料を受け取ると、父親が不思議そうに言った。

「でも、森の中に商人さんがいるなんて珍しいですね」

「あ、ええ。ちょっと野暮用で……」

　確かに、商人は人の多いところにいるものだ。森の中じゃ商売にならないものね。

「そうですか。あっ、ひとつ忠告しておきますが、ここから向こうの森へ行くなら気を付けて下さいね」

「向こうの森？」

　父親は川の下流域の鬱うっ蒼そうとした森を指さした。

「あの森にはとても良質な木があるのですが、奥に深い洞窟がありまして、そこから恐ろしい呻うめき声が聞こえてくるのです。怪物がいるという噂で、今は誰も近寄りません」

「怪物ですか。怖いですね」

「ええ。あの洞窟は珍しい紫水晶がたくさん採れるのですけどねぇ」

「水晶!?」

　思わず叫んでしまった。現在、手持ちの宝石はごくわずか。旅の準備やらキャンプ道具やらで、魔法を使いすぎ、かなり減ってしまっていた。これから当てもなく旅商人として暮らすなら、宝石や鉱石は必要不可欠。ここで水晶を補給出来れば、とても助かるのだけど……。振り返り、スピネとムーンを見ると、彼らは一瞬嫌そうな顔をした。主の邪な考えを感じとったのだ。

「悪いことは言いません。あの森は迂う回かいした方が身のためです」

　ブルッと震えながら、父親はハイネと一緒に川向こうに帰っていった。

　静かになった河原で、第一声をあげたのはムーンだった。

「ララ様、もしや洞窟へ行こうとお考えでは？」

「お考えです」

「どうしても？」

「どうしても、です！」

　力強く言うと、守護獣たちは大きなため息を吐いた。得体の知れない怪物がいるかもしれない洞窟だ。彼らが二の足を踏むのもわかる。しかし、怪物の正体を突き止め、なんでもないことがわかったら、ハイネ親子も良質な木を伐れるし、私も水晶を手に入れられるし一挙両得。どうせ時間は余っているのだから、行ってみる価値はある。

「仕方ないですね。暗くなってからでは厄介です。今から行った方がよいでしょう。しかし！　ララ様は、私とスピネの後ろから入るようにしてもらいます」

「うん！　わかった。じゃあ行こう！」

　能天気な私の声にやれやれと守護獣たちが首を振る。そんなことものともせず、颯爽と私は森へと向かった。




　昼なお暗い森の中、目的地である洞窟は大きな口を開けて、私たちを待っていた。

　スピネとムーンに周りを囲まれて、どんどん奥へと進んで行くと、やがて開けた場所に出た。

　そこには、目を見張るほどの大きく美しい紫水晶アメジストが鎮座している。

「すごいね。これだけの紫水晶があれば、創造魔法も使いたい放題ね」

　嬉しそうに近付く私をスピネが止めた。

「主殿！　近寄ってはならぬ。それはドラゴンだ！」

「は？　ドラゴン？　あの、翼があって火を噴く、あれ？」

　信じられず、あとずさりをしながら、紫水晶の全体を見た。

　すると、スピネの言う通り、シルエットはドラゴンっぽい。さすが本格ファンタジー小説、やっぱり定番のドラゴンは登場するらしい。

「でも、彫像になっているみたいよ？　動きそうにもないし」

「然り。だが、精神は生きている。耳を澄ませると声が聞こえてくるはずだ」

「声？」

　ムーンが羽ばたきを止めてスピネの背に降りると、静寂が訪れる。洞窟に落ちる水滴の音しか聞こえない中、どこからか悲しげな声が聞こえてきた。

『……シテ、クダサイ……』

　小さすぎて聞き取れない。肝心なところがわからないな、と思っていると、今度ははっきり声がした。

『ハカイシテ、クダサイ』

　破壊して下さい、確かにそう聞こえた！　このドラゴン、言葉が喋れるんだわ。だとすると、ハイネたちが聞いた呻き声はドラゴンの声かも。

「ねぇ、どうして破壊するの？」

『ワタシハ、ドラゴンノ、イキノコリ……ワルイヤツガキテ、スイショウニ、カエラレテシマッタ……』

　水晶ドラゴンは低く呻いた。ハイネたちはこの声に怯えていたようだけど、私には切ない悲鳴に聞こえる。心の奥底から嘆願する悲鳴だ。

『コレハ、ノロイ。ゼッタイトケナイ。カラダハ、シンデイルノニ、イシキハノコル。ソレハ、ジゴク……ワタシヲ、ジユウニシテ……オネガイ』

「あなたは、水晶から解き放たれて、自由になりたいのね」

　美しい紫水晶は、私の言葉に呼応するように、おぼろげに揺らめいた。水晶を壊せば、きっとドラゴンは死ぬのだろう。でも、閉じ込められて自由を奪われるくらいなら、死んで自由に……。ドラゴンの意志は、私の心を激しく揺さぶった。カレリアス邸に閉じ込められていた自分とドラゴンの姿が、なんとなく被ったからである。自由にしてあげたい。でも、死んで欲しくない。

　相反する思いを抱えて、葛藤した結果、私はあることを思い付いた。

「ねえ、もしも、生まれ変われるとしたら、どうする？　姿は変わるかもしれないし、性質も違うかもしれない。でも、大空を飛べるし、なによりも自由になれるよ」

『ソンナコト、ムリ』

「やってみる前から諦めないでよ」

　強気で言うと、ドラゴンは黙り込んだ。紫水晶を基にして、ドラゴンを新しく創造することは可能だ。いつもと同じようにすればいい。でも、これほど大きい宝石を使うのは初めてなので、若干不安でもあった。強気な発言は、ドラゴンにというよりも自分を鼓舞するためのものだ。

『オネガイ……シマス』

　決断をしたドラゴンは遠慮がちに言った。

「うん！　じゃあ、ひとつ頑張りますか！」

　腕まくりをして、大きく肩を回す。スピネとムーンが、ドラゴンの誕生を想定して少しだけあとずさると、私は紫水晶に両手を翳かざした。内に力を集めてゆっくり息を吐く。吐いた息が両手を伝い、紫水晶の周囲を巡り始めるのを見て、創造を開始した。気高き最後のドラゴンは、世にも珍しいアメジスト色の鱗うろこを持ち、大空を翔る。その翼は千里を一瞬で飛翔し、悪しき者を払う爆炎を噴く。

　イメージが定まると光の粒子が舞う。眩しいほどの粒子がきらめいて爆発するように弾けると、そこには、美しい紫色のドラゴンがいた。

「成功ね！　えーっと、どうかな？　あれ？　気に入らない？」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむドラゴンに尋ねた。あまりにも反応が薄かったので心配になったけど、次の瞬間、それが杞憂だったと知る。

『アナタハ、カミサマ、カ？』

「えええっ、まさか、ただの……旅商人です」

　悲しいかな、私の肩書は今や旅商人以外にない。聖女でも伯爵令嬢でもない。でも、それを妙に心地よく思う自分がいた。ドラゴンは自身の両手を見つめたり、翼を動かしてみたりと忙しなく動く。それから、私に向き直ると巨体を縮めて頭を垂れた。

『アリガトウ。アノ、ワタシ、ナマエ、ナイ。ツケテホシイ』

「名前？」

　あれ。このやり取り、最近どこかでやったような。思い出してみると、守護獣たちを創造した時、名前を付けろと言われたのだった。あの時は、気にも留めなかったけど、なんでみんな、名前を欲しがるのだろう。
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　まあ、減るものじゃなし、いいわよね。ただ、名付けに関してはセンスの欠片もないから、その辺は勘弁してもらおう。

「うーん。アメジストのドラゴンだから……アメちゃん？」

「アメチャン……」

　いや、違う。「アメ」が名前なの。「チャン」はいらないの。と、訂正する間もなく、ドラゴンは嬉しそうに「アメチャン」を連呼した。センスの無さに磨きがかかった結果になったけど、それはもういい。だって、アメちゃんとはここでお別れ。彼はこれから自由になった翼で大空に飛び立つ。そして私はこの洞窟でたんまり水晶を手に入れるのだ！

「可愛い名前をありがとう。これからもよろしくね！　ご主人様っ！」

「は？」

　カタコトだったドラゴンは、急に流暢に喋り出した。しかも……どうやら女の子だったらしい。

　急に話し出したことに関しては置いておくとして、まずは、問題発言から追及しよう。

「これからもよろしくって言った？　アメちゃんは大空に飛び立つんでしょ？」

「そうよ。ご主人様と一緒に」

「……ご主人様って私？」

「うんっ！　名前くれたもーん」

　アメちゃんはいかつい姿で可愛らしく言った。名前を付けたらご主人様？　待って。もしかしたら、名前って結構重要なものなんじゃないの!?

　私が呆然としていると、ムーンが後ろから声をかけてきた。

「ララ様。創造主が名前を付けるということは、眷けん属ぞくにするということなのです」

「眷属？　それ、家来とか家臣とかと一緒？」

「そうです！　さすがララ様。ご理解が早い」

　ムーンは心服したように言った。

　いやいや、聞いてない。聞いてないよ！　そんな大事なことは最初に言ってもらわないと困るのよね。守護獣たちならまだしも、旅のお供にドラゴンは目立ちすぎる。アメちゃんは付いて来る気満々だけど、諦めてもらおう。

「ごめんね、アメちゃん。私たち実はここに水晶を取りに来ただけで……」

「水晶？　もうないよ？」

「ない、とは？　どういうこと!?」

「私が水晶にされた時、悪い奴が全部持って行ったの。だから探してもなにも出ないよ」

　アメちゃんは無邪気に笑ったけど、私は叫びそうになっていた。無くなりそうな宝石を補充しに来たのに、それがひとつもないなんて。これじゃ、なにをしに来たのかわからない。

「ご主人様、宝石が欲しいの？」

「うん。すごく欲しい」

　今の私に出来るのは、創造魔法で道具を創り、食料と交換してもらうこと。しかし、元手がないのでは、商売あがったりである。

「たくさんある場所、知っているけど」

「えっ、どこ？　どこにあるの？」

　私はアメちゃんに詰め寄った。

「ここから三つ山を越えた、大きな山脈の向こうのグリーランドの鉱山。そこならまだあるはずよ」

「グリーランド……辺境ね。ファルナシオンの端、隣国ソラスとの国境にある……」

　地図でしか見たことのない未開の地。人が住んでいるのかもまるでわからない未知の世界である。でも、そこに宝石がゴロゴロあったとしても、私たちには行く手段がない。歩いていけば、かなりの時間がかかってしまうし、残念だけど諦めるしかないかな。

　そう考えていると、アメちゃんと目が合った。彼女は、目をキラキラさせながら、ずいっと一歩進み出て、得意げに言ったのである。

「人の足では遠いけど、私ならすぐよ。ご主人様たちを乗せてひとっとびー！」

「確かに！　そっか。うん、そうだよね……あ、でも、アメちゃん目立つじゃない？　一緒に旅をするには大きすぎるよ。なにか目立たないものに変身出来ない？」

　スピネとムーンは、基になった髪飾りとペンダントに変身することが出来るみたいだし、同じように名前を与えられたアメちゃんにも、そんな機能が付いているかもと考えたのだ。

「うーん。出来る気がする……やってみるね！」

　はじけるように言うと、アメちゃんは目の前から消えた。と同時になにかが地面に落ちた音がする。見るとアメジストの指輪が輝きを放ちながらぴょんぴょん跳ねていた。

「もしかして、アメちゃん、指輪になった？」

「当たりー！　これで連れてってくれるよね！」

　嬉しそうに言うアメちゃんを拾い上げ、それを指に嵌めてみる。少し大きいかな、と思うとキュッとサイズが縮み一瞬でピッタリになった。なんて便利な……さすがチート魔法。使っている本人にすらわからないことは、まだまだ多いようである。

　とにもかくにも！

　これでグリーランドへ行き、宝石をガッポリ手に入れ、のんびり旅商人ライフを送る下準備は整った。

「よーし！　それじゃあ、行きますか！」

　元気よく号令をかけると、守護獣たちが雄叫びをあげる。仲間が増え、賑やかになった旅商人一行は、意気揚々と辺境を目指すのである。

　日が落ちるのを待って、グリーランドを目指す私たち。これは、アメちゃんの姿を目撃されないようにするためだ。彼女が言う「悪い奴」がなんなのかはわからないけど、目撃情報が出れば追われる可能性もなくはないからだ。

　夜空に翼を広げ、悠々と滑空するアメちゃん。傍らを並行して飛ぶムーン。高いところが苦手で、髪飾りに戻っているスピネ。そして私は、アメちゃんの背でスクワットをしている。地上でトレーニングが出来ないので、その代わりだ。グリーランドに着くまでに、もう少し体力強化をはかるつもりである。日々の継続がもっとも大切、ということは身をもって知っているのだ。

　一晩飛び、昼になってから、深い森で仮眠をとる。ハイネ親子に貰った果物と干し肉を食べ、また日暮れに出発する。そうすると、次の日の早朝、朝日に照らされた大きな山脈が眼前に現れた。

「この山脈を越えたら、グリーランドだよ！　平地を探して降りるね」

　顔をこちらに向けて、アメちゃんが言った。

「よかった……私もう、墜落しそうでしたよ」

　か細い声を出したのは、ムーンである。彼は飛行動物の意地があるのか、飛んで行くことを選んだ。しかし、アメちゃんの爆速飛行について行くのは相当大変だったらしく、休憩を取るたびにぐったりしていたのである。

「みんな、お疲れ様！　ここで、たくさん宝石が採れるといいね」

　下を見ると、険しくそそり立つ山の向こうに森が見え、その中心に茶色の大地が見えた。近くに民家はない。アメちゃんはその場所を目掛けて降下した。

　降りてみると、地面はかなり固かった。さすが、良質な宝石を生む地質は一味違う。この分だと、かなりいい宝石が期待出来そうだ。飛び続けて疲れたアメちゃんとムーンは宝石に戻って小休止し、私とスピネで周囲の探索をすることにした。

　鉱山は山手付近にあると目星を付け、前方の森を抜ける。森を抜けた先にはむき出しの岩盤があり、岩盤に沿って進むと……そこには期待と違うものがあった。

「は、畑？」

　いや、言い直す。これは「畑にしたくて耕したけど、地面が固すぎて放棄したもの」だ。

　しかも、まだ新しい。

「人はいるようです」

「そうね。奥に民家があるのかも。そっと見に行こうか」

「偵察は我が適任かと。主殿はここで暫くお待ち下さい」

「う、うん。わかった。気を付けてね」

　スピネは軽く頷くと、畑の向こうの茂みに消えていった。

　日はだんだんと高くなり、薄暗かった周囲を明るく照らす。

「あれ？　これ、野菜かしら？」

　畑の奥の方にほんの少しだけ、緑の物が見えている。ちょうど光が当たるところだから、生育状況がよかったのかもね。なんの野菜か確認したくて、軽い気持ちで近付いてみた。すると、ヒュンと耳元をなにかが通り過ぎる。虫かな？と思い、よく見てみると、それは弓矢だった。ゾッとしてあとずさると、直後、男の怒号が聞こえた。

「動くな！　不審者め！」

「は？」

　振り向くと、数人の男たちが各々武器を手に立っている。

　グリーランドの住民？　それにしては、武器の持ち方が様になっている。さっきの矢も、すれすれを狙うなんて相当な技術がないと無理だ。

　彼らはとても怒っているようで、その矛先はどうやら私だ。

「王都から来たのか？　誰の差し金だ？　どこから入った？　目的はなんだ!?」

　先頭にいた大男が、怒涛のように捲し立てる。出来たら、質問はゆっくり、ひとつずつにして欲しい。恐怖でこちらも混乱しているから、最初の質問しか覚えていないわ。

　仕方なく、私は最初の質問に答えた。

「王都からですが……怪しいものではありません。旅商人です。いろいろ持っていますよ、商品を見ますか？」

「動くな。動いたら、次は頭を狙う」

　荷物を出そうとした私を、弓を持った細身の男が脅す。

　身の潔白を証明しようとしただけなのに、あんまりじゃないですか？

　だいたい、か弱い女の子がひとり、早朝に人の足では絶対来られない山脈の中腹にいるのを見て、怪しむなんてどうかしている……ん？　いや、どうかしているのはこっちか!?

　この状況、どうみてもめちゃくちゃ怪しいわ！　震える私に、大男が言った。

「とにかく。お前を捕えて牢に入れておく」

「牢!?　冗談じゃないわ！　なにも悪いことしてないのにどうして？　私には大事な用事があるのよ！」

　そう！　宝石をごっそり頂くという、大事な用事が……って、これじゃあ完全に悪者のセリフ。

　でも、せっかく自由になったのに、ここでまた閉じ込められるなんて絶対ごめんだわ。

「うるさい！　来いっ！」

　大男が腕を掴んだ。その握力の強さに私の腕に激痛が走る。「痛っ」と思わず呻くと、周囲の雰囲気が一変した。

　アメジストの指輪とムーンストーンのペンダントがゴゴゴゴゴと恐ろしい音を出すと、アメちゃんとムーンが飛び出した。それと同時に、背後から地響きのような音がして大きな黒い塊が大男目掛けて襲い掛かった。黒い塊はスピネである。アメちゃんを見た男たちは、慌てふためき逃げようとするが、退路をムーンに塞がれて風前の灯火。大男もスピネの牙を防ぐので精一杯だ。

　私の危機を察知して、颯爽と現れてくれたことはただ素直に嬉しい。だけど、今止めないと怪我人、最悪死人が出てしまいそう。彼らはなにか誤解をしているのかもしれないし、落ち着いて話を聞けば、理解し合えるかも。とにかく一刻も早く守護獣たちを止めないと……。

　そう思い声をあげようとしたその時。

　空気を切り裂くような、伸びやかな声が響き渡った。

「双方、そこまで！」

　場は、水を打ったように静かになった。男たちはもちろん、守護獣たちも驚いて動きを止めている。私は声のした方に目を凝らしてみた。すると、森の大木の後ろから男が現れた。年は私より少し上くらい、細身で背が高く顔立ちも整っている。ゆっくりとこちらに歩いて来る仕草が優雅で、周囲の背景と馴染んでいない気もした。

「お、お頭！　すみません。こいつらを捕えようとしたのですが……」

　スピネに踏みつけられた大男が、息も絶え絶えに言った。

「その必要はない。この人は客人だ」

「え？　客、ですか？」

　大男に答えもせず、細身の男はスタスタとこちらにやって来て、佇む私に手を差し伸べた。

「俺の仲間が失礼なことをしたようだ。どうか許して欲しい」

「あ、ええ。はい、怪しい者じゃないとわかっていただけたら、それで」

「ありがとう。君たちもすまないね。もう、主人を傷付けたりはしないから。安心してくれ」

　男は微笑みながら守護獣たちに言った。すると、守護獣たちはスッと身を引いた。彼の言葉には不思議な響きがあり、聞く人に安心感を与える。嘘や悪意を敏感に感じ取る守護獣たちが、彼の言うことを信じたのだから、たぶん善人なのだろう。

「賢い子たちだ。さて、俺の名はディオ。君の名前は？」

　男に覗き込まれて、私は一瞬息を吞んだ。彼の瞳は左右違う色だった。いわゆるオッドアイというもので、右がグリーン、左がゴールドというとても珍しいもの。そしてその名前に聞き覚え……いや、見覚えがあるとも思った。

「私は……ララ、です」

「ララ、か。それでは、居住区に案内しよう」

「えっ、あの、いいんですか？　そんなに簡単に信用しても」

　今まで最大級の警戒をしていたのに、「お頭」という男（ディオ）が現れた途端、客人待遇。落差に唖然とする私に、ディオは楽しそうに笑って見せた。

「ははっ！　いいんだよ。俺は……あ、まあ、ここで一番偉いから」

「そういえば、お頭と呼ばれていましたね。村長とか、族長なのですか？」

「いや、山賊の頭だ」

「ああ！　山賊ですか、へえ、え？　山賊!?」

　聞き間違いだろうか？　と次の言葉を待ってみた。でも、ディオはニコニコと微笑むだけで、訂正をする気配がない。もしかして、私たち、山賊の根城に突撃してしまったのでは!?　だったら、居住区に案内されるのって、非常にマズいんじゃない？　優しい言葉で誘っておいて、あとで身ぐるみ剝がされたらどうしよう！　助けを求めようと、守護獣たちを見ると、彼らはなんの危機感も抱かずにのほほんとしている。スピネは伏せて尻尾を振り、ムーンは羽の乱れを整え、アメちゃんは眠そうにあくびをする。そんな能天気な守護獣たちの様子を見て、私の不安もすっかりなくなってしまった。山賊が全て悪い人だと決めつけるのはよくないものね。

「じゃあ、少しだけお邪魔します」

「少しだけ、なんて。フッ、まあ、ゆっくりしていってくれ」

　ディオは意味深に微笑んだ。その様子が気になりつつも、私はディオに手を引かれ、深い森の中に誘われたのである。




　日が差さぬ森の中を進み、暫くすると、岩壁に辿り着いた。どうみてもそこは行き止まり。

　しかしディオは、岩壁に向かって大声を出したのだ。

「ディオだ！　開けてくれ」

　その瞬間、轟ごう音おんとともに岩壁が真っぷたつに割れ、中から道が現れた。

「驚いたかい？　ここは、隠し扉になっているんだ」

「隠し扉？　警戒が厳重ですね」

　山賊って、そんなに狙われるものなの？　どちらかというと、攻め入って強奪するイメージなんだけど。

　訝しむ私をよそに、説明をしながら、ディオは先導する。慣れない私の手を引きながら、慣れたように薄暗い道を進むと、やがて、出口に着いた。着いた先は大きく開けた場所で、複数の小さな民家がある。ちょうど、山脈の窪地になっていたようで、空からでは確認出来ない場所のようだ。

「こっちだよ」

　ディオは民家を通り過ぎ、どんどん奥へと進む。すれ違う住民がディオに恭しく頭を下げ、後ろの私を不思議そうに見る。そんななんとも落ち着かない中、辿り着いたのは一軒の民家。他の民家よりも少しだけ大きく、若干しっかりした造りになっていた。

「着いた、ここが俺の家。入って」

「あ、はい。お邪魔します」

　恐縮しながら入ると、中にはひとりの女性がいた。上品な雰囲気がディオによく似ていて、艶やかな黒髪とエメラルドのような瞳もディオと同じ。オッドアイではなかったけれど、一目で血縁だとわかるほど似ていた。

「ディオ？　誰か来たの？」

　女性はこちらを見ている。でも、焦点が合っていない。人が来たということを判別出来ているから、全盲ではなく、視力が弱っているのだと思った。

「そうです、母う……母さん」

「あら。その様子は、もしかして？」

「はい」

　ふたりの短い会話の中で、ディオと女性が親子であることを知った。が、会話の内容はよくわからなかった。「その様子は、もしかして？」「はい」これで会話が成立するなんてすごい。親子の阿吽の呼吸に感動していると、ディオが言った。

「ララ、母は見ての通り視力が弱い。昔火事に巻き込まれてね、それからずっと……だが、この居住区のことは目が見えなくても知っている。暫くはこの家に住むことになるだろうから、わからないことは聞くといい」

「え、と……私、お心遣いは大変嬉しいのですが、ここに移住しに来たのではなく……」

　山のような宝石に目がくらみ、いただきに来ただけの者なのです！　たんまり宝石を手に入れたら、旅商人をしながら、各地を転々とするつもりでいる。

「ララさん、と言うのね。私はヘンルーダ。ここにあなたが来てくれてとっても嬉しいわ。ぜひ、ゆっくりしていってちょうだい」

　ヘンルーダは私の前にやって来て、優しく手を握る。その温かさに、決意が揺らいだ。彼女の手は、どんなに望んでも、会うことの出来ない「母」を連想させたからだ。

「……はい、ではお言葉に甘えて。暫く御厄介になります」

　思わずそう言ってしまったけれど、後悔はなかった。ヘンルーダがとても嬉しそうに笑ったからだ。

「それで、ララはなにかを求めてここにやって来たんだよな？」

　突然ディオが言った。

　ついさっきまで考えていた邪念を見透かされたようで、一瞬息が止まる。どうしてディオは、なんでもお見通しのように言うのだろう。もしかして、心が読めたりするのかな？　でも、宝石を取りに来たなんて言って態度を豹変させられても怖い。

「ええ、まあ、そうなんですけど、別に大事な用事じゃないので」

「こんな辺境に軽い用事では来ないだろう？」

　うっ……おっしゃる通り。こうなったら、軽い気持ちで聞いてみるか。

「実はですね。私、宝石を扱った商いをしておりまして、この辺りに宝石がたくさん出るという話を聞き、好奇心を抑えられず足を運んでしまいました」

「宝石を扱う商い、か。ふうん。ここに鉱山があるのは間違いない。だが、今は採りつくされて閉鎖されている」

「は？　い、いやそんなはずは」

　アメちゃん！　ちょっとどういうことよ！　話と違うじゃないの。と、右手薬指に嵌められた指輪に怨念を送った。居住区に来る時に、守護獣たちは宝石の姿に戻っている。スピネとムーンはともかく、アメちゃんは隠し通路を通れないからだ。

「あるのよ！　感じるもん。この山脈の下の方から数えきれないほどの宝石の波動を！」

　私の怒りを感じ取り、アメちゃんが言った。

「本当に？」

「絶対本当！　試しに掘ってみて！」

「不思議な光景だな。ドラゴンや獣が宝石になり、意思疎通も出来るとは」

　ディオはさほど驚くこともなく平然と言った。そういえば、最初に出会った時、守護獣の登場に他の人は驚いていたけど、ディオは冷静だった。まるで、知っていたかのように。

「しかし、長命なドラゴンがそこまで言うのなら、掘ってみてもいいかもしれない」

「えっ、本当に？」

「ああ。それでもし、宝石が出たら全てララのものにすればいい」

「なっ……」

　にっこり微笑むディオ。信じられず間抜けな顔になる私。そんな私たちのやりとりを「あらあら」と楽しげに見守るヘンルーダ。

　誑たぶらかされているのだろうか。宝石を全てあげてもいいだなんて、よっぽど無欲な人か、または、裏がある人しか言わない……と思う。怪しい、すごく怪しい。でも、ディオに裏があったとしても、私に宝石が必要なことには変わりない。大切な飯のタネ、なのだから！

「じゃあ、掘ります！　掘ってみます！　たくさん採れても私のもの、ですからね！」

　そう言うと、ディオは何度も頷いた。その表情は子供の駄々に頬を緩める保護者のようで、私は少し恥ずかしくなった。










第二章　グリーランド




　そのあと、ディオに案内されて、居住区を見て回った。

　山賊というからには、奪った財宝や食料でいつも酒盛りをしていると思いきや、その生活は想像以上に質素で貧しいものだった。家の外壁は素人が作ったようにデコボコで、おまけに、劣化で剥がれかけている。初めて来た時は気にしなかったけど、入口の扉は何枚かの板を張り合わせて作っていて、サイズが合っていない。日中でも肌寒い土地なのに、これでは夜、すきま風が吹いて寒くて眠れないと思う。

「居住区には五世帯、二十人が暮らしている。男が半数以上を占めていて、女性は少ない」

「さっきの畑で会った人たちもここに？」

「ああ。彼らが主力っていうか、ここの幹部だ」

「なるほど。それで、山賊って、主にどうやって生計を立てているんですか？　失礼ですけど、こんな山の窪地じゃ生活も不便ですよね。せめて、もう少し内陸地に移動すれば過ごしやすいかもしれませんよ？」

　尋ねると、ディオは少し答えに詰まった。

「あ、うん。そうだな。なんて言えばいいか……やむにやまれぬ事情があったんだよ」

「やむにやまれぬ事情……」

「君にも、あるんじゃないのかな」

　探るようなディオの視線に一瞬ドキッとした。

　確かに、私にもやむにやまれぬ事情がある。誰にも言えないし、言うつもりもないけど。

　もう話題を変えよう。ディオもこの話を避けたいみたいだし。

「そうですね。あっ、そこに人が集まっていますね。なんでしょうか」

　ふと目を向けた広場に、数人の男がたむろしていた。よく見ると、さっき私たちとひと悶着起こした男たちだ。彼らは、ディオと私を見付けると、駆け寄って来た。

「お頭、周囲の見回り終わりました」

　言ったのは、私を掴んだ大男だ。

「うん。ありがとう。そうだ、ララ、彼らの紹介をしておこう。君のすぐ目の前にいるのがウーノ。その後ろがライルで隣がサイクス。一番後ろがオットだ」

　ライルとサイクスはきちんと姿勢を正して頭を下げた。最後に紹介されたオットは、私の頭を射抜こうとした青年である。オットに悪気はなかったにしろ、なんとなくモヤモヤする。すると、オットはそんな私のモヤモヤを吹き飛ばすような行動をとったのだ。

「ララさん！　大変申し訳ありませんでした！　お頭の大事な人だとは知らず、矢を放つなんて。もう、僕は、死んでお詫びしたい」

　両膝をついたオットはがっくりと頭を垂れた。『動くな、動いたら、次は頭を狙う』とすごんでいた男はどこへ行ったのか。あの時の彼とは別人のような姿に、心底驚いてしまった。でも、こうやって頭を下げてくれたのだから、快く許してあげましょう！

「いえ。みなさんお仕事ですものね。私のような不審者がいたら、警戒して当然です」

「そうだ。私たちの初期対応は間違っていない」

　オットと私の会話に口を挟んできたのはウーノ。彼の態度に、ディオはため息を吐き言った。

「ウーノ。たとえそうだとしても、女性に乱暴はよくないぞ」

「はあ……お頭は自分の力に頼りすぎているのではないですか？　この女が本当に『客人』なのか、私はまだ測りかねています」

「やれやれ。お前は、本当に頑固だな。すまない、ララ。こいつのことはほっといてくれていい」

「あ、はい」

　流れで返事をしたものの、彼らがどんな理由で揉めているのかがわからない。わかるのは、ウーノが私をよく思っていない、ということだ。

「じゃあ、今から鉱山へ行ってみよう。ウーノたちも手伝ってくれ。工具は昔ここで使っていたものがあるから、それが使えるはずだ」

　朗らかに言うディオに、私は頷き返した。ウーノは渋々了解し、オットとライルとサイクスは快く了解した。本当は、ひとりで行って守護獣たちに手伝ってもらった方が楽である。でも、鉱山の管理者はディオで私じゃない。ここは彼の好意に甘えておくのが最善。敵意のあるウーノに、これ以上嫌われて、内輪揉めの原因にならないようにしなくては。

　鉱山に入る準備を整えると、私たちは居住区の裏手に集合した。

　採掘跡は居住区の裏手を出て洞窟に入り、暗がりをどんどん下った先にあった。

　松明を持ったディオが、躓かないように手を握ってくれていたけど、それでも足元は覚束ない。

　すると、気を利かして出て来てくれたムーンが、夜目を使って段差や傾斜を教えてくれた。

　足をとられる心配はなくなったけど、私の背後で動向を見張るウーノの視線は未だ鋭いまま。

　まあ、喋る梟に、喋る狼、しかもドラゴンをも従える小娘なんて、私だって警戒するわ。

「この辺だ」

　ディオの声がして前方を見ると、ぽっかりと空いた空洞があった。

　大きさは居住区の半分くらいで、結構天井が高い。所々に採掘跡があり、壊れた工具が放置されていた。中央付近の採掘跡が一番大きいところを見ると、そこが一番採掘量の多い場所だったのだと思う。

　私はディオと中央に移動し、アメちゃんを呼んだ。

「ねえ、どの辺に埋まっているのかわかる？」

「ええと……」

　アメちゃんは巨体を揺らしながら、のそのそと歩き回った。その姿を奇妙なものを見るように、ウーノたちが眺めている。ドラゴンが喋りながら歩く姿にまだ慣れないみたいだ。

「あ！　ここ！　この下の方にいっぱいあるよ」

　立ち止まり振り返ったアメちゃんは、嬉しそうにピョンピョン飛んだ。すると、天井からパラパラと岩壁が剥がれてきて、私たち全員が青くなった。古い鉱山だから、なにが起こるかわからない。その中でも一番起こりそうなことは、岩盤の崩落である。

「ア、アメちゃん！　飛んじゃダメよ！」

「はーい。わかりましたー」

　呑気にてへへと笑うアメちゃんの元に、私とディオたちは急いで駆けつけた。そして、各々工具を持つと地面を掘り始めた。渇いた岩盤は固く、ピッケルを使ってもなかなか進まない。時間だけが過ぎてゆき、腕が痛くなってきた頃、ピッケルの先になにか光るものが見えた。

「あ、これ見て！」

「出たのか！　よし、じゃあそこを集中的に掘ろう！」

　ディオが言うと、ウーノたちが移動して、私が掘っていた場所を更に掘り進める。

　そのうち、少しだけ見えていた光るものは全貌を現した。松明の明かりで照らされた石は、キラキラと虹色に輝いていて、ファルナシオンで見たどの宝石とも違い、どの宝石よりも美しかった。不思議な輝きの宝石は、ひとつ掘り出されると、次から次へと湧き出てくる。

　辺りは宝石の煌めきで、松明無しでも十分明るくなった。アメちゃんの言った通り、数えきれないほどの宝石である。

「す、すごい！　アメちゃん、あったね」

「ね？　本当だったでしょ？　褒めて褒めて！」

「はい、よく出来ました。ありがとねっ！」

　ぐいぐいと頭を押し付けるアメちゃんを撫でていると、ディオが言った。

「望みのものがあってよかったな！」

「ありがとう、ディオ。でも、本当に全部貰っていいの？」

「もちろん。君にしか使えないだろうからね」

「え？　それどういう意味……」

　意味深なディオの言葉に、尋ね返そうとした瞬間。

　パラパラと、なにかが降ってきた。

　それは、さっきと同じ剥がれた岩盤だ。しかし、今度は収まる気配がない。それどころかどんどん酷くなっていった。

「早く出よう！　崩れて……!!」

　ディオの警告は、間に合わなかった。天井の岩盤は、鈍い音を立てて崩落し、真っ逆さまに落ちてくる。あまりにも一瞬のことで、誰もその場を動けない。

「ララ！」

「ご主人様っ！」

　ディオとアメちゃんは瞬時に私に覆い被さり、ムーンとスピネはウーノたちを守ろうと動き出す。叫び声と悲鳴の中、私は息を整えた。

　今必要なのは、崩れる岩盤を止めるもの。その基になるものは、すでにここにある！

　掘り出したばかりの宝石を握り締め、頭で創造をして、深く息を吐く。すると、大きな黒い塊が宙に現れ、落ちてくる岩盤を押し上げたのち、天井に張り付いた。

　辺りは、静寂に包まれた。

　落下していた岩盤はなく、あるのは硬質な天井。丸いカーブを描き天井に張り付く、鋼鉄の形状を創造したのだ。モデルはドーム球場で、一度見たのを思い出したのである。急すぎて粗い造りになったけど、圧死するよりマシだ。

「助かった……」

　最初に声を出したのは、ウーノである。彼はスピネの側で蹲り、安心した途端、座り込んだ。

「天井のあれは、なんですかね。鉄のようで、もっと強度があるような」

　ムーンの翼の下で、わりと冷静に言ったのはオット。彼はゆっくり立ち上がると、興味深そうに上を見た。それに倣うようにライルとサイクスも立ち上がる。私を守っていたアメちゃんはわーんと泣きじゃくり、ディオはほっとしたように、私の額に落ちた土を払った。

「俺にも、あれがなにかはわからない。でも、助けてくれたのが誰なのかはわかるよ」

　オットの問いに答えたディオは、土を払う手を止め、優しく私の頬を撫でた。

　今改めて気付いたのだけど、ディオの全てのパーツはＳＳランクである。そのＳＳランクに至近距離で見つめられ、心臓が爆音を上げた。この人が、山賊のお頭（モブ）だなんて、世の中間違っている。もし、私がファンタジーを書くなら、絶対どこかの国の王子様に設定するわ。

「ララ。ありがとう。みんなを助けてくれて」

「え、いえ、そんな。宝石をただで貰ったのだし、当たり前……んん？」

　待って下さい。どうして私の仕業だと気付いたのですか!?

　おかしいでしょ？　魔法詠唱に声はいらない。私の創造魔法は念じるだけで事足りるのだ。さっきも一言も喋ってないはずだ。一体、どういうこと？

「あ、警戒しないでいい。魔法という存在を、俺たちは多少だけど知っているんだよ」

「そ、そうなんですか？　魔法を見たことあるんですか？」

「あるよ。だから、尊敬こそすれ、驚いたり怯えたりはしない」

「はあ……」

　まだ若干の違和感は残るけど、もう無理に否定しない方がいいと思う。宝石をただでくれるという心優しき山賊さんたちだし、なぜか、魔法に対して理解がある。魔法を知らなければ、怖がられたりするけれど、少なくともここではそんな心配をする必要がない。これはかなり重要なことだ。いちいち、魔法を使うのにキャンプテントの中に移動しなくてもいいのだから。それに万が一、いきなり豹変して襲いかかられても、こちらには守護獣がいるし、宝石があるしで、ほぼ無敵である。まあ、ウーノには嫌われているけど……と、彼の様子を窺った。

　すると、私に敵意剥き出しだった男は、スピネの隣に正座し、キラキラした目をこちらに向けていたのだ。

「ララさん……さっきは失礼なことを言って、すまなかった！　あなたは命の恩人だ！　あのように大きなものを一瞬で出すとは恐れ入りました！」

「命の恩人とか大袈裟ですよ。だいたい採掘場に来たのだって、私の手伝いをしてもらうためですからね。こちらこそ危険な目に遭わせてごめんなさい」

　私が頭を下げると、アメちゃんも横に並び、頭を下げた。

　飛び跳ねたから岩盤が崩落したと思って、責任を感じているのだろう。でもたぶん、老朽化で崩落は時間の問題だった。そう考えると、私たちがいる時に起こって逆に幸運だったのかもしれない。

　もし誰かが入り込んでしまって、ちょうど崩落が起きたらと思うと……ぞっとする。

「なんと心の広い方だ。お頭、私は魔法なんてクソほどの役にも立たないと思っていましたが、考えを改めました」

「うん。目の前で見ればすごさがわかるな。俺もちょっと驚いたよ。これほどとはね」

　ディオとウーノはこちらを見てしきりに感心している。褒められ慣れてない私は、どんな顔をしていいかわからず、ひたすら笑ってごまかす。照れる、というか、困るというか……とにかく、恥ずかしいのだ！

「あ、あのっ、ディオ？　そろそろ宝石を持って居住区へ帰りませんか？」

「ああ、そうしよう。もうすぐお昼になるからな。もっと掘れば出そうだから、明日も来ようか。たくさんあった方がいいのだろう？」

「はい！　あればあるほど嬉しいです！」

「はははっ、正直だな」

　ディオの笑い声が天井に反響する。するとみんなも笑い出し、自然と私も笑顔になった。




　山のような宝石をウエストバッグに詰め込み、私たちは居住区に戻った。ちょうどお昼になった居住区からは、各家から香ばしい匂いがしている。そういえば、いろいろあって朝御飯を食べていない。私は小さくお腹を鳴らしながら、ディオと共に、ヘンルーダの待つ家に戻った。

「あ、お帰り」

「ただいま、母さん。ちょっと待っていて。今、昼食の支度をするよ」

　ディオは家に帰るなり、ヘンルーダに言った。

　あ、そうか。彼女は目がよく見えないから、ディオが食事の支度をするのね。

　家事は火を使ったり、刃物で野菜を切ったりと、危険なことが多い。確かこの世界、まだ竈かまどしかなかったと思うから、微妙な火加減の調節をするのも難しいはずだ。

「いつもごめんね……私、なにも出来なくて」

「平気さ。さあ、ララも座って。大したものは振舞えないけどね」

　こちらを見て微笑むディオ。そのディオを見て、ヘンルーダはやるせない表情を浮かべた。

　手伝いたいのに、なにも出来ない。そのことが辛いのだ。目を悪くしたのは、火事のせいであってヘンルーダのせいじゃない。でもやはり、母親として不甲斐ない気分になるのだろう。

　なんとかしてあげたい、そんな思いが込み上げた。私は母を知らない。柔らかに微笑まれたことも、温かい手で握り返されたこともない。だから、それをしてくれたヘンルーダに母親像を重ね、悲しい顔をさせたくない、と思っていた。

「あの、ヘンルーダさん。ちょっと、動かないで下さいね」

「え？　あ……ええ、わかったわ」

　ウエストバッグから宝石を取り出して手に持つと、困惑した顔の彼女に近付いて、ゆっくりとその目に手を翳す。すると、ディオが首を傾げた。

「ララ？　一体なにを……」

「創ってみます。視力矯正のアイテムを」

「しりょくきょうせい？　ってなんだい？」

「まあ、黙って見ていて下さい」

　私がそう言うと、ディオは静かに椅子に座って、成り行きを見守った。

　さあ、創造を始めましょう。視力矯正の一般的なアイテムと言えば「眼鏡」である。フレームは簡単に出来ると思うけど、問題はレンズだ。視力は人によって違うから、レンズもひとそれぞれ。ヘンルーダの度数に合ったレンズじゃないと意味がない。

　だから、私は、創造に思いを込める。

　どうか、ヘンルーダの目にちょうどよい眼鏡が出来ますように。

　彼女の目が、再び世界を映し出せるように、と。

　息を吸い込み、そして吐く。すると、宝石はスタイリッシュな銀縁の眼鏡になり、ヘンルーダの耳に自然と掛かる。

　困惑していたヘンルーダの表情が、驚愕に変わったのを見て、私は成功を確信した。

「これは、どういうこと!?　目が……よく見えるわ。ぼやけない、ハッキリと見える……」

　途切れ途切れに呟く母親に、ディオは目を丸くした。

「ララ！　これがさっき言っていたアイテムか？」

「はい！　眼鏡です。掛けていれば以前と同じように見えますよ」
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「あー、本当に君は……」

　感極まったディオの言葉の途中で、なにかが私の視線を遮り、ガバッとしがみついてきた。

「ララさん！　なんて素敵なの。色がとても鮮やかに映るわ。このままなにも見えないまま終わるのだと、諦めていたのよ。でも、あなたが光をくれた。ありがとう」

「い、いえ。暫く違和感があるかもしれませんけど、我慢して下さいね」

　うんうんと頷くヘンルーダは、よく見ると泣いていた。

　いつから見づらくなっていたのかは知らないけど、かなり苦労したに違いない。山の中での不便な生活も、不安でいっぱいだったろう。そう思うと、ますます彼女のことを尊敬し好きになった。

「さてと。見えるようになったのだから、お料理は私の仕事よ！　ディオ、そこを退いてちょうだい」

「えっ！　料理をするのですか!?」

　ディオは青ざめた。せっかくヘンルーダが作ってくれるというのに、なにをそんなに不安げに……。

「しますとも。私にだって、お料理くらい出来ます！　馬鹿にしないで」

「大丈夫かなぁ。一度もやったことないのに」

　は？　今なんと？　一度も料理をしたことないとおっしゃいましたか!?

　私は、ポカンと口を開けたまま、呆然と立ちすくんだ。

「大丈夫です！　ディオもララさんも、そこに座って見てらっしゃい！」

　ヘンルーダは有無を言わさぬ態度で、ぴしゃりと言った。ディオは盛大にため息を吐きながら私の隣にやって来て、耳元で囁いた。

「覚悟しておいた方がいいよ」

「それって……まさか」

　ああ、もしかしたら、今日のお昼はないかもしれない。がっくりと項うな垂だれる私は、その後、想像を絶する恐怖に見舞われるのを、まだ、気付いてはいなかったのである……。




　ヘンルーダの手料理。

　それは、一言でいうと真っ黒だった。名付けるなら、そう！　暗黒物質である。ヘンルーダが生み出した暗黒物質は、一口食べると口内が痺れ、二口食べると胃が軋む。自信満々だった彼女は、今や可哀想なくらい項垂れている。

「ごめんなさい……」

「だから言ったのに。仕方ないな、ウーノのところで少し貰って来るから」

　ディオは、淡々と言うと、外へ出て行った。

　隣にどんよりオーラを纏まとったヘンルーダ。目の前に暗黒物質。どうしてこうなった!?　という食材の悲鳴が聞こえてくるようだ。

「あの……誰にでも失敗はあると思いますよ。なんでも慣れですよ、慣れ」

「ララさん、優しいのね。私、料理なんて簡単に出来ると思っていたわ。でも、難しいのね。料理人を尊敬するわ」

「そうですね。でも、ヘンルーダさんは、なんで今まで料理しなかったのですか？　目を悪くする前も、やってなかったのですよね？」

「ええ。料理人がいたから必要なかったのよ」

　へえ、元々お嬢様だったんだ。

　そういえば気品があるし、身のこなしも洗練されている。もしかしたら、どこかの国の貴族だったのかもしれない。なぜ山賊のお頭の母になったのか。いろいろ深い事情がありそうだけど、詮索するのも、ね。

　と考えてふと隣を見ると、ヘンルーダは目を見開き、手で口を覆い、真っ青になっていた。

「どうかしましたか!?　気分でも悪いのですか!?」

　自分で作ったもの（暗黒物質）を食べて当たったのかもしれない。慌てて声をかけると、低い声で彼女が言った。

「ララさん？　聞かなかったことにしてちょうだい」

「え？」

「なにも、聞いていないわよね？」

「は？　え、ええ」

　ぐいぐいと詰め寄るヘンルーダは、私に確認を取ると、安堵したように微笑んだ。

　聞かなかったことにって、そんなに重要な話をしていた記憶はない。

　あ、もしかして、元お嬢様だった件は、誰にも言えない秘密だったのかしら。

　私の妄想はどんどん膨らむ。

　ヘンルーダは山賊の男性と恋に落ち、駆け落ちした。やがて、ふたりの間にディオが生まれ、幸せな時を過ごしていたけど、旦那様は政府の役人に捕まり獄中死。女手ひとつで子育てしてきたヘンルーダを、連れ戻そうと画策する彼女の実家。火事も実家の仕業かもしれないわ。その実家から隠れるために、素性を隠している……うん、これで決まりだわ！

　満足そうに頷くヘンルーダに、私も頷き返した。

　安心して下さい。絶対誰にも言いませんから。と心の中で呟くと、ちょうど食べ物を貰って来たディオが、ニコニコ笑いながら入って来た。

「お待たせ。少ししかないけど、昼はこれで我慢して……あれ、なにか楽しそうだね」

　私たちを見てディオが言う。

「ふふ。女同士の他愛もないお喋りよ。さあ、いただきましょうか」

　ふんわり微笑んだヘンルーダに、私とディオも微笑み返す。

　そして、食卓につくと、遅めの昼ご飯を口にしたのである。




　昼食後、ディオとウーノたちが狩りに行ったあと、私はヘンルーダに連れられて、居住区の女性たちに会うことになった。

　朝方来た時は、男性数人の姿しか見なかったけど、このグリーランドには、ヘンルーダを含めて女性が四人いるらしい。ディオが全部で二十人だと言っていたから、男性十六人、女性四人が、ここグリーランドの全住民というわけだ。

　ディオとヘンルーダの家から一番近い家。そこはウーノの家で、なんと彼には奥さんと三歳になる娘がいた。

　無骨で奥手そうなウーノが、居住区で唯一の妻帯者と聞いて、私はめちゃくちゃ驚いた。どういって結婚を申し込んだのか……考えるだけで笑いが込み上げる。

「初めまして！　私、ウーノの妻のマイアです」

　迎えてくれたのは、ショートヘアのよく似合う、可愛らしい女性だ。腕には小さな女の子を抱っこしていて、またその子が天使のように可愛かった。ウーノに似なくてよかったね、と思ったのは内緒である。

「こんにちは。今日から暫くの間、グリーランドに滞在することになりました、ララです。よろしくー」

「こちらこそよろしく。あ、この子はサーシャっていうの。もうひとりいるんだけど、今、洗濯しに行っていて留守なのよ」

　マイアは家の裏手を指しながら言った。

「洗濯ですか。女の人が少ないから大変ですね」

「ええ。私もサーシャがいるし、ヘンルーダ様も目がよくないから、まかせっきりになってしま……あ、あら!?　なんですか、その目についているものは！」

　ヘンルーダの眼鏡に気付いたマイアは、甲高く叫んだ。さっきからずっと私の隣にいたのに、気付かないなんて逆にすごい。驚かしてやろうと、わくわくしていたヘンルーダにしてみれば、「やっとか！」という心境だと思う。

「うふふ。どう？　いいでしょ。眼鏡って言うのよ。これのおかげで、視界がぼやけなくなったわ！」

「へえ！　そんなものがあるんですねえ」

「なんと、ララさんが魔法で作ってくれたのよ、一瞬でね」

「ララさんが!?　一瞬で!?」

　マイアが驚愕の声をあげると、サーシャも真似して「いっちゅんでー」と叫ぶ。

　なんだ、この可愛い生物は。無自覚に人を魅了する術を身に付けているなんて、恐るべし、幼女！

「そういえば、さっき帰って来たウーノもすごく興奮していたわ。神の御業とかなんとか。一気に捲まくし立てるから、あまり聞き取れなかったんだけど、きっとララさんの魔法のことだったのね」

「そうよ。ララさんの力は本物だわ。出来ればその魔法で、私の料理の腕も上がらないかしらー」

　ヘンルーダは縋すがるように私を見た。

　この居住区に生きる全ての人の健康と安全のために、出来ることならそうしてあげたいと思う。

　でも残念ながら、創造魔法ではヘンルーダの料理スキルを上げられない。便利な道具を創り出すことなら出来そうだけど。

「ああ！　ディオ様が、慌てて食べ物を貰いに来たのは、そういうわけですか。目が見えるようになって、調子に乗ったんですね」

「あら、酷い。でもそうなの、反省しているわ」

　すまなそうにため息を吐いたヘンルーダの眼鏡に、サーシャが手を触れた。そして、にっこり笑って言った。

「へんるーだしゃまー。おめめ、みえるの、うれしいねー」

「うん、嬉しいねえ。サーシャはまた言葉を覚えたわね」

「ええ。子供の成長って早いですね。なんにでも興味を持って大変だけど」

　ふたりの会話を、私は目を細めて聞いていた。

　幸せなごく普通の日常。暮らし向きは貧しいけど、温かい世界がここにある。つい最近まで、自分が置かれていた異常な世界が嘘のよう……。

「そうだわ！　ララさん。ウーノに聞いたのだけど、動物を連れているんですって？」

　思い出したように、マイアが言う。すると、サーシャが瞳を輝かせた。

「どうぶつしゃん!?　みたい！」

「えっ、動物って守護獣？　見たいの？　え、でも……」

「ごめんなさいね。この子、動物が大好きなの。お願い出来ないかしら？」

　マイアとサーシャのお願いに、私は悩んだ。どうしよう。

　スピネとムーンはいいけど、アメちゃんを見せたらきっと泣く。泣かせてサーシャに嫌われたくはない。

　でも、スピネたちだけサーシャに会わせたらアメちゃんが拗ねる。うーん、困ったなあ。

「どうぶつしゃん……ダメ？」

　サーシャは悲しそうに尋ねてきた。ううっ、心が痛い。ええい、もうなるようになれ！

「ううん、いいよ。でも、大きい動物さんもいるから、びっくりしないでね？」

「うん！　おやくそく！　するっ」

　ふんっと鼻息を荒くするサーシャは、好奇心剥き出しでこちらを見た。その視線を受けて、私は守護獣たちを呼んだ。付けていた髪飾りからスピネが、首にかけたネックレスからムーンが順に出てくると、サーシャはマイアの腕の中から飛び出して近くにやって来た。

「わぁ！　いぬしゃん！　とりしゃん！　わたち、サーシャよ」

　サーシャはスピネたちにペコリと頭を下げた。丁寧に挨拶された二匹は、気をよくしてサーシャに近付き、自己紹介を始めた。

「こんにちは。可愛いお嬢さん。私はムーンです」

「我はスピネ。サーシャ、よろしく頼む」

「まあ、すごい。守護獣って喋れるのですね」

　マイアは驚いて目を見開いた。実は私も驚いている。守護獣たちは、よっぽどのことがない限り、他人に話しかけない。しかし、サーシャにはちゃんと挨拶を返している。本能で無垢な心を感じ取ったのだろうか。まあ、結論として「誰も幼女には敵わない」ということだ。

　サーシャとスピネとムーンは、じゃれ合いながら遊び始めた。

　さて、問題はアメちゃんである。

　建物内で呼んでしまうと家屋倒壊の危険がある。ただでさえ、壊れそうな造りの家にこれ以上ダメージを与えたくはない。そう思い、一旦みんなに外に出てもらうと、満を持してアメちゃんを呼んだ。

　体長三メートル近くある紫色のドラゴンが降臨すると、その場は一瞬静まり返った。マイアはポカンと口を開け、ヘンルーダは眼鏡をくいっと上げて前のめりになる。サーシャはアメちゃんを見つめたまま、微動だにしない。見つめられたアメちゃんは、不安そうな様子だ。ドラゴンだって、可愛い幼女に泣かれるのは嫌なようだ。

　しかし、それは余計な心配だった。

「おおきいとかげしゃん！　かっこいい！」

　サーシャは、泣くこともなく真っ直ぐアメちゃんに走って行った。恐れを知らぬ幼女は、アメちゃんの尻尾に抱きつき、満面の笑みである。

「わーん、よかったぁー。泣かれるかと思ったー」

　アメちゃんはほっとしたように大きく息を吐いた。そして、巨体を横たえて丸くなると、サーシャやスピネ、ムーンを乗せて遊具みたいにユラユラ揺れた。きゃーと楽しい悲鳴をあげながら、サーシャはドラゴンアトラクションを満喫している。暫くは守護獣たちにお守りを任せて大丈夫だろう。そう思った私たちは、広場に座り、お喋りに花を咲かせた。

「ヘンルーダ様、眼鏡、よくお似合いですよ」

「ありがとう。私も気に入っているの」

　ふたりの会話を隣で聞いていて、ほっと胸を撫で下ろした。

　ヘンルーダの目元は涼しげで気品があり、どちらかというと、キツい印象がある。だから、少し雰囲気が柔らかくなるように、ラウンド型をイメージしたのである。

「ララさん。創造するってどんな感じ？」

　マイアが尋ねた。

「ええとね、頭の中で形状を思い浮かべて、そこに性質を付け加えるの。あとは宝石の力を体に取り込む感じで……」

「ひゃーー、ド、ド、ド、ド、ドラゴン!?」

　背後から悲鳴が聞こえた。

　振り向くと、そこにふくよかな女性がいて、ガタガタと震え尻餅をついている。周りには洗濯籠と洗い立ての洗濯物が散乱していた。女性は、アメちゃんの背に乗ったサーシャを指さしながら、私たちの元に這いずってやって来た。

「ちょ、ちょっと！　なにしてるんですか！　サーシャが食われてしまいますよ！」

「大丈夫よ、グレイス。よく見てごらんなさい」

　ヘンルーダがぴしゃりと言うと、グレイスと呼ばれた女性は、怪訝そうにサーシャたちを見た。グレイスの大絶叫などなんのその、サーシャと守護獣たちは、ひたすら楽しそうに遊んでいる。今は、ドラゴンアトラクションに飽きたサーシャが、おままごとを提案中のようである。

「あ、あれれ？　どういうことですか？」

　狐につままれた顔のグレイスに、マイアがわけを説明した。私の創造魔法でヘンルーダの目が見えるようになったことや、守護獣たちのこと。動物好きのサーシャを守護獣たちが遊んでくれていることを。

「はあー。それはそれは、すごい人なんですねぇ、ララさんって」

　間延びのする声で、グレイスが言った。

　彼女は、はっきりしっかりタイプのマイアとは対象的に、のんびりおっとりタイプのようだ。声や喋り方を聞いていると、なんだかとても癒される。食後に子守歌でも歌われれば、即眠りに落ちてしまいそうだ。

　グレイスは弓が得意なオットの妹で、この居住区にもふたりで住んでいるらしい。

「そうなのよ。ララさんって本当にすごくって……あ……」

「どうしたの？　……ああっ！」

　マイアはある方向を見て唖然とし、グレイスは愕然とした。

　彼女たちの見た方向には、散らばった洗濯物。その量はすさまじく、これをよくひとりで洗ったなと、感心してしまう。

「ああああああ……やってしまった。やりなおしだわ」

　グレイスは肩を落とした。

「まあ、仕方ないじゃない。私の目も見えるようになったのだし、みんなでやれば日が落ちるまでには終わるでしょう」

「申し訳ありません。ヘンルーダ様」

　優しく微笑むヘンルーダに慰められ、グレイスは項垂れた。

　この居住区の女性たちは、本当に逞しく生きている。

　失敗してもお互いがカバーしあい、支え合って暮らしている姿は、私の目にとても美しく映った。

　だから、少しでもグリーランドコミュニティに貢献したいと思ったのである。

「あの、洗濯するなら、便利な道具、創造しましょうか？」

「便利な道具？　そんなものがあるの？」

　ヘンルーダは目を丸くし、グレイスは期待を込めた目でこちらを見る。

「はい、洗濯機と言うんですけど。試しにひとつ創ってみましょうか？」

　文明の利器、洗濯機。一九五〇年代、三種の神器として世の女性たちの仕事量を軽減した魔法の家電である。前世を思い出す前なら考えもつかなかったけど、今なら簡単に思いつく。

　不思議そうな表情をしているヘンルーダたちをその場に残し、家に戻り急いで宝石を何個か持って来る。それから、宝石のひとつを手に握り、いつものように創造を開始した。

　ヘンルーダたちは、目の前で繰り広げられる光のショーにくぎ付けになり、終わった瞬間、一斉にどよめいた。四角く白い鉄の箱。この世界にたったひとつの洗濯機の登場に、彼女たちはかなり驚いたようだ。

「これはですね、全自動ドラム式洗濯機といいます。乾燥まで出来る便利な家電で、節水性に優れ、おそらく硬水であろうグリーランドの水質にも合っていると思います。見たところお客様……あ、いえ、こちらの居住区では汚れ物の数が多く、これを女性ひとりで干すのは大変ですよね。そんな時、洗濯から乾燥まで全てお任せのこの洗濯機なら、ボタンひとつで簡単にふっくら仕上げてくれるのです！」

　前世のノリで商品説明をしてしまった私を、三人が呆然と見ている。

　しまった！　全自動やらドラム式やら説明されても、彼女たちには、なんのことだかわからない。要点だけを言えばよかったのに、染みついた販売員根性はなかなかにしぶとい。今世まで持ち越しになるなんて、よっぽどの天職だったのかもね。

　いや、それよりもまず、ヘンルーダたちにわかる説明をしなくては！　と改めて三人を見ると、彼女たちは洗濯機を撫でたり、ボタンを押したりしていた。

「この中に洗うものを入れるのね」

　洗濯機の中を覗き込み、ヘンルーダが言った。

「あ、はい！　そうです。ちなみに、ここを押すと扉が開きます。ほら！」

「ひゃあ！」

　音もなく開いた扉に驚き、グレイスが変な声をあげる。ヘンルーダとマイアは、実際に中のドラムに手を触れて、回転させたりしている。初めてのものに興味津々の様子だ。

「これに入れたら洗濯を全部してくれるの？　水も絞ってくれるの？　勝手に？　この箱が？　どうやって？　誰か入っているの!?」

　グレイスは怒涛のように質問すると、洗濯機の中に人がいないかを必死で探す。

　その気持ちはよくわかる。私だって、機械が自動でやってくれると知っていなければ、グレイスのように思ったはずだ。

「とにかく、一度使ってみましょう！　ええと、水はどこにありますか？」

「裏よ。小さい井戸があるわ。もう少し離れたところには小川もあるけど」

「洗濯は裏の井戸水を使っているんですか？　それはかなり大変ですよね」

「ええ、でも、もう慣れたし、ね」

　グレイスは当たり前のように言ったけど、井戸水を汲みつつ洗濯をするのはかなりの重労働だ。大量の洗濯物をゴシゴシ洗いながら、何回も井戸水を汲むなんて、筋力トレーニングを越えて罰ゲームである。

　これは、根本的に居住区改革が必要だと思う。

　だけど、とりあえずそれは今後の課題として、先に泥だらけになっている洗濯物を片付けてしまわなくては！

　水をここまで汲んで来るのは効率が悪いので、おままごと中のアメちゃんを呼んで、洗濯機の方を井戸の側に移動させる。それから、井戸水を汲み上げる給水ポンプも創造し、ホースを井戸に放り込む。

　マイアには、おままごとを見守るという大事な使命があるので、洗濯機の講習は、ヘンルーダとグレイスが受けることになった。

「使い方は簡単です。衣類を入れ、扉を閉め、給水ポンプの栓を捻る。こちらに洗剤を入れて、ボタンをポチっと押すだけ。あ、洗剤はこれ！　環境に優しく、よく汚れが落ちる強力なものを創造しておきました」

　はい、とグレイスに渡すと、見たこともない華やかなパッケージに目を白黒させている。

「洗濯が終わったら音が鳴るので、それで終了です。では、実際に使ってみましょう！　ええと電源を……あ!?」

　そうだ！　すっかり忘れていたけど、動力源が、ない。ここには「電気」がないのである。

　なんでこんな根本的なことを忘れていたのか。これでは、洗濯機はただの鉄の箱。なんの役にも立たない置物だ。

「ララさん？　どうしたの？」

「あ、あ、いや、あの、あはは」

　挙動不審になった私を、首を傾げてヘンルーダが覗き込む。

　恥ずかしい……居住区改革とか偉そうにほざいておきながら、使えない家電を出してしまうなんて。

「押せばいいの？　じゃあ押すわよ？」

　私の様子が変なのを案じてか、心配そうにグレイスが言った。

　押しても、なにも起こらない。洗濯機がうんともすんとも言わなかったら、きっとふたりはがっかりすると思う。その残念そうな顔を思い浮かべると、申し訳なさでいっぱいになった。

　俯く私の隣で、ヘンルーダがボタンを押す。

　すると……。

　動かないはずの給水ポンプが勢いよく水を吸い上げ、使えないはずの洗濯機が稼働を始めたのだ。

「は？　なんで？　電気ないのに？」

　呆然と呟く私とは逆に、ヘンルーダとグレイスは歓声をあげていた。すごいすごいと手を取り合って喜ぶ声を聞いて、マイアとサーシャ、守護獣たちもやって来た。

「まあ！　勝手に動いているわ！　意味がわからないけど、これが神の御業というものかしら！　ね？　グレイス！」

「そうに違いないわ！　こんなことが出来るのは、神以外にないもの。そうですわよね、ヘンルーダ様！」

「ええ！　まさに！　このグリーランドに神が舞い降りたのよ」

　マイア、グレイス、ヘンルーダは順番に言うと、こちらに最上級の笑顔を向けた。

　しかし、最上級の笑顔を向けられた本人は、最上級の困り顔である。

　動力（電気）なしで動く家電という怪奇現象に素直に喜べない自分がいる。結果的にはよかったのだけど、原因がわからないと気持ち悪い。この力がチートなのは知っているけど、まさか動力なしで使える家電が創れるなんて。

　そう思っていると、背後からバサッと音がして、肩になにかが乗った。

「ララ様。なにかご不明なことがおありの様子」

「ムーン？　あ、うん。そうなの。この洗濯機の動力がわからなくて……なんて言ってもあなたにもわからないよね」

「わかりますよ」

「はあ!?　え、創った本人にわからないのに、どうしてムーンが知っているのよ」

　するとムーンは、事も無げに言ったのだ。

「お忘れですか？　私を創る時に、全知をお与えになったでしょう？　それにより、あらゆる事を見通す力を頂きました」

「……全知？　そうだったかなあ？」

　悪いけどよく覚えていない。あの時は、逃げ出すことに必死で、とにかく優秀で強い守護獣を創ろうと考えていた。

　その中で、ひょっとしたら全知を入れたかもしれないけど。

「お答えしますか？　それとも無用でしょうか？」

「教えて下さい」

　私は即答した。全知云々の件よりも、今は動力の方が気になるからだ。

「それでは……この創造物の基の宝石、そちらに動力があると思われます」

「宝石に？」

「はい。その宝石の名は金剛石。世界で一番硬く、また希少で貴重なものと言われております。大地の大いなる力を秘めた宝石の中でも最強の力を持つ宝石を基にしたので、創造物にも自然に動力が宿ったのでしょう」

「へえ、そうだったのね。これ……ダイヤモンドだったんだ」

　無造作にポケットに詰め込んだ宝石を取り出してみた。金剛石はダイヤモンドの別名。現代においても一番硬く、一番お高い宝石である。光の加減で虹色に見える宝石の原石は、加工もしていないのにキラキラと美しく煌めいていた。グリーランドの鉱山で沸くように採れるから、希少とは思えなかったけど、美しさが超一級なのは納得である。

　とにかく、金剛石を基にするとパワーアップするということがわかった。洗濯機も給水ポンプも問題なく稼働し、居住区の女性の仕事は少しだけ楽になったと思う。

　だが、しかし。

　私の胸の内には沸々と湧き上がる思いがあった。

　そう！　グリーランド居住区改革である。

　この山賊らしからぬ優しい人たちの住処を、もっと暮らしやすくしてあげたい。金剛石は元々彼らの鉱山の宝石。私にくれると言ったけど、彼らも宝石の恩恵に預かる権利がある。各家の壁は剝がれて、扉からはすきま風が吹く。生活に必要な水は近くになく、家事をする竈かまども使いにくそうだ。

　本当にこの居住区は、どこかから落ち延びて来た人が、仮設で造ったような雑さなのだ。

「ヘンルーダさん！　私、みなさんに提案があります！」

「え？　提案？」

　洗濯機が回るのをずっと見ていたヘンルーダは、突然叫んだ私に驚き振り向いた。

「グリーランド居住区改革です！　もっと住みやすく、快適な生活、目指しましょう！」




　夕方、ディオたちが帰って来ると、私は話を切り出した。広場に来てもらい、創造した洗濯機を見せながら、快適な生活の素晴らしさを力説すると、ウーノやオットたちはすごくやる気になってくれた。

　しかし、お頭であるディオは少し渋い顔をしたのだ。

「確かに今のままでは暮らしにくいけど、あまり派手に変えていくのもどうかと思う」

「どうしてですか？　誰だって便利な方がいいでしょう？」

「そういう問題じゃない……ええとね、俺たちは山賊だ。目立ってはいけないんだよ」

「ディオの言い分はわかりますけど、ここの生活をちょっと便利にするくらいで目立ったりしないと思いますよ」

　この居住区は山脈の中腹で、歩いてくる人なんていない。私のようにドラゴンに乗ってくる人がいない限り見つかることはないと思う。ド派手に観覧車とかを創ったりしなければ、ここに人が住んでいるなんて気付かない。

　でも、ディオは首を縦に振らなかった。

「もうこの話は終わりだ。さあ、夕食の準備に取り掛かろう」

　ディオの一言で、広場に集まったみんなは散会した。マイアもグレイスも夕食の準備で忙しくなり、サーシャもウーノに連れられて家に帰った。

　広場に残ったのは、私とヘンルーダ。ヘンルーダは落ち込む私に声をかけた。

「あの子は、とても心配症なの。みんなを危険に晒すことを一番危惧しているのよ」

「迷惑な提案だったのでしょうか？　私、みなさんの生活が楽になればいいなと思っただけなんです。でもそれは、危険を招くことになるんですね」

「どうかしら。私には先のことが見えないからなんとも言えないけれど……でも、あなたたちがもっとお互いを知ることが出来たら、流れが変わるかもしれないわね」

「ディオを、知る……？」

　ヘンルーダは静かに微笑んで広場をあとにした。

　どういう意味なんだろう。

　ディオを知るって、お話でもすればいいのかな？　でも、聞く耳を持たないディオと話をしても、結果は変わらないと思う。他の誰が賛成しても、お頭であるディオが反対するなら、改革は絶対無理なのだ。そうとはわかっていても、私の耳にヘンルーダの言葉がこびりついて離れない。本当に深く知ったら流れが変わるのだろうか？　半信半疑のまま、私もヘンルーダのあとを追った。

　夕飯は、狩りで捕まえた鹿の肉と、ほんの少しの山菜だった。ディオの料理の腕前は超一級で、口にした肉には臭みが一切なく、食べやすくて柔らかい。本当にヘンルーダの血縁なのだろうかと疑ってしまうほど美味しかった。

　夕飯の片付けを手伝い、私は案内された部屋で、しばし寛いだ。

　部屋といっても元々が狭い家なので、広さは二畳ほどしかない。それでもひとりなら十分寛ぐことが出来た。

　キャンプ道具の簡易ベッドを組み立てて、体を横たえ足を伸ばすと、今日一日の出来事を振り返る。

　グリーランドに着いて早々山賊に出会い、なぜか客人扱いされ、鉱山で金剛石を見付けて、崩落を止めた。

　ヘンルーダの暗黒物質で胃を破壊されかけ、彼女に眼鏡を創り、給水ポンプと洗濯機も創った。たった一日で、いろんなことがあって、いろんな人と出会った。グリーランド居住区改革は出来ないかもしれないけど、私、よく頑張ったじゃない。

　ひとり納得すると、瞼を閉じる。

　一分、二分、三分と時が経ち、ふと瞼を開ける。体は疲れているはずなのに、なぜか眠れない。どうしてだろうと考えて、浮かんできたのはディオの顔だった。

「もっと深くディオを知ってくれたら」というヘンルーダの言葉が脳裏を過よぎる。

　その時、部屋の外を誰かが通った気配がした。この部屋の真裏は確か緩い崖。登れば周囲が一望出来るとヘンルーダが言っていた。

　行ってみようか。こんな時間に行っても暗いだけでなにも見えない。だけど……なぜか……。

　心が急いて落ち着かない。

　こっそりと部屋を出ると、居間には誰もいなかった。ヘンルーダは自室にいるようで中から人の気配がした。

　私は家から出て、緩い崖を目指し暗い小道を進む。やがて、崖が見えてくると滑らないように慎重に登っていった。

　崖を登り切った場所には、大きな月が出ていた。王都のカレリアス邸の窓から見る月とは全く違う巨大な姿に、一瞬息を呑み立ち竦すくむ。

「ララ？　こんな時間にどうした？」

　声がする方を見ると、そこにはディオがいた。彼は大岩に座り、じっと私を見つめている。

「ディオこそ。眠れないんですか？」

「俺はここでぼんやり月を見るのが好きなんだ」

「へ、へえー。奇遇ですね。私もです」

　という嘘を吐き、ごまかしておく。

　ディオがいるかもと思って来たなんて、ストーカーみたいだもんね。

「ふうん。まあ、こっちに座りなよ。もっと綺麗に見えるから」

「あ、はい、どうも」

　好意に甘えて、ディオの隣の岩に腰掛ける。

　それから暫くふたりでぼんやり月を眺めた。天空に近いからなのか、澄んだ夜空に浮かぶ月は鮮やかな金色に輝いていた。月光は魔力を持っている。確かこの世界ではそう言われていた。悠久のファルナシオンの世界では月の満ち欠け、月蝕など、月に関するキーワードがよく出て来る。一番印象的なのは冒頭の言葉、それは……。

「月は魔力を持っている。満ちる時は与え、欠ける時は奪う。そして、その姿を完全に隠す時、悪魔が本性を現す」

「えっ!?」

　今まさに、思い出していたことを言われ、ビクッと体が震えた。今の言葉はディオが？

　隣を見ると、月の光を受けた彼が、神妙な面持ちでこちらを見ていた。その姿はどこか人とは違う神聖さを秘めていて、思わず息をするのを忘れてしまった。

「古い伝承だよ。月はファルナシオンの象徴みたいなものだからね」

「あ……そ、そうですか」

　物語の冒頭の言葉を、どうしてディオが知っているのか、とびっくりしたけど、伝承なら納得である。今世の私は聞いたことがなかったけど、民の間ではみんなが知っていることなのだろう。でも、突然この伝承を口に出したのはどうしてか？　会話に困り、月にちなんだ話題を出したのかな？　考えてもわからないので、私は黙って月に視線を移した。

　すると、またディオが口を開いた。

「居住区改革の提案……気持ちはすごく嬉しいよ」

「でも、反対なんですよね」

「心配なんだ。俺はみんなを危険に晒したくない。だから、どんな些細な変化にも気を配り、もっとも安全と思う道を選びたいんだ」

「代表者なら当然です。私の提案は忘れて下さい。ただの自己満足だったみたいなので」

　そう言うと、ディオは首を傾げた。

「自己満足って、なに？」

「あの……私、わけあって最近まで外に出たことがなかったんです。あまり人とも接していませんでした。だから、魔法で誰かを助けて、笑顔になってくれるのが嬉しくて……もっともっと、笑ってもらいたいって思ってしまって。だから、みんなのため、と言いつつ、実は自分のためだったと気付いたんです。まあ、気付いたのは今なんですけど……」

　カレリアス家の自室で、言われるままに創造していた日々。誰がなんのために使うのかわからないものを創っていた頃に比べて、グリーランドでの創造魔法は楽しかった。喜ぶヘンルーダの顔、驚くマイラやグレイスの顔。目の前に誰かがいて、反応してくれることに、いつの間にか有頂天になっていたのかもしれない。

「君……家に閉じ込められていたのか？」

　ディオは私の肩をぐっと掴み、目を見開いた。いや、聞いて欲しかったのはそっちじゃなく、自己満足の方なのですが？と、内心でツッコミながら、一応答えを返す。

「ええ。まあ……あまり思い出したくなかったんですけど……」

　元々、この話をするつもりはなかった。でも、月の魔力かどうなのか、自然と言葉にしてしまったのである。

　ディオは私の返答を聞いて、突然頭を抱えた。

　どうしたのだろう、境遇に同情して？　可哀想な子だと思った？

　どちらにしても、ディオがとても優しい人だとわかって少し嬉しくなった。

　なにもかも見透かしたようで、得体の知れない感じがあったけど、居住区の人の安全を一番に考え、私の境遇まで一緒に悲しんでくれるなんて……ちょっと、心がときめいてしまう。

「ディオ、ありがとう。でも、もう私、自由になったので……」

「待って！」

「は？　あの？　え？」

　頭を抱えていたディオは、不意に顔を上げた。瞬きもせず月を見上げる姿は、常人には見えないなにかを見ているようだった。

「ディオ？」

　心配して覗き込むと、彼はゆっくりこちらを向いた。

　そして、信じられないことを言ったのだ。

「グリーランド居住区改革をしよう」

「……ん？」

「改革はいい案だよ。ララの魔法で、みんなの苦労が減るなら、これに越したことはない。うん。山に引き籠っているのも、この辺りが潮時かな」

　私は、言葉を失った。数分である。たった数分の間に言い分を百八十度変えるなんて、一体どういうことだろう？

　ひょっとして二重人格ですか!?　それとも、この数分の間に明るい未来を予知したとでも言うの!?

　いや、そんな馬鹿なことあり得ないか。「なにもかも見透かしてそう」なディオでも、魔法までは使えない、はず。

「でも、目立つことはよくないのでしょう？　さっきあんなに反対していたじゃないですか」

「潮目が変わった」

「潮目？」

「ああ。まあ、あまり詮索しないでくれ。俺は気まぐれでね。コロコロ考えを変えることがある」

　ディオはいつものように飄々と言った。

　少し、気まぐれがすぎるのではないですか？　訝しむ私の視線を恥ずかしそうに避けるディオ。

　一応彼もばつが悪いとは思っているようだ。心配症で気まぐれで、掴みどころのない謎の美青年ディオは、今度は真剣な表情で私に向き直った。

「自己満足でもいい。君もみんなも長い間我慢したんだ。今度は全員で楽しい生活をしよう！　今まで辛かった分、幸せにならないとおかしいよ」

「そんなこと言っていいんですか？　私、結構めちゃくちゃに改革しますよ？　見たこともないものとか、よくわからないものまでこのグリーランドに溢れますけど、後悔しませんね？」

　やるなら徹底的にやろうと思っている。

　壊れかけのあばら家を新築にして、竈をＩＨクッキングヒーターにするつもりだ。お風呂がないのが不満だったので、温泉が湧けば温泉施設を、湧かなければ銭湯を創ってもいい。安全安心な飲み水を確保するのも大切だ。

　想像力は無限。やる気も無限。

　ララ・レダー・カレリアス、旅商人から居住区改革アドバイザーとして、グリーランドに骨を埋めてもいい、とまで考えている。

「後悔なんてしないさ。好きにやってくれ。では、よろしくララ。今この時から、君は客人じゃなく、俺たちの仲間。いいかい？」

「望むところです！」

　金色に輝く満月の下、私とディオは固く握手を交わす。

　王都から遠く離れたこの地で、私は漸く、自分らしく生きられる場所を見付けたのかもしれない。










第三章　居住区改革




　一夜明け、全員を広場に集めたディオは、昨夜の私との話を伝えた。

　たった一晩で考えを変えたお頭に、みんなは全く顔色を変えない。「俺は気まぐれなんだ」と言っていたから、普段から必要に応じて方針を変えていたのかも。普通ならそんなリーダーについて行くのはためらうけれど、ディオという男への絶対の信頼がそれを補うのだろう。

　その信頼がどこから来るのかはわからないけど、彼の不思議な言動や、飄々とした態度、一般人にはないオーラには惹き付けられる。山賊のくせに気品ある身のこなし、美しいオッドアイ、夜より濃い黒髪。全てのパーツが神の創作物のように素晴らしいのだ。

「ララ。では、説明を」

「は？　あ、ええ。わかりました」

　私がディオを賛美している間に、話はどんどん進行していた。広場に集まった全員が、こちらに視線を送り、期待を込めた瞳で見ている。

　そんな中、私は居住区改革案を語った。

「ええと、まず快適な生活に不可欠なもの、衣食住の住から始めたいと思います。みなさん、住居をご覧ください」

　と言うと、全員が各々の家屋を見る。そして、私は続けて言った。

「住居というものは、最初は綺麗でも経年劣化で朽ちていくものです。土壁は剥がれ扉は軋み雨漏りがする。見たところかなり悲惨……いや、劣化が激しいようなので、まるっと新築にしてしまいましょう」

「建て直すのかい？」

　手を挙げてオットが言った。

「はい。簡単に家が建てられる便利なセットがありますので、それを使います。そこで、下準備として、土地を整地し直し地盤を水平にしたいと思っています。今、家が建っている土地はデコボコですから」

「整地か。最初に来た時、あまりの硬さに諦めたのだったな」

　腕を組み、しみじみと語ったのはウーノである。山の中腹の土地だから、ここは相当に地面が固い。

　ウーノのように力のある男でも、諦めてしまうのは納得である。

「ウーノさん、問題はありません。固い土もきちんと掘れる道具を出しますのでそれを使って下さい。ではまずそこまでしてしまいましょう。一時的に家が無くなってしまいますが、キャンプセットを用意しますのでご心配なく！」

　ざっくりと説明すると、ディオは組分けを開始した。

　今ある住居を解体する組、整地をする組、キャンプの準備をする組、おおまかに三つに分けると、全員が作業を開始した。

　ディオとオット率いる解体部隊は、旧住宅を勢いよく壊してゆく。何年も慣れ親しんだ家に思い入れもあるだろうに、私を信じて作業をしてくれる彼らの気持ちに報いなければいけない。

　私は宝石を用意し、整地に必要な機械、道具、キャンプセットを創造した。

　朝から始めて旧住宅の撤去が終わったのがお昼過ぎ、そのあとすぐ整地組が作業を始めた。

「これで固い土が掘れるのか？」

「はい、ウーノさん。これは耕運機というもので、土を耕してくれます。力はほとんど使いませんから楽ですよ。使い方もすごく簡単です。では、一度使ってみますね」

　勤めていたホームセンターにあった最新型の耕運機、小型でもよく動き振動が少ないので疲れない。そんな理由で耕運機部門では売れ筋ナンバーワンだった商品である。

　ウーノたちの前で使ってみると、彼らは「おおっ」と驚愕し、我先にと群がって来た。現代でもこの世界でも、男子・男性というのは機械が好きなのだろうか？　これでロボットでも創ろうものなら、誰が乗るかで絶対揉めるだろうな。

　耕運機と整地をウーノたちに任せ、今度はキャンプ組に合流する。キャンプ組はヘンルーダを筆頭に女性たちが、テント建てに悪戦苦闘していた。

「ああん、もう！　これ、どこの紐!?　難解すぎて全然わからないわー」

「鉄の杭？　これでなにを刺すのかしら」

「ちょっと、こらっ。サーシャ！　その布返しなさい！」

　そこには阿鼻叫喚の地獄絵図が広がっていた。グレイスは紐を片手にオロオロし、ヘンルーダはテントを固定するペグを持ち振りかざしたりしている。マイアはテントでお化けごっこをするサーシャを追いかけ、へとへとだ。

　うーん……やっぱりこうなったか。まず、サーシャのお守りを呼び出してから説明だわね。

　私が守護獣たちを呼び出すと、気付いたサーシャがテントを放り出し駆け寄って来た。

「わあーい、みんな、あそぼー」

　アメちゃんの手を引き、スピネの頭を撫で、ムーンを肩に乗せたサーシャの楽しげな声が響く。

　ひとりと三匹はわちゃわちゃと言いながら、洗濯機の近くで追いかけっこを始めた。

「はあ……やっと取り返したわ……」

　疲れた顔のマイアは、しゃがみこんでふうと息を吐いた。

「サーシャは今日も元気ですね！　それじゃあ、キャンプセットの使い方を教えましょうか」

「ああ、助かるわ、見たこともないものだから、さっぱりなの。ねえ、ヘンルーダ様？」

「ええ。なにかに刺すのはわかるのだけど、なにに刺したらいいのか」

　ヘンルーダは、よっぽどペグが気になるのか、持ったまま離さない。

　そんなに刺したいなら、あとで死ぬほど使わせてあげよう、と優しい私は考えた。

　キャンプテントは、グリーランドへ来る道中にも使っていた。ただそれは少人数用。今から建てるのは大人数が寛げる大きいものである。大きくて最新のキャンプセットは超優秀で、非力な女性数人でも難なく設置出来るのだ。

　ペグを打ちたくてたまらないヘンルーダに、地面に数か所ペグを設置してもらうと、グレイスにロープの通し方を教える。マイアにテント本体を支えてもらって、中心のポールを建てて形を整えると、あっという間にテントは完成した。

「まあ、すごい！　この中、風が全然入って来ないわ！」

　いち早く入り込んだヘンルーダが叫ぶ。

　するとマイアとグレイスも続いて入り、その快適さに歓声をあげた。

「こんなに簡単に出来るのに、前の家より快適なんてどういうこと？」

「ちゃんと間仕切りもあるじゃない！　これなら人に気兼ねせず過ごせそう！」

「ふふっ。これで居眠り出来るわねえ？　グレイス？」

「なっ、ば、ばらさないでよ……」

　マイアとグレイスが楽しそうに会話しているのを、後ろでヘンルーダが優しい表情で見ている。

　三人は一仕事終えたようにまったりとしているけど、本番はこれからである。

　テントを建てただけじゃ、準備は終わらない。今からここに、仮設キッチンを設置し食事が出来るようにしなくてはならないのだ。なにせ、旧住宅はもう跡形もない。もちろん竈も、である。

「はい、みなさん、次はこれ。焚き火台を三台用意しましたから、これに薪をくべて火を起こして下さいね。じゃないと昼ご飯無しですよ？」

　そう言うと、寛いでいた三人は驚いた顔をした。やっぱり、終わったと思っていたらしい……。

「そうよね、竈もないのだから……うん、頑張ります」

　マイアが言うと、グレイスも立ち上がる。テントに心残りがあるようだったけど、「昼ご飯無し」と聞いてやる気を出したようだ。

「新しい焚き火台なら、私も料理が作れるかしら……」

「止めて下さい」

　怖いことを言いかけたヘンルーダを全員が止めた。

「あら、容赦ないわね。わかったわよ、私、お湯でも沸かしているから」

　ツーンと口を尖らせて拗ねたヘンルーダを横目に見ながら、私とマイア、グレイスは大きく安堵の息を吐いた。

　それから、解体を終わらせたディオたちがキャンプに合流し、みんなで昼ご飯の準備を始める。

　今日は解体作業で狩りに行く時間が取れず、肉が足りないというので川釣りを提案してみた。小さな川が少し離れたところにある、という話は昨日グレイスから聞いていた。いくら小さくても魚くらいいるだろうと思ったのだ。

　ディオとオット、そして私は、昼ご飯の魚を調達すべく川へ向かった。川はキャンプから山の上部へと入り、高い木々の生い茂る森を抜けた場所に滔とう々とうと流れていた。川幅は狭いけれど川底は深く、流れも比較的緩やかである。これは、絶対魚がいる、と私の心は躍った。

「ララさん、この川の魚は動きが早い。みんな何度も釣り上げようとしたけど無理だった」

　恥ずかしそうにオットが言った。

「では、この川の魚は一度も食べていないのですか？」

「いや、罠を仕掛けて何度か……でも手間がかかるわりに、量が少ないからね」

「なるほど。効率が悪い、ということですね」

　常時二十人の食料を確保するのは大変だし、時間もかかる。のんびり釣りをしていると全員の食料を確保出来ない。

　しかし、私には道中創造した、必殺「入れ食いルアー」と「高級な釣り竿」がある。これを使えば、おそらくこの川の手ごわい魚もごっそり釣れるはずだ。

「ディオ、オット、これを使ってみて下さい」

　徐おもむろにリュックからルアーを取り出すとふたりに見せた。オットは食い入るように眺め、ディオは物珍しそうにしげしげと見た。伸縮性のある釣り竿に、色鮮やかな小魚の形のルアーはふたりの興味を引いたようだ。

「エサは？」

「要りません」

　ディオの質問に即答する。

「要らない!?　本当ですか？　ミミズとか虫は付けないのですか？」

「付けません」

　オットの大声の疑問にも即答で返した。

「竿にこのルアー……魚を付けて、いつものように釣ってみて下さい。あ、もうひとつディオの分も創造しますね。ルアーは何色がいいですか？」

「ありがとう。ルアーは……好きな色でいいのかな？」

「はい。いいですよ。何色にしますか？」

「青と銀色がいい」

　いい笑顔でディオが断言する。まるで、それ以外はあり得ないと言った風だ。

「青と銀……なかなか渋いですね」

「うん、俺の好きな色なんだよね」

　すると、私とディオの会話を静かに聞いていたオットが、とんでもないことを言い始めた。

「青と銀って、なんとなくララさんを想起しますよね」

「は？」

　な、なにをいきなり。突然変なことを言い出さないで欲しい。

　確かに私の眼は青いし、髪の色は銀色。だからといって、そこで私を連想するなんておかしいでしょ？

　だいたいディオだって、そんなこと考えて好きな色を答えていないと思う。

「そうだね。ララの髪も目も、とても素敵だと思うよ。俺にとってこの二色は、なんていうか……希望の色なんだ」

「希望……あっ、なるほど。そういうことか」

　ディオの言葉を聞いて、オットは納得したように頷いた。

　なるほど？　そういうことか？

　勝手に納得しているけど、こっちはさっぱりわからない。銀と青が希望の色？　言っていることが謎な上に、前半さらっと褒めるところなんか、こなれすぎていて悔しい限り。でも、悪い気はしない、うん。

「じ、じゃあ、青と銀でルアーを創りますね」

「頼むよ」

　爽やかに言ったディオの目の前で、お望みのルアーを創造する。物珍しいのかどうなのか、ディオは息がかかるくらいの距離で私の魔法を見つめた。いまだかつて、こんな至近距離で見られたことはないので、私の手はこれ以上ないくらい震えた。そして……。

　集中を乱したあまり、造形に失敗したのである。

「……あ、あっ！」

　叫ぶ私の手の中には、不細工な形のルアー。シュッとしたフォルムの小魚ではなく、まん丸のフグのような漫画チックな造形になってしまっていた。

　どうしてこんなものを創造してしまったのか、混乱とは恐ろしいものである。

「すみません、創り直しますねっ！」

「なんで？　可愛いよ、これ」

　ディオはルアーを目の前に掲げると、ゆらゆらと振った。

　可愛い、だと？　確かに愛嬌はある。でも、やっぱり不細工だ。

「え？　そうですか？　すごく不細工ですし、これに魚が食いつくかどうか……」

「やってみないとわからないだろ？」

「ええ、まあ」

　どうやらディオは、フグルアーを作り直す気はないらしい。それならそれでいいか。元々ディオが近くで見ていたせいで、こうなったのだし、ね。

「わかりました。ではディオはそれを竿に付けて釣って下さい」

「ああ、任せて。大物を釣るよ」

　ディオとオットがいい釣り場を探し出したのを見て、私は一度整地組を見に行くことにした。

　旧住宅が無くなった更地は、思ったより広かった。その更地を耕運機でウーノが耕し、柔らかくなった土地を水平にするべく、ライルやサイクスが土を足している。

　これが終わったら、土を固めて土台は完成。すぐに家屋の建築に着手出来るだろう。

「あ、ララさん。もうすぐ終わるよ」

　私に気付いたウーノが言った。

「お疲れ様です。耕運機の調子はどうです？」

「とてもいいよ。こんなに簡単に耕せてしまえるなんて驚きだね。実は最近腰痛が酷くなっていたんだが、屈まなくていいから全く痛まないよ」

「えっ！　腰が悪かったのですか!?　じゃあ、他の人にやってもらえばよかったのに……」

「いやだよ」

　ウーノは子供みたいに拒否した。それはまるで、おもちゃを手放したくないやんちゃ坊主のようである。

　ああ、予想はしていたけど、耕運機を誰が使うかで揉めたに違いない。全員が使いたいと言ったけれど、ウーノが強権を発動し強引に……。こんなことなら、もう一台創ってもよかったな。

　呆れて見つめる私の前で、ウーノは満足げに笑った。

　そろそろ、お昼ご飯だと整地組に伝えると、私はまたキャンプ組のところに移動した。

　すると、焚き火台には赤々と火が焚かれ、肉の焦げる香ばしい匂いがしていた。さすがこの居住区の食事を切り盛りしていた（ヘンルーダ以外）女性たち。一から十まで説明しなくても、キッチン周りのもののことはなんとなく理解出来ていたようだ。

「どうですか？　使い方、完璧ですか？」

　網を乗せた焚き火台で肉を焼くマイアに尋ねた。

「あら、ララさん、お帰りなさい。その辺に置いてあるものとか、勝手に使ったけどよかったかしら？」

「もちろん！　わ、すごい。炭起こしも出来ていますね。アウトドア上級者じゃないですか！」

　キャンプで一番面倒くさい炭起こしを簡単にやってしまうとは。

　キャンプ経験と、キャンプ道具販売経験豊富な私も脱帽である。

「ん？　そう？　そうなの？　すごいの？」

「はいっ！　で、ヘンルーダさんはどちらに？」

「ああ、ヘンルーダ様はほら、中で肉を刺しているわ」

「肉を……刺している？」

　物騒な言葉を聞いて、急いでテント内を覗く。

　するとヘンルーダは黙々とバーベキュー串に肉を刺していた。

　さっきから、ペグを刺したり肉を刺したり……やたらと刺しているけれど、なにか気に入らないことでもあるのだろうか？　料理に関わると食材が悲惨なことになるので、裏方作業に回されたのがストレスに？

　ちょっと機嫌でも取ろうかと話しかけてみた。

「へ、ヘンルーダさん？　お疲れ様です」

「ん？　ララさん？　お帰りー」

　ヘンルーダは笑顔で言った。おや？　機嫌は悪くない。

「バーベキューを作ってくれていたのですね」

「バーベキュー……そう、これそういうものなのね。鉄串の使い方がわからなかったから、とりあえず刺してみようかなって思ったのよ」

　とりあえず、刺してみようかな……という気持ちはさっぱりわからないけど、奇跡的に使い方は合っているので、私はそのままテントを出て、またマイアに尋ねた。

「グレイスは……？」

「井戸に飲み水を汲みに行っているわ」

「あ、そうか。水……」

　言われて気付いたけど、新しく家を建てた時、各家で水が使えないのでは不便である。でも、川から水を引いてくるのは場所も離れているし、私の創造魔法では難しい。安全な飲み水を家庭で確保する手段……うーん。

　暫く考えて、はっと閃ひらめいた。

『浄水器付きウォーターサーバー』である。それを各家庭に設置し、井戸から水を汲んでサーバーに入れる。

　すると、綺麗な飲み水が各家庭でいつでも使えるというわけだ。

　最新型のものを何台か売ったことがあるし、創造も完璧。よし、それにしよう！

　そう決めて、視線を逸らすと、裏手の方からディオとオットが桶を抱えて歩いてくる姿が見える。

　何事かと思い近付くと、嬉しそうなディオが言った。

「ララ！　見てくれ！　こんなに魚が釣れたよ！」

「こ……これ、全部ですか？　大漁ですね！」

　桶の中はいろんな種類の川魚で溢れていた。ざっとみても三十匹以上はいて、とてもお昼だけでは食べきれない量である。案外不細工フグルアーは、この川の魚たちの好みだったのかもしれない。

「待って下さいね。すぐに生簀を用意します」

「そうだな。鮮度がいい方がうまいだろう。お願いしてもいいかな？」

「はい、お任せください」

　私は生簀をイメージした。

　日本料理屋とか寿司屋にあるようなものを思い出して、キャンプ場の隣に出す。それから水を汲んで、釣って来た魚を入れると、ひしめき合いながら勢いよく泳ぎ始めた。

「食料がこれほど潤ったのは初めてだよ」

　ポツリとディオが言った。

「えっ、そうなんですか？」

　驚いてみたものの、実はグリーランドの食料事情が悪いのは気付いていた。出してくれる食事は肉と少しの山菜。葉物野菜や根菜はなく、魚も卵もない。ずっとそれだけでは、栄養も偏るだろうなと思っていた。

「この土地は土のせいか、野菜の育ちが悪くてね。畑も造ってみたんだけど、すぐに枯れてしまうんだ」

「あっ、もしかして、私たちが最初に着いた場所……あれが畑ですか？」

「そう。酷いものだろ？」

　ディオは、皮肉っぽく微笑んだ。

　日の当たるところにだけ、申し訳程度に出来ていた葉物野菜。それも、緑が変色していたから、枯れかけていたのだと思う。居住区改革をするのなら、出来るだけ自給自足での生活を目指したい。

　野菜も何種類か作れた方がいいのだけど、畑で育たないのなら、はっきり言って絶望的だ。私が食料も創造出来ればいいのだけど、チートな創造魔法にも、出来ないことがある。何度か創造を試みたけれど、食料或いは、生命のあるもの（人間・動物）は成功しなかった。因みに、守護獣は「生命のあるもの」でなく、宝石の化身なので創造は可能なのである。

「なんとか出来ればいいんですけど……」

　呟きながら視線を彷徨さまよわせると、守護獣たちと遊んでいたサーシャが生簀に寄って来た。

「わわっ、おさかなしゃん、いっぱい！」

「ふふっ、すごいでしょ？」

「すごーい！　おみずのなかで、うれしそうねぇ。おさかなしゃん、おっきくなぁれ！」

　サーシャは生簀をポンポンと叩きながら笑った。

　成長を願うサーシャには申し訳ないけど、もうすぐ魚たちは食べられてしまう。これも、自然界の食物連鎖。

　仕方のないことなのだ……ん？　あれ、今サーシャなんて言った？

　とっても重要な気がしたので、頭の中で、彼女の言葉を繰り返してみた。

　おみずのなかで、うれしそう……おっきくなあれ。おみずのなかで、おっきくなあれ……。

　すると、突然あるアイデアが浮かんだ。

　それは「水耕栽培」である。

　畑で育たないなら、水で栽培すればいい。幸い天然水は豊富にあるし、道具は魔法で出せばいいのだから。

「ララ？　考えごとか？」

　黙ったままの私に、ディオが言う。

「は、はい。ちょっといいことを思い付いてしまって。昼ご飯が終わったら言いますね」

「なんで昼ご飯のあとなんだ？」

「だってほら！　せっかく釣った新鮮なお魚を早く食べたいじゃないですか！」

　そう言うと、「ああ、なるほど」とディオは頷いた。

　いいことの内容も気になるけど、自分が釣った魚の味も気になる、ディオはそんな表情を浮かべている。

　そうするうちに、マイアの大声が聞こえた。どうやら、お昼ご飯の支度が整ったらしい。

「行くか」

「はいっ」

　漂って来る香ばしい匂いにお腹を鳴らし、私とディオはキャンプテントへと向かった。




　釣った川魚を串に刺して焼き、みんなで食べると、すぐに絶賛の声があがった。贅沢品である塩は使わなかったのに、旨味があって、とんでもなく美味しかったのである。釣って来たディオもオットも、みんなの幸せそうな顔を見て、嬉しそうに微笑んでいる。そんなふたりを見て私もなんだか嬉しくなった。

　昼食をとってから、私はディオとウーノ、整地組と一緒に建設予定地に来た。土地は平らに整地され、きちんと固められて準備万端である。あらかじめ家の配置については相談済みで、前と同じようにお頭の家を中心にして放射線状に建てることにしていた。家の形状やその他の全てはこちらに一任されていたので、私は独断と偏見で、好みの家を建てることにした。

　ここは山。

　山と言えば、ログハウス。これは絶対譲れない。

　一から木を切り倒し、組んでいくのは相当時間がかかるけど、もっと時短で出来るものがある。

　それは『ログハウス制作キット』である。必要な材料は既に用意されていて、あとは組み立てるだけ、という便利な代物。前世でこれをホームセンターで扱っていることを知り、いつか山の土地を買って、建ててやると心に誓ったのである。

　その誓いは果たせなかったから、このグリーランドで果たしてやろうと、密かに考えていたのだ。

　制作キットなんて面倒臭いものよりも、ログハウスを丸ごと創造すればいいのでは？と、誰もが思うかもしれない。しかし、そんなものでは私の気持ちが収まらない。

　どうしても、一からログハウスを建てたい。時短の制作キットで我慢するのだから、いいでしょ？

　そんな思いを秘め、私はみんなの前で、ログハウス制作キットを創造した。

「これは一体どうやって作るのですか？」

　木が積み重なるキットを見て、ウーノが言った。

「ええと……あ、あった！　たぶんこれが説明書だと思うけど……」

　分厚い本を開いてみると、最初に丁寧な部品の説明、それから先に組み立てておくものが書いてあった。難しい用語などは使われてなく、私でも簡単に理解出来る。ただ、問題は、説明書が日本語だったことだ。これではディオやウーノが読むことは出来ない。つまり、私が逐一読んで説明しないと全く進まないのである。

「それ、何語ですか？　もしかして、ララさんはその変な文字が読めると？」

　ウーノが後ろから覗き込んで言う。懐かしき前世の母国語を、変な文字と言わないで。

　でも、知らない人からすれば、そう見えるのも仕方ないか。

「読めますよ」

「ほう！　ということは、これは神の言葉なのでしょうな」

「かみ!?」

　仰天する私の隣で今度はディオが言った。

「そうかもな。創造魔法という桁違いの力を持つのだから、神の言葉を解しても不思議はないね」

「いやこれは……」

　否定しようとしたけど、どう言って説明すればいいのかわからない。

　私は一旦言葉を呑み込むと、話を変えることにした。

「さ、さてと。じゃあ始めましょうか？　ディオも手伝ってくれますよね？」

「もちろん。ララの手足となって動くよ！」

　ディオが答えると、ウーノたちも腕まくりをして動き出した。

　私が説明書を読み、ディオが采配し、ウーノたちが組み立てる。最初はもたついていた彼らも、何回も同じ作業を繰り返すうちに、次第に慣れてきて動きがよくなった。重い木も難なく移動させ組み立てる。元々優秀なのか、ウーノたちは一度やればだいたい覚えてしまう。統率もとれていて、無駄がなく、早い。

　このままでは仕事が無くなる！と思った私は、積極的に木材を運ぼうと試みた。しかし、筋力のない私では説明書を持つので精一杯。危ないから離れていて、とディオにも心配され、仕方なくみんなに任せておいた。

　休みなく、無駄口も叩かず、黙々と手を動かすウーノたちの建築スピードは尋常じゃなかった。普通は一戸建てるのに何日もかかるのだけど、昼から始めて、夕方にはログハウスの外観が出来ていたのである。

　結局その日は休みなく働き、夜、日が落ちてようやく仕事を終えた。

　キャンプに戻ると、夕食の準備は既に出来ていて、ヘンルーダ特製のバーベキューや、お昼に食べきれなかった魚が、蒸し焼きに姿を変えて並んでいた。

「遅くまでご苦労様！　さあさ、座って召し上がれ！」

　ヘンルーダが満面の笑みで迎えてくれた。

「夕食、豪華ですねえ。ヘンルーダさんのバーベキューも美味しそうですし」

　暗黒物質製造機である彼女のバーベキューは、珍しく綺麗に焼き色が付いていて、おまけにいい匂いがする。ひょっとしたら、味を付けて焼いたのはマイアかグレイスで、ヘンルーダは串に刺しただけかもしれない。

　しかし、それは尋ねずにおく。せっかくヘンルーダが機嫌よく笑っているのに、水を差したくないからだ。

　どうも私はヘンルーダには笑顔でいて欲しいらしい。理由はたぶん、母親とヘンルーダを重ねているから、だと思う。

「うふふ。美味しそうでしょ？　ほら、一番働いた人が、食べ始めないとみんな食べられないじゃない」

「一番働いた人？　あ、ウーノですか？　オット？　それとも、ディオかな」

　山のように魚を釣って来たディオとオット。ログハウス造りに一番貢献しているウーノ。

　そのうちの誰かだと思い尋ねると、ヘンルーダは首を振った。

「あなたよ、ララさん」

「へ？　え、わ、私？」

　道具を出しているだけで、基本労働はしていない。自分では、しんどいことだけを人に任せている嫌な奴、だと思っているんだけど。な、なんで？

「あなたは今日、魔法でたくさん創造をしてくれたわね。そして、その使い方を説明し、各場所を事細かに見回り、常にグリーランドの改革に頭を働かせてくれた。私は、あなたが今日の一番だと思うのだけど。みんなはどう？」

　ヘンルーダの一声が、全員の目をくぎ付けにする。ディオとウーノが。そして、オットやマイアが次々に頷くと、連鎖するようにみんなが同調した。

「同意見のようね。ララさん、真ん中に来て、音頭をとって？」

「え、えっと、音頭、ってなんですか？」

　わけがわからないまま、ヘンルーダに手を引かれ真ん中に立つ。どうしたらいいのか迷っていると、そっとディオが隣に来て囁いた。

「今日の働きを労って、乾杯って言えばいいんだよ」

　働きを労う……って、お疲れ様です的な？　うん、それなら出来そう。

　ディオに頷いて返すと、渡されたジョッキを掲げる。中身は水のようだけど、ジョッキを持つとなんだかすごく雰囲気が出る。やっと山賊らしくなってきた！と私のテンションはみるみる上がった。

「えー、みなさん今日はお疲れ様でした！　慣れない道具にいろいろ困惑もあったと思いますが、みなさんの適応力の高さには脱帽です。明日からもこの調子で頑張って行きましょう！　それでは、乾杯！」

「乾杯！」

　全員が口々に言い、辺りは一気に騒がしくなった。バーベキューに群がる人、魚の蒸し焼きを頬張る人。みんな、楽しそうに食事に夢中になっている。私もマイアから魚の蒸し焼きとバーベキュー串を一本手渡され、近くのロッキングチェアに腰掛けた。

　ここにいると、王都でのことが全て夢のような気がしてくる。悲しかったことも、苦しかったことも、楽しさに上書きされていく。幸せって、こういう事をいうのだろうな。と、しみじみと噛み締めているとディオが隣のロッキングチェアに座った。

「ララ。お腹はいっぱいになったかい？」

「はい！」

　お腹も胸もいっぱいです、と付け加える。

「よかった。あ、そうだ、お昼前の話の続き、聞かせてもらえるかな？」

「あ……そうでしたね」

　忙しくて忘れていたけど、水耕栽培の件があったのだわ。

　ジョッキをテーブルに置き、聞く体制を整えたディオに、私は水耕栽培の話をした。土の肥えていないグリーランドでは水耕栽培が適していること。栽培する場所を選ばないことなど、考えの全てをディオに語った。

「水で野菜が育つなんて。そんな道具を出せるのか？」

「道具も肥料もなんとかなります。ですが、私の魔法ではタネとか苗は出せません。グリーランドにないのなら、どこかから調達する必要がありますね」

「タネや苗か……」

　ディオは難しい顔で考え込んだ。

　その理由は私にもわかる。

　ほぼ鎖国状態のグリーランドが、どこか他の町と交流があるとは思えない。それに、目立つことを恐れ、居住区改革にも乗り気じゃなかったディオが、自ら外に出てタネや苗を調達しようとは考えないはずだ。変化を嫌い、安全と思う道を選ぶ、彼はそう言ったのだから。

「森の中を探索しますか？　その方が安全ですし、なにか栽培出来るものがあるかもしれませんよ？」

「森は隅々まで探索済みだ。山菜くらいしかないのは知っている」

「そうですか……」

　万事休す、である。水耕栽培の案は無くなった。

　また、なにか他の策を考えなくては……。

「少し考えさせてくれ。この件については、明日もう一度話そう」

「あ、はい。もちろんです」

　ディオはこちらを真っ直ぐに見て言った。

　長年販売員として接客業をしていた経験から、お客様が購買に対して前向きかどうかの判別は得意だ。

　今、目の前にいるディオからは前向きな意志が感じられる。最初、居住区改革を提案した時より協力的で、なんとかしようという熱意が伝わった。

「ああ、サーシャが寝てしまったな」

　ディオが視線を送った先には、遊び疲れたサーシャが守護獣たちに囲まれて眠ってしまっている。

「テントの中に運んだ方がいいですね。山の夜は冷えますから」

「うん。名残惜しいが、そろそろお開きにしよう。久しぶりに楽しい一日が過ごせたよ。ありがとう、ララ」

「いえそんな。こちらこそ素敵な一日でした。大勢と食事するのなんて初めてで……あ、ディオ、そんな顔しないで下さい！」

　話の途中でディオの顔が曇ったのを、私は見逃さなかった。きっと、閉じ込められていたという話を思い出したのだ。

「ごめん。わかってはいるんだが、どうしても……」

「もう過去のことですから。私、全てを忘れて楽しく生きたいと思っているんです」

「全てを忘れて、楽しく、か。そう出来たらいいな」

　ディオは星空を見上げた。

　その横顔に、憂いが見えたのは気のせいか。

　昨日より少し欠けた月が照らす彼の瞳は、遠いなにかに囚われているように、哀しげに揺れていた。




　翌朝、朝食を済ませログハウスへ向かおうとした私を、サイクスが呼び止めた。

　聞くと、ディオが私に用事があるらしい。おそらく昨日の話だろうと向かってみると、ディオがいるテントの中に誰かの気配がする。

　ゆっくりと近付き覗くと、見たことのない人がいた。年は五十歳くらい、白髪が見事な貫禄たっぷりの男性である。

「ララ、急に呼び立てて悪い。紹介したい人がいるんだ」

　ディオは手招きしつつ私を呼び、自分の隣のロッキングチェアに促した。白髪の男性は、こちらの一挙手一投足を眺め、柔和な笑みを浮かべている。見た目は優しそうだけど怒ったら怖い、そんな感じの人かなと思った。

「ララ様、私はゼクスと言うものです。以後お見知りおきを」

「はい、よろしくお願いします」

「ゼクスは隣国ソラスに潜入している俺たちの仲間だ」

　ディオとゼクスは互いに顔を合わせると頷いた。

「ソラスに潜入!?　そ、そうなんですか！　私、グリーランドは鎖国状態なのかと思っていました」

「さこく？」

　不思議そうに首を傾げるディオ。そうか、鎖国なんて言葉この世界では使わないから、わからなかったのね。

「ええと、どこの国とも関わりを持たない引きこもりという意味です」

「くっ、くくく……確かに」

「ゼクス。笑うな」

　突然俯いて肩を揺らすゼクスを、ディオがぴしゃりと窘たしなめる。引きこもりが受けたのかな？　とにかくゼクスは冗談が通じるタイプだというのは理解した。

「なかなか、面白いお嬢さんだ。私は大変気に入りました」

「そうかい。で、お前の来訪の理由は、あの件だな」

「はい。星見の宮様が月蝕の日時を特定しましたぞ」

「……とうとう来たな」

　ふたりの会話の内容がわからず、私の頭は混乱した。

　これ、どう考えても、部外者に聞かれてはいけない内容じゃない？

　月蝕の日はファルナシオンの祝祭、私（聖女）が生贄にされる日。ソラスの星見の宮様とは、星の位置を読み、暦を作成する部署の最高責任者、閉じ込められていた私でさえ知っている超有名人だ。どちらにも高度に政治が絡んでいる。

　こんな山奥で鎖国状態の山賊たちが、興味を持つ話題ではない。途端に怖くなった私は、少し身を縮めてふたりの様子を窺った。

「それで、宮様がお会いしたいと言っておりますが」

「会うよ。もう隠れている場合ではないからな。ララ？」

「は？　は、はい!?」

　どうして私を呼ぶの？　こんな物騒な話の中に入れて欲しくない。私はただの旅商人、いや、居住区改革アドバイザー！　なんだか知らないけど巻き込まないで下さい。死にたくないんだからー！

　心の中で絶叫した私に、ディオは言った。

「ソラスにタネと苗を探しに行こう」

「……は？」

「水耕栽培の話だけど。タネと苗があれば出来るんだったよな？」

「はあ。出来ます、けど」

　あれ？　おかしいな。今、水耕栽培の話をしていた？　もっと物騒な話をしていたような気が……。

「ララ大丈夫？　なにか問題でもあったか？」

「あ、ええ。大丈夫です。問題はありません。でも、あの……」

　今その話、していましたか？　そう尋ねかけて止めた。わざわざ自分から話を蒸し返す必要はない。君子危うきに近寄らず。ディオとゼクスの話がなんであれ、知りません、聞いていませんという態度が正解だと思う。

「どうした？」

「いいえ、なんでもありません」

「では、午後から行くから、支度をしておいてくれ」

「午後から!?　は、はい」

　展開が早い。水耕栽培が進むことは嬉しい限りだけど、頭の中でいろんな情報が混ざって、わけがわからなくなってくる。

「あと、鉱山の宝石を何個か貰いたいのだが」

「宝石？」

「宝石とタネや苗を交換したいと思っている、いいだろうか？」

　ディオは申し訳なさそうに言った。

　なんでそんなこと聞くのかな、グリーランドの鉱山なんだから、勝手に使えばいいのに。と思ったけど、そういえば、宝石の所有者は私だった。いろいろとパニックで頭もうまく働いていないらしい。

「いいですよ。宝石はグリーランドのために使おうと思っていますから」

「ありがとう。助かるよ」

「微笑ましいですな」

　私とディオを見て、目じりを下げたゼクスが言う。

　なにを見て「微笑ましい」と思ったのだろう。こんな普通の日常会話のどこに、そんな要素が？

「ディオ様もよい伴侶を得られまして、これからますます……おっと、口が滑りました。忘れてください」

「お前楽しんでいるな……まあいい。ソラスでの繋ぎと案内を頼むぞ」

「畏まりましてございます」

　優雅に一礼しゼクスはテントをあとにした。

「さて、ララも行っていいよ。準備をしておいてく……どうした？　そんなに目を大きくして」

　どうした？　ではない。

　今、とてもショッキングなことを聞いた気がしますが！

「ディオ、結婚するんですか!?」

　ああ、好奇心に勝てず聞いてしまった。だって、聞きたいじゃない！

　この鎖国グリーランドで、どうやって相手を探したのか？　ひょっとしたらこの居住区の人間か、それとも、以前からの許嫁とかがいたりして！

　前世でも今世でも、浮いた話のひとつもない可哀想な私は、その手の話に敏感なのである。

　そんな好奇心いっぱいの視線を、ディオは困ったように避けた。

「さっきのゼクスの話は忘れていいよ。本人も言っていただろ？」

「でも、気になります」

「なんで？」

「え？」

　そう言われると、困る。好奇心には違いないけれど、たとえばこれがディオ以外の人間だったら、こんなに気になるだろうか？　うーん、どうして私、ディオの恋の話が気になるのだろう……。

　黙りこくった私の前に、ディオがゆっくり歩いて来る。背を屈めて覗き込み、美しいオッドアイで見つめられると、顔面の温度が一気に上がった。

「未来は変わりやすいんだ。だから、何事もゆっくりと進めていかないと。焦ってはいけない」

「は、はあ……？」

　ディオの言うことはさっぱりわからない。ただひとつわかったのは、ディオが私の求める恋の話をする気がない、ということだ。

　嫌がる人から、無理やり話を聞く趣味はない。ディオが言いたくないなら、もう聞かずにおこう。

　残念だけど……本当に残念だけど！

　釈然としない思いを抱えてテントを出ると、ヘンルーダとゼクスが話しているところに出くわした。親しげなヘンルーダに対し、ゼクスはどこか畏まっている。年は同じくらいなのに、やはりお頭の母、いや先代頭の奥方だからか彼女に対する尊敬が見えた。山賊の世界も縦社会なんだなあと思っていると、ヘンルーダがこちらに気付いた。

「ララさん！　午後からソラスに行くのですってね」

「はい。必要なものを調達しに」

「そう、気を付けてね。ゼクス、ララさんを頼むわ。私の娘も同然なのだから危険な目に遭わせないでね」

「お任せを。ヘンルーダ様の目の光を取り戻してくれた方であり、我らの希望の星。命を懸けてお守り致します」

　ゼクスが私とヘンルーダを見て、恭しく頭を下げる。

　ヘンルーダは当たり前のように頷いているけど、私は恥ずかしくてたまらない。

　希望の星ってなに？　居住区改革アドバイザーがそんなに敬われていいの？　私なんて、命懸けて守るような価値ないですよ。

　と、言いたいことは山のようにあるけれど、今、私は相当忙しい。ログハウスの様子を見に行かなくてはならないし、宝石を補充しておかなくてはならない。更に水耕栽培をする場所を決めて……とにかく、やることは目白押しだ。

「ヘンルーダさん、ゼクスさん、すみませんが午前中に仕事を片付けてしまいたいので、これで失礼します」

「ああ、そうね。引き留めてごめんなさいね」

「ではララさん。後ほど」

　そうして、また話を始めたヘンルーダとゼクスを残し、私は鬼のようなスピードで仕事をこなしていった。




　ウーノたちに仕事を任せ、持ち物をチェックし、軽く昼食を済ませると、私とディオ、ゼクスはソラスに向けて出発した。

　ソラスは険しいグリーランド山脈を越えた先にある。

　ゼクスがこの山脈をどうやって越えて来たのか気になっていたけど、その謎はすぐに解けた。

　最初に到着した畑の場所、そこには居住区に抜ける道と、ソラスに抜ける秘密の道があったのだ。

　ファルナシオンから登って来る道もあるようだけど、そちらは岩で塞いだ、とディオが言っていた。

　だから、私のようにドラゴンで空を飛んで来るか、剛力で岩を退けるかじゃないとグリーランドには入れないらしいのだ。

　緩やかな下りの傾斜を、足を滑らせないように慎重に進む。

　すると、薄暗い森に出た。森は迷路のように入り組んでいたけど、実は木に目印があって、それを辿れば迷うことはないらしい。目印は当然、ゼクスやグリーランドの人たちにしかわからない。そうやって、山脈に至る道を隠しているのだそうだ。

「ほら、見えてきました。あれが、ソラスの首都です」

　ゼクスの指さす先には、大きな町が見えた。

　取り囲む長い土壁の中に、景観を意識したのだろう低い屋根の民家が並ぶ。その中で、一際目を引いたのが、天に向かって延びる高い建物。白い巨大な煙突のような建物は、ソラスの中心にどんと聳そびえ立っていた。

「あれ、なんですか」

　尋ねると、ゼクスが返答する。

「星見の塔ですよ」

「なるほど。さすが星を観測するだけあって高いですね」

「ええ。ソラスは星見の塔の宮様が、星を読んで暦を作り、それを各国に売って莫大な利益を得ているのです。宮様の作った暦によって作物の種まきの時期を決めたりしますから、影響力は計り知れません」

「へえー、それは大したものですね」

　馬鹿みたいに感心していると、後ろにいたディオが言った。

「ララの方がすごいよ」

「どこがですか？　私の影響力なんて爪の先ほどもありませんけど」

「おいおい。自己評価が低すぎないか？　あれほど神懸った創造を一瞬でやってのける人間は、きっとこの世に君だけだぞ？　君がソラスで洗濯機をひとつ創造すると戦争が起きるくらいにはな」

「はあ？　ちょっと意味がわからないのですが」

　ぽかんとしている私を見て、ディオは大きなため息を吐き、ゼクスがくくっと笑う。

　洗濯機を創造して戦争が起きる……なにそれ、風が吹けば桶屋が儲かる的な？　どちらにしろ、間接的すぎて理解が追い付かない。

「君の創造魔法を悪いことに使おうとする奴らが、君を狙って戦争を起こす。簡単に言うとそんなことさ」

「あ……それならわかります。ディオがぼやかして言うから混乱したんですよ！」

「え、俺のせい？」

　ディオは大袈裟に笑って見せた。

　何気ないかけ合いが、なんだか心を軽くする。ディオと一緒だと、素の自分でいられてとても楽なのだ。

　ただし、整った顔面で迫って来られたら……ドキドキするけど。

　意味のないことを言い合いながら、私とディオはソラスを目指して前進する。

　ソラスの首都に着くと、活気溢れる音と熱気が私たちを包んだ。

　両脇に並ぶ露店は奥まで続き、先が見えないくらいの人の波がうねっている。露店の後ろには、食堂や宿屋の看板も見え、大勢の人が出入りしていた。

　グリーランドの自然豊かな景色とは真逆の賑やかな彩色に目がチカチカする。

　眩しくて目を細めていると、ゼクスが声をかけてきた。

「人が多いでしょう？　はぐれないように付いて来て下さい。こちらですよ」

　激しい人の流れをゼクスはスイスイと抜けてゆく。そのあとを慌てて付いて行こうとするけれど、慣れない私ではうまく歩けない。どうしよう、と思っていると、前を行くディオが振り向いた。

「手を貸して」

「あ、はい。ごめんなさい、ディオ」

「謝らなくていいよ」

　優しく私の手を引くと、ディオは一歩踏み出した。

　すると、うまく歩けなかった人の波が、驚くくらいスムーズに進める。

　ディオは、右に左にと体を揺らし、器用に人にぶつからずに歩いていた。ここで暮らしているゼクスならまだしも、グリーランドで引きこもっていたディオがこんなに器用に歩くなんて。いや、ひょっとしたら、私がどんくさいだけなのかも、と思い直し少しだけへこんだ。

　大きなディオの背に守られながら進むと、やがてどこかの建物の中に入った。

　そこには丸テーブルがいくつもあり、多くの人が楽しそうに飲み食いしている。視線を彷徨わせると、奥のテーブル付近にいたゼクスを見付け、私とディオは急いでそこに向かった。

「ひとまずお疲れ様でした。ここにいれば一応は安心です」

「そうだな」

　私たちが席に着くと、鮮やかな衣装の女性が、ジョッキを三つと豆のようなものが入った皿を持って来た。ジョッキの中身は水のようだけど、仄ほのかにアルコール臭がする。あ、そうか、ここは酒場なんだ。

「私はソラスで酒場を経営しているのですよ。情報が集まりやすいのも、情報を漏らしやすいのも酒場ですからね」

　ゼクスは豆の皿をこちらに寄越しながら説明した。

　なるほどね。グリーランドが鎖国状態なのに、比較的物資があったのは、ゼクスがソラスから援助していたからだ。

　しかし、ひとつの疑問が解ければ更なる疑問も生まれる。

　酒場なら情報収集には持ってこいだけど、山賊がなんの情報を欲しているのか、それがわからない。グリーランドでふたりが話していた物騒な話に関係するのなら、下手に質問はしない方がいいか。

　私は無難に「そうですか」と返すと、豆を一粒、口に放り込んだ。ほんのり塩気があり、香ばしく、歯ごたえがある。

　なにこれ、すごく美味しい！　豆はいろんな種類を食べたことがあったけど、これは今までにない食感だ。

「お気に召されたかな」

「はい、めちゃくちゃ……あー、とても美味しいです」

「ははは。いいですよ、畏まらないで下さい。これはね、ソラスで栽培されている豆でピヨルと言います。味付けは簡単なもので、カラカラに炒って塩を振る、それだけです」

「えっ、それだけでこの味を!?」

　素材だけでこの美味しさだなんて……神か！　私の一存で豆を買い付け、栽培して堪能したい。

　そのレベルの旨さである。目の色を変えて豆を凝視していると、ディオが楽しそうに言った。

「気に入ったならピヨルも買って行こう。ちなみに豆は水耕栽培出来るのか？」

「正直、やってみないとわかりませんが、可能性は高いかと」

「なら、買いだな！　ゼクス、扱っている商人を教えてくれ。今からララと行って来るよ」

「はい、ただちに」

　ゼクスがパンパンと手を打つと、さっと女性がやって来る。女性は、ゼクスから指示を受けると即座に外に出て行き、数分後、紙切れを手にやって来た。

「こちらが、商人の名前です。場所もこの酒場からそう遠くはないようですよ。どうぞ」

「ああ、すまない」

　ゼクスから紙切れを受け取り、ディオは勢いよくジョッキをあおる。

　そして立ち上がると、私に手を差し出した。

「行こうか！」

「は、はい」

　差し出された手を取り立ち上がる。

　あれほどグリーランドの改革や、目立つことを嫌っていたディオが、とても生き生きとしている。その解放されたような姿を見て、私も嬉しくなり自然と笑みがこぼれた。




　酒場を出て、また私たちは人の波の中に身を投じた。

　夕暮れ近い大通りは、夕飯の買い出しをする女性たちが多くなり、ガラッと客層が変わっている。露店もそれに合わせて若干商品を変えているようだ。

　そういえば、ファルナシオンの町はどんな感じなのだろう。

　私は、ファルナシオンに住んでいたのに、町の中を知らない。世界は狭い自室だけで、窓からは森しか見えず、民の生活など知る由もなかった。カレリアス邸から逃げた時も、すぐに森に隠れたので町の様子はわからないまま。ソラスと同じくらい活気に溢れているのか、どんな商品が並んでいるのか、少しくらい覗いてから離れればよかったと少し後悔していた。

「よっ！　男前の兄ちゃん！　ちょっと覗いて行かないか？」

　突然の大声に、現実に引き戻された。

　反物を出していた商人がディオに声をかけたのだ。ディオはそれを軽くいなし、笑って通り過ぎる。

　すると、周りの女性たちが一斉に黄色い声をあげたのだ。

「きゃあ、本当に男前だわ！」

「どこの人かしら。誰か声をかけなさいよ」

「ちょっと、どいてよ、よく見えないわ！」

　大通りは一気に興奮のるつぼと化した。一際背が高く、細身で、ミステリアスなオッドアイの男性なんて、私でも「一目見せろ」と叫ぶかもしれない。ディオはあれよあれよという間に女性たちに取り囲まれ、私はぐいぐい外に押されて行く。繋いだ手も、もう離れる寸前……だと思った時、すごい力で引き戻され、なにかにギュッと包まれた。

「悪いけど、妻がいるんだ。どいてくれないか」

　頭上から声がした。ディオの声だというのはわかったけど、その内容がおかしい。

　妻って……女性たちから逃れようとする嘘だろうけど、一瞬ドキッとしてしまったわ。

「あらまあ、そうなの残念」

「羨ましいわ」

「もう！　つまらないわ！　でも、奥さんに飽きたら遊びましょうね」

　背後でたくさんの女性のため息や嫉妬、羨望の声が聞こえ、やがて止んだ。

　ざわざわとした喧騒が戻り、辺りはいつも通りの様相に戻ったようだ。が……ただひとり、元に戻れない人間がいた。もちろん私だ！

　天下の往来で男性と抱き合うなんて、恥ずかしくて顔を上げられないというのに、ディオは全く離す気配がない。せめてもの救いは、抱き締められていて周りが見えない、ということだけだ。

「ディオ……そろそろ離してもらえませんか」

「いや、ダメだ。念には念を入れて、もう少し……と言いたいところだが、店が閉まっては困る。残念だけど急ごうか」

　ディオはすっと私を離すと、また手を取って歩き出した。

　よかった、と思うと同時に、熱を持っていた体の前半分が冷えて行くのを、なんだかさみしいとも思ってしまう。

　考えてみると、誰かにぎゅっと抱き締められることなんてなかった。

　大切に、傷付けないように、優しく。

　ディオの腕の中は温かくて気持ちよくて……って、ちょっと待って！

　なに考えているの!?　私はタネと苗の買い付けに来たのであって、イチャイチャしに来たのではないっ！

　湧いてくる妄想をかき消そうとぶんっと頭を振る。

　すると、突然ディオが立ち止まり言った。

「たぶん、ここだな」

「つ、着きました？」

　努めて冷静に言いつつ見ると、そこには小さな露店があった。たくさん置かれた籐の籠の中には、なにかしらのタネが入っている。完売したのか、既に空になった籠もあった。

「いらっしゃい。なにかご入用ですか？」

　店主らしき男が言った。

「タネと苗をいくつか……ララ、なにがいいか見てもらえるか？」

「はい」

　と言って籠を覗き込んで見たけど、さっぱりわからない。野菜の専門家じゃあるまいし、一目見てなんのタネや苗かなんてわかるわけがないのだ。ここは、店主に聞きながら、なにがいいかを考えよう。

「これは、なんのタネですか？　たくさん残っているみたいですけど」

「ソラルムだよ。タネから育てるのは難しいから、みんな敬遠してね。余るんだよ」

「ソラルム？　それってどんなものですか？」

「おっと、知らなかったのかい。えーと……あ、これ、これだよ、はい」

　店主はなにやらごそごそと屈むと、あるものを手渡してきた。

　直径は約三センチ。コロンとした丸いフォルムに、情熱的な赤いボディ。それは、私がよく知っている美味しい野菜「トマト」。厳密に言うと「ミニトマト」だった。

　この世界にトマト、いやソラルムがあるとは幸運である。水耕栽培に適しているミニトマトなら、グリーランドでも育ちそうだ。

「店主さん、これ、頂きます」

「いいよ。苗はすぐ売れちまうんだけど、タネはさっぱりでね。どうしようかと思っていたところさ。格安で譲るよ」

「ありがとうございます！　あの、それから、葉物の苗はありますか？」

「ふーむ、葉物野菜ね……」

　店主は、一旦露店の裏側に行くと、小さな芽が出た土の塊を持って来た。

「こいつだったら、まだ裏にたくさんあるし、タネもある。ただね、少し苦くて人気がない。好きな人は好きなんだけどねえ」

「苦い？　不味いのではなくて？」

「不味くはない、苦いんだ。で、とても栄養がある！　良薬は口に苦しっていうだろ？　ケールっていうんだが」

「ケール!?」

　栄養満点のスーパー食材ケール!?

　前世で毎日スムージーにして飲んでいた、あのケール!?

　なんてこと！　この世界でケールに出会えるなんて、もう最高だわ。

「全部下さい」

「いや、まず、少しから始めてみた方がいいよ？　思っていた味と違ったらいけないし」

　店主は窘めるように言った。

　しかし、味も栄養価も知っている私にとって、その忠告は無意味である。確固たる決意を顔で表した私を見て、店主はひとつ頷いた。

「わかった。全部持っていきな」

「あ、ピヨルも下さい」

「ほう。あんた、かなり通だね。気に入った！　全部合わせて三十ルピでいいよ」

　三十ルピとは一体!?　貨幣価値と相場を知らない私は狼狽うろたえ、そして、ディオを見た。

　するとディオは胸ポケットに入れていた革袋を取り出し、金剛石をつまみ出した。

「店主、これと交換ではどうだろう。三十ルピ以上の価値のある宝石だ」

「へえー、こりゃまた、綺麗な宝石だ。だが、ワシは石の価値はわからんのでな。出来たら、金がいいのだが」

　店主は申し訳なさそうに言った。いや、申し訳ないのはこちらの方です。宝石と交換で大丈夫だよね！とディオと盛り上がったけれど、常識で考えていきなり石を出して交換してくれなんてあり得ない。

　私もディオも引きこもり生活が長かったからか、ちょっと常識からズレたところがあるようだ。

　ディオと私はどちらともなく顔を見合わせた。彼の目は「どうする？」と語っている。

　仕方ない、今から帰って、ゼクスにお金を貰って来るか。幸い時間はあるから……あ、れ？

　ふと目を止めたのは、裏に置いてあったボロボロの荷車である。持ち手は腐りかけ車輪は歪み、到底荷物を運ぶという使命を全う出来ているとは思えない。これだけ使い込まれているということは、毎日店から家まで商品を引いて帰っているのだろう。つまり荷車は必要不可欠なもの。これは、交渉材料になるかもしれない。

「店主さん、実は私、旅商人でして、世界の便利なものや珍しいものを扱っているんです」

「ほう！　そうなのかい」

「はい、それでですね、今偶然見付けてしまったのですが、荷車を新調したいとお考えでは？」

「ああ、もう限界でね……でも、どれも高くて手が出ないんだ。どうしたもんかと思っていたところだよ」

　店主は疲れたように笑った。

「では、私が最新の荷車を創……いや、お渡しします。それと、商品と交換ではどうでしょう」

「ええっ！　うーん、そうだなあ、物を見てからだね」

「もちろんです！　見てもらって気に入ったらで結構ですよ」

　私はディオに目配せをし、創造魔法を使う時間を稼いでもらうことにした。敏さといディオはすぐに気付いて、店主の気を逸らす。ふたりが後ろの商品に目を向けているほんの一瞬で、私は荷車「キャリーワゴン」を創り出した。

「お待たせしました！　これなのですが」

　声をかけると、振り向いた店主は目を丸くした。

「……なんだい、この黒い塊は。荷車にはとても見えないけど」

「確かに、この状態なら荷車には見えません。でもこうすると……」

　四角い黒い塊のカバーを外し、一気に広げる。そして、きちんと形を整え、引手をぐっと上げた。

　完成したのは場所を取らない折り畳み式のキャリーワゴン、丈夫で軽い最新モデルである。

「おいおい……こいつは驚きだ！　小さいものが大きくなったぞ」

　大仰な声を出しながら、ワゴンを触りまくる店主は、興奮したまま私に尋ねた。

「布で出来ているようだが、破れたりはしないのか？」

「ＰＶＣ加工されているので、破れ汚れ、更には水にも強くなっています。ですから店主さんの仕事道具を運ぶのに最適かと思いますよ。実際に荷物を入れて使ってみますか？」

「ぴーぶいしー……？　なんだかわからないけど、使ってみるよ！」

　子供のように目を輝かせた店主とともに、裏通りに移動する。ディオがキャリーワゴンを裏通りに置き、その辺の仕事道具を入れると、店主は勢いよく取手を引いた。

「うおおお、軽い軽い！　ぐいぐい進むよ！」

　楽しそうな店主は、裏通りを行ったり来たりと忙しい。よほど気にいったのか、もう止まる気配すらない。大声を出さないと聞こえないくらい夢中である。

「どうですかぁ？　交換してくれますかぁ？」

「え？　あーうん！　いーよ！　勝手に持って行って！　まいどありー」

「いえ、こちらこそ！　じゃあ、さよならー」

　大声で会話を繰り返したのち、私たちはめでたく目的の物を手に入れ、帰路に就いた。

　辺りはもうすっかり暗くなり、賑やかだった往来からは極端に人が減った。前より歩きやすくなった大通りを、苗を抱えたディオと並んで歩いていると、ふと彼が言った。

「ゼクスにお金を借りるという選択肢もあったのに、どうして魔法を使ったの？」

「ああ、それはですね、ボロボロの荷車を見て、相当困っているのかなと思ったんです。でも、荷車は高い。私たちの払う三十ルピでは、たぶん全然足りません。だったら、創って交渉したらいいかなって……いけませんでした？」

　ディオに相談せずに勝手に決めてしまった、と今更ながらに気付き、少し遠慮がちに尋ねてみた。

　そういえば、ソラスに来る道中で「洗濯機を創ると戦争が起きる」などと、言っていたよね。余計なことをしたと、ディオは内心怒っているのかも。と考えて、調子に乗って創造魔法を使ってしまったことを後悔した。

「いや……よく見ているなって、感心した」

　ディオは夜空を見上げながら言った。

　怒っているようには見えない。それどころか、口角を上げ、目じりを下げ、優しく微笑んでいるように見える。

「感心……ですか？　じゃあ、怒ってはいない？」

「怒る？　どうして？」

「だって、洗濯機を創ると戦争が起こるって。創造魔法をソラスで使うの、あまりよくないんじゃ……」

「確かにね。君の安全を考えると、この辺りで創造魔法をむやみに使わない方がいい。だけど、どうやら君は、困っている人を放っておけない性質で、不思議なことにそれが吉兆を呼ぶらしい。だから思う存分、好きなようにやるといいよ」

　肩を竦めながらも、朗らかに笑うディオ。

　閑散とした大通りを悠然と歩くディオの隣で、私は照れ臭くなり俯いた。

　困った人を放っておけない、という性質ではないと思う。ただ、私の魔法で誰かが助かり、笑顔になってくれるなら、こちらも嬉しくなる。そう、これはやっぱり自己満足だ。

　それを、ディオはいいように捉えているだけ。でも、彼に褒められるのは存外いい気分だった。

　夜風の中を、ふわふわした気持ちのまま歩く。

　そうするうちに、ゼクスの酒場はもう目の前だった。










第四章　星見の宮様




「お目当ての物を手に入れたようでなによりです」

　ゼクスは、私とディオを迎え入れながら店の奥の個室に促した。

　酒場は夜からが最も賑わう時間。

　仕事終わりの人などが楽しそうに飲食を楽しんでいる中、誰も苗を抱えた場違いなふたりには目もくれない。改めて、酒場という職業を選んだゼクスは賢いなと思った。

　奥の個室に入ると、テーブルに食事がふたり分用意されていた。温かいスープとふっくらとしたパン、プルプルと揺れるオムレツを見て、私のお腹ははしたなく音を立てた。

「ディオ様、苗をお預かりしましょう」

　ゼクスはディオの苗を預かり、近くに控えた女性に渡す。そして、「誰も入れるな」と指示すると、私たちに向き直った。

「お疲れ様でございました。さあ、お召し上がりください。酒場の料理と馬鹿にすることなかれ、うちの料理人は腕がよく、ソラスでも評判なのですよ」

「うん、旨そうだ。いただこう」

「ありがとう、ゼクスさん！　いただきます」

　厚意に甘えまくり、まず、スープから口に運ぶ。煮込まれた玉ねぎの甘さと、出汁の旨味が絶妙で、疲れた体にじんわりと染み渡る。確かに、ソラスで評判になるわけだ。商人や労働者が客に多いのは、この疲れを癒す料理があるからだ。

　次に口にしたパンは、濃い味のスープと、濃厚なオムレツとのバランスを考えているのか、若干薄味だ。

　しかし、これが実に絶品！　思わず、にやけてしまうくらいの美味しさに、私の幸福度はＭＡＸになった。

「ディオ様。早速ですが、明日、宮様との面会の許可が下りました」

　あ、また、物騒な話かな？と、素知らぬ振りでパンを口に放り込む。

「そうか、わかった」

「素直に渡してもらえるでしょうか？　あの方のことですから、約束の物に飽き足らず、無理難題を吹っかけてくるのではと……」

「まあな。しかし、こちらには、ララがいる」

　うぐっ、と、喉にパンが詰まる。胸を叩きながら急いで水で流し込むと、こちらを見ているふたりと目が合った。ララがいるって、それ、私を巻き込む気満々ですよね。

　なにも知らない、いたいけな自称旅商人を、物騒な話に巻き込まないで！

「え……っと、なにか言いました？」

　と、しらばくれてみる。もしかしたら、気のせいかもしれないからだ。

「明日、一緒に星見の宮様に会って欲しい」

「星、見の……は？　いや、なんで私が一緒に？」

「あ、ごめん。そうか、不思議に思うよな。実は、俺と宮様は古い知り合いなんだ」

「へ？　お知り合い？」

　おっと、状況が変わった。

　ディオと星見の宮様が古い知り合いだとすると、物騒だと思っていた話は、たいして物騒じゃなくなる。

　暦を友人に貰いに行くというなら、違和感はない。身分の高そうな宮様と、ディオが友人だというところの違和感は、ヘンルーダのバックストーリー（妄想）が補完してくれる。

　ヘンルーダが実はソラス国の貴族令嬢で、実家から逃げているとすればディオの潜伏理由にもなる。

　そして、宮様は全てを知った上での協力者。宮様の一存で、グリーランドに暦を渡したとしても、どこにもおかしいところはない……よね？

　ディオの一言により、私の懸念はほとんど吹っ飛び、胸につかえていた疑問は無くなった。

「宮様に会って暦を貰うついでに、ララを紹介しようと思うんだ。グリーランドの頼もしい戦力として」

「た、頼もしい戦力だなんて……照れるじゃないですか」

「いやいや、言葉通りですぞ。ララさんあってこそのグリーランド！　前にも言いましたが、希望の星ですからな」

　ディオとゼクスの褒め殺しに、私は気をよくした。

「星見の宮様かー。本当は興味あったんですよ！　楽しみです」

「よかったよ。じゃ、明日、構わないね？」

　にこやかに頷き返すと、私は食事に戻る。

　まだ、オムレツも半分、パンも半分残っている。懸念が無くなった今、あと二倍は胃に収まりそうな腹具合だ。

　そんなはしたないことを考えていると、ゼクスがパンッと一度手を打った。

　すると、どうでしょう！

　突如開いた扉から、パンとオムレツのおかわりが、デザートのフルーツ盛り合わせと共に出てくるではないか！

「遠慮なくどうぞ」

　と、ゼクスは微笑む。

　ここは天国かな……。

　目を輝かせて夕食を貪る私を、ディオとゼクスは楽しそうに眺めていた。

　その夜は、酒場の空き部屋を借りて一泊し、満腹で幸せな惰眠を貪った。

　そして、翌朝になり、起こしに来たゼクスが持って来たのは新品の服。宮様に会うためには、ソラスの礼服でないといけないらしい。ソラスの人たちの装いは、どことなく中国風だけど、礼服はそれよりももっとキッチリとしていた。

　旅商人の服が板についている私には、仰々しいその衣装はなんだか堅苦しい。色も赤系で派手だし、襟元に付いている金の刺繡も目立つ。華やかで可愛いと言えばそうなんだけど、普段からくすんだ色を好む私としては、非常に落ち着かないのである。動きも制限されそうで、嫌だなあと思いながら着替えて部屋を出ると、ディオが廊下に立っていた。

「ララ、おは……」

　挨拶の途中で、ディオは固まった。どうしたんだろうと首を傾げながら、私も挨拶を返す。

「おはようございます。ディオもソラスの礼服に着替えたんですね！　よく似合いますよ」

「あ、あ、うん。ありがとう。ララもすごく綺麗だよ」

「んなっ？　いえいえ、馬子にも衣装というか、ね。でも嬉しいです」

　綺麗だなんて、お上手ですこと。

　悲しいかな、自分が綺麗じゃないのは知っているので、社交辞令だというのはバレバレである。それでもやっぱり、綺麗だなんて言われたら嬉しいかも。

「ゼクスが酒場で待っている。軽く朝食を済ませて、出発しようか」

「はい、わかりました」

　階下に降りると、やはりもう朝食はテーブルに乗っていた。礼服のゼクスも笑顔で私たちを待っている。

　スクランブルエッグとパン、ソラス特産のハーブティーを頂くと、私たちは早速星見の塔へと向かった。

　朝から活気溢れる大通りを北進し、朱色の門を潜くぐる。

　すると、辺りの雰囲気がガラリと変わった。整った街並みに豪華な造りの家屋。大通りにあった露店や家屋とは、見るからに違う。すれ違う人も裕福そうだ。

「ここから先は、貴族の居住区だ。奥には王宮があり、その隣に星見の塔がある」

「詳しいですね。ディオは来たことがあるのですか？」

「うん、何度か。あまり来たくはないんだけどね」

　少し嫌そうにディオは言った。

　ヘンルーダの実家が近くにあるのなら、警戒するのも当然だ。ディオはヘンルーダによく似ているから、見つかると面倒なことになるのかもしれない……というのは、私の想像でしかないけど。

　とりとめもない会話を交わしているうちに、私たちは王宮門前に着いた。眼前には立派な建物があり、隣接して星見の塔が建っている。目の前で見る星見の塔はとても高く、見上げると首が痛くなった。

「こちらです」

　ゼクスの先導で、星見の塔の門へ向かうと、衛兵に止められた。ゼクスは胸元から三つ折りの紙を取り出して衛兵に見せ、それを確認した衛兵はサッと左右に分かれる。

　その間を抜け、塔の内部に入ると意外と広いことに驚いた。

　何十人もが、忙しそうに机に向かってなにかを書き込んでいる。来客の存在にも気付かないくらいの慌ただしさだ。

「ようこそ、みな様」

　突然、背後から声がかかる。

　振り返ると、きちんとした身なりの美しい女性が私たちを見ていた。

「おお、アルメイダ。宮様に会いに来たのだが……」

「はい。伺っております。どうぞこちらへ」

　ゼクスの言葉に、即答する美女アルメイダ。彼女は、私とディオを見て深く一礼し、先頭に立って歩き始めた。

　賑やかな一階から階段を上り二階へ。全面に書物が並んだ二階を素通りし三階へ。物が散乱している倉庫のような三階から階段を上り四階へと向かう。

　四階は他の部屋とは違い、豪華な調度品に溢れていた。アルメイダは奥へと向かい、一際美しい扉を颯爽と開けた。

「フェイロン様、ディオ様たちがお見えです」

　アルメイダの後ろから、私たちも顔を覗かせる。部屋の中には望遠鏡のような大きな筒に、畳三畳分はあろうかという紙、それに覆い被さるようにしてなにかを書いている煌びやかな衣装の何者かがいた。

「ちょっと待っていろ。すぐ済むから」

　艶のある低音が響くと、アルメイダはくるりとこちらを向き、間近にある椅子を勧めた。暫く部屋の中を見回しながら待っていると、やがて宮様、フェイロンが顔を上げた。

「終わった。アルメイダ、これを記録部へ……」

　指示を受けたアルメイダは、紙を丸めて階下へ向かう。

　腰に手を当て一度大きく伸びをし、ゆっくりと立ち上がったフェイロンは……びっくりするくらいの美女だった。年は私と同じくらい、長く艶のある黒髪に、薄い茶色の瞳がとても映える。アルメイダもかなり美人だけど、もうそんなの吹っ飛ぶくらいの美しさ。私は食い入るように凝視してしまった。

「あー、腰が痛い！　なんとかならないかな、これ。ああ、待たせたな、ディオ。で、今日はなんの用だったかな」

「そういう冗談は要らない」

「ふふふ。相変わらず、このわたしに容赦ない物言い。そういうところが好きだよ」

「…………」

　フェイロンのからかいに、怫然とするディオ。そのやりとりには、かなりの親しさを感じる。宮様という上級役人であるフェイロンが美女であることにも驚いたけど、ディオとの関係が思ったよりも深いみたいでドキドキしている。

　先日ゼクスが言っていた、伴侶がなんとかという件。

　もしかしたら、それはフェイロンのことではないのか、と思ったからだ。古い知り合いで、軽口を叩ける仲なら、可能性がなくはない。

「そう怒るな。わかっているよ、あの件だろ？　と、その前に……」

　フェイロンはディオから視線をそらし、突然私を見た。

「そこのチビ。お前はなんだ？」

「えっ？　あ、私はララと申しまして、グリーランドでお世話になっている旅商人……です」

「旅商人!?」

　フェイロンは目を丸くした。

　旅商人と言ってはまずかっただろうか？　もし、旅商人以外で言うと、居候しか思いつかないのだけど、それは、ちょっと悲しすぎる。困っている私を見て、ディオが助け舟を出してくれた。

「ララはつい先日グリーランドにやって来て、いろいろと生活を便利にする案を出してくれている。とても優秀で信頼のおける俺たちの仲間だ」

「へえ、他人を全く信用しないお前が、ふらっとやって来た旅商人なんかを信じるのか？　ふむ、さぞや才気溢れる者なのだろう。そうだ、試しにひとつ、わたしの悩みを解決してくれないか」

　少し意地悪そうな顔をしたフェイロンを見て、ディオとゼクスが顔を見合わせた。ふたりはやや食傷気味な様子である。

　そういえば前夜、宮様の話の時に、無理難題を吹っかけてくるとか言ってなかったっけ？　つまり、今この状況がそうなのではないのか。私、標的にされているのかも。

「あの、宮様の悩みが私などに解決出来るかどうか……」

「なら、暦はあげない」

「そっ、それは困ります……よね？」

　と、即座にディオに問う。

　はっきり言って、私は別に困らない。でもディオが、引きこもっていたグリーランドから出てまで欲しがるものだ。なにかとても重要な使い道があるに違いない。彼が是が非でも欲しいというなら、なんとかして手に入れたい。

「うん、とても困る」

「そうですか。わかりました！　では宮様、とりあえず話をお聞かせ下さい。なにを悩んでいるのですか？」

　すると、フェイロンは言った。

「当ててごらん。各国を旅する商人の機知ならば、わたしがなにに困っているかは、すぐにわかるだろう？」

「は……はあ!?」

　子供のように無理難題を仕掛けたフェイロンは、私の困惑の表情を見て楽しそうに笑った。

　この人は、人の困る顔が大好物な、真正の厄介者なのでは？

　そう気付き、引き受けたことを後悔した。

　しかし、フェイロンの勝ち誇ったような顔を見ているとだんだん腹が立ってきて、なんとか鼻を明かしてやりたい、という気持ちが沸いてきた。

　こうなったら、この厄介美女の悩みを解決し、勝ち誇った顔を青くさせてやる。

　そう決意すると、フル回転で頭を働かせた。

　まずは、周りをじっくり観察することから始めよう。だいたい、答えは近場に転がっているものだ。

　この部屋には机や椅子、望遠鏡という仕事道具の他に、たくさんの書物が積まれている。書物は全てが分厚く重そうだ。何冊も抱えて歩くと、腰が痛くなるかもしれない。それに、フェイロンは屈んで仕事をしていた。あの体勢でずっと仕事をすると、かなり全身がしんどくなるはず。

　そして、さっきフェイロンが呟いた言葉を総合すると？

「わからない？　そうかそうだよな？　まあ、こんな小娘に……」

「肩こり、腰痛というところでしょうか？」

「え……？」

　勝ち誇ったフェイロンの笑みが固まった。

　当たり、という手ごたえがあった。私が言った瞬間、フェイロンが思わず腰に手を当てたからだ。

「違いましたか？」

「……ち、違うね」

「あら、それは残念です。私なら、そのお悩み、まるっと解決出来ると思うのですが。必要ないのですね」

　素っ気なく言うと、フェイロンは慌てて前言を撤回した。

「なにっ？　それは本当か？　おいチビ……いや、ララとやら」

「もちろんです。解決をお望みですか？」

「……頼む。実はお前の言う通り、日頃から肩や腰が痛んで困っている」

　フェイロンは、先程とは打って変わって殊勝に言った。

　鼻をへし折ることに成功した私は、意気揚々と懐ふところから宝石を取り出す。

　あ、創造魔法を使う前に、ディオにお伺いを立てた方がよさそうね。思う存分やってもいいと言われているけど、フェイロンはソラスの上級役人。他国の主要人物の前で、気軽に魔法を使うのは、やめた方がいいかもしれない。

「ディオ。創造魔法を使ってもいいでしょうか？」

「君がいいと思うなら、なんだってやっていいよ」

　爽やかな笑みを浮かべるディオに頷き返し、私はフェイロンの部屋の中を歩き回った。

　今から創造するものは、少し……いや結構場所を取る。出来るだけ邪魔にならないところを探し出して、設置しようと思ったのだ。

「うーん。この辺かなあ。宮様、ここに物を置いてもいいですか？　邪魔になりませんか？」

「ん？　ああ。構わないが、一体なにをするつもりだ？」

　フェイロンは訝しげにこちらを見た。

　宝石を片手に、部屋を歩き回る異様な様子を見たら、訝しむのも当たり前。

　でも、驚天動地のイリュージョンはこれからが本番。このあと、フェイロンがどんな表情をするのかが、非常に楽しみである。

　ドッキリを仕掛ける前のような心境で、私は創造を開始した。

　宝石を握り締め、ふうーっと息を吐くと、イメージを膨らませる。あれは確か、こんな色で、こんな機能が付いていて……と組み立てていくと、創造物が姿を現した。

「……なんだ、これは。椅子か？　いや、それよりも、一体どこから出した？」

「魔法です。私、宝石を基にした創造魔法というものが使えまして……」

「ああ！　魔法ね。ファルナシオンには何人か使える人間がいるみたいだな。ソラスにも祈祷師が数人いるが、原理が全く違うようだ。お前、旅商人で魔法使いなのか？　珍しいな」

「は？　あ、はい」

　あれれ？　あまり驚いていない。どういうこと？

　あなたが驚いてくれないと、つまらないんですけど!?

　内心でぼやいていると、フェイロンが言った。

「魔法っていうのは、人によって使えるものが違うらしいな。まあとりあえず、お前の出した、これの説明をしてくれ。わたしには拷問椅子にしか見えないのだが」

「拷問椅子……ではありません。これはマッサージチェアといいまして、座るだけで全身をもみほぐしてくれるという優れものです」

「マッサージチェア？　拷問椅子ではないのか？」

　フェイロンは私を薄目で見た。拷問椅子という線を完全には捨て切ってない様子だ。

「とにかく、座ってみればわかります。さあどうぞ？」

「い、いや、うん」

　疑心暗鬼の視線を向けながら、フェイロンは観念したように腰掛けた。

　よし、スイッチオン。

　私が勢いよくボタンを押すと、背側のもみ玉が動き出し、フェイロンがおかしな声を出した。

「ひゃっ……ちょ、ちょ、ちょっと、んなっ……」

　その変な声に、ディオとゼクスも引き寄せられたようにやって来た。

「楽しそうだな、フェイロン」

「ん……なんだか、変な、感じ、だが……お？　そこそこ！　そこだ！」

　もみ玉がいいところに当たったらしいフェイロンは、至福の表情である。先程までのおっかなびっくりな様子は全くない。

「どうですか？　今は一番弱い設定なのですが、もう少し強くしても大丈夫そうですか？」

「ああ、大丈夫だが……その前に脱がせてくれ！　暑い」

　そう言うと、フェイロンは勢いよく立ち上がった。

　え!?　脱ぐ？　今ここで？　私はともかく、ディオやゼクスもいるのに、ここで脱ぐのはまずいんじゃ……。

　止めようとするも、フェイロンはすでに鮮やかな菜の花色の上着を脱いでしまっていた。

「み、宮様！　ダメですよ！　男性もいるんですからこんな……ん？」

　急いで脱いだ上着を拾って、隠そうとしたその時。つい胸に触ってしまい、ある違和感に襲われた。

　胸が、薄い……というか、ないのだ。もしかして、フェイロンって。

「なんだよ。男なのだから別にいいだろう？」

「男性だったのですか!?　私てっきり女性だと思ってしまって」

　思い込みって怖い。確かに喋り方は男性だった。でも、紛らわしい格好をしているフェイロンにも原因はあると思う！　着物の形も、私やアルメイダと同じ女性物だったし、髪も長くて顔も整っている。

　これだけ揃えば、誰だって間違えるのではないか！と、私は声を大にして言いたい！

「ララ、気にするな。これはフェイロンの趣味だ。みんな最初は間違えるんだよ」

　呆れたようにディオが言った。

「趣味ってわけじゃない！　女物の服の方が温かいのだ。塔の上で夜通し空を見るのだぞ？　薄着だと凍死する」

「へえ、そうだったのか、知らなかったよ」

「……だろうな。お前はわたしに全く興味がないからな」

　フェイロンはディオを軽く睨み、身軽になって再度マッサージチェアに座った。

　そして、私の手にあったリモコンを奪い取ると、勝手に「強」にして使い始めた。

「ああああああああー……極楽ぅ……」

　歓喜の大絶叫をしたあと、フェイロンはストンと瞼を閉じた。

　声をかけても、ディオが悪口を言っても全く反応がない。ゼクスは慌てふためいたけど、私は心配ないと言っておいた。なぜならば、これは家電マッサージチェアコーナーでよく見る風景だからだ。あまりの気持ちよさに、爆睡してしまうという人は多い。フェイロンもご多分に漏れず、寝てしまったのだろう。

「ディオ、宮様が難題を吹っかけてくるのを知っていて、私を連れて来たんですね？」

「うん、ごめん。ララならなんとか出来ると思ったんだ。怒ってる？」

「いいえ。それは私を信用して頼ってくれているということですから。でも次は、最初から言っておいてくれると助かります」

　こちらにも、心の準備というものがある。

　特に、相手が男か女かは絶対に言っておいて欲しい！　絶対にね。

「はい、善処します」

　ディオがしおらしく頭を下げると、ゼクスが「早速尻に敷かれておりますな」と冷やかすように言う。

　どうして私がディオを尻に敷くの？と首を傾げながら、ついさっきまで考えていたことをディオに言った。

「私、宮様が女性だと信じていたから、ディオの恋人か、許嫁だと思ったんです。あ、でも、男性でも恋人の可能性はありますね」

　すると、ディオは心底嫌そうな顔をし、ゼクスは大笑いした。

「その冗談は聞かなかったことにするよ」

「あれ、違いましたか？　ふうん、そうですか」

　残念半分、安堵半分、という奇妙な感情が私の心を支配する。フェイロンが男性だと知った時も、これと似た感情が沸いた。よくわからないまま、ディオとゼクスの会話に相槌を打っていると、マッサージチェアが動きを止めた。

「……んー。あ？　寝てたわ」

　フェイロンが目を覚ました。その表情はとてもすっきりしていて、初めて会った時の小難しい様子も緩和されている。一言で言うと、憑き物が落ちたという感じだ。

「おはようございます、お気に召していただけたようですね」

「ああ、気に入った！」

「では、暦も下さいますね？」

「いいぞ。他国には出回らない完全版をくれてやる。潮の満ち引き、月の満ち欠け、おまけに月蝕の日にちと時間も正確に記されている。必要なのはこっちだろうからな」

　フェイロンは立ち上がり、机の抽斗から黒い表紙の冊子を取り出した。そして、ディオに向かって、ぞんざいに放り投げた。

「おっと。ありがとう。じゃあ、俺たちはこれで……」

「待って下さい！」

　目的を果たし、帰ろうと踵を返したディオとゼクスに向けて叫んだ。

　まだ、やり残したことがあったからだ。

「ララ、どうかしたか？」

「私、宮様にご提案があるのです！」

「フェイロンに？」

「わたしに？」

　ディオとフェイロン、ふたりが同時に叫ぶ。どちらも、どうしてなのか理由がわからないようだ。

「宮様！　私、手軽な解決策としてマッサージチェアを出しましたが、それでは、根本的な解決になっていないと思うんです」

「うん、それで？」

「肩こりや腰痛は、なってしまってから治すよりも、日頃からならない努力をする方が大事です。つまり、痛みが出ない程度に継続して運動すること、これに限ります」

　フェイロンの場合、完全にワーカホリックの運動不足、同じ姿勢を取り続けることによる肩こり腰痛だと推察する。いくらマッサージチェアで対応しても、それは真の解決にならず、同じことの繰り返し。

　だから、その場しのぎではなく、日々楽しく運動して、肩こり腰痛を起こしにくい体に改善して欲しい……と考えたのに、それをフェイロンはぶった切った。

「運動？　わたしはわけもなく動くのは嫌だね。全く生産性がない」

「……生産性の問題ではなくてですね。あ、なら、どんな運動ならしたくなりますか？」

「動きたくはない、が。そうだなあ。強いて言うなら、楽に運動出来るものだな」

　……それは運動を全否定したのでしょうか？

　どうやらフェイロンは、なにがなんでも運動したくないようだ。

　それならそれで、無理には勧めない……とでも思ったか！

「わかりました。では、それを創造しましょう」

「え、おい。嘘だろ。そんなものがあるのか？」

　フェイロンの声を一切無視して、私は、創造魔法を展開する。

　今回創るものは、前世で大好きだったもの。苦楽を共にした相棒であるからか、創造するのも簡単で、細部まで完璧に思い出せる。

「はい、どうぞ！　自転車です！」

　じゃじゃーん、という効果音が鳴りそうなテンションで私は言った。

　一口に自転車と言っても、いろいろある。ママチャリと呼ばれるシティサイクルとか、オフロード専用のマウンテンバイクとか。私の乗っていた自転車は、クロスバイクと呼ばれるもので、町にも山にも適したオールマイティな性能と、扱いやすさが魅力の自転車である。フェイロンに創ったのも同じクロスバイクで、私の愛機と色違いの黄色にしてみた。

「これが楽に運動が出来る物か？　車輪が付いているが、どう使うのだ？」

「あ、まず私が乗ってみますね。どこか広いところはありますか？　外でもいいですよ？」

「外か……外に出るのは一年ぶりだな」

「一年ぶり!?　では一年間ずっとこの塔の中にいるんですか？」

　ちょっと驚いた。一年も塔に籠って仕事をしているなら、運動不足になるのは当然だ。

　……まあ、人のことはいえないけど。

「一年くらいで驚くなよ。二年、三年は普通だぜ？」

「そ、そうですか……これは早急に対策した方がよさそうですね！　では、お外に行きましょう！」

　さあさあ、と急かす私に背を押され、フェイロンは嫌そうな顔をした。

　ゼクスが自転車を担ぎ、ディオは私たちの後ろから楽しそうに階段を下りて来る。途中で用事を済ませたアルメイダと合流し、全員が星見の塔、中庭に移動した。

　中庭は思ったより広く、同じ大きさの石が等間隔で敷き詰められているおかげで、地面はフラットに近い。これなら、初心者でも問題なく練習出来そうだ。

「ではまず、ハンドルを持って、跨またぎ、座ります。それからペダルに片足をかけて……踏むっ！」

　ぐっと片足を踏み込むと、車体が勢いよく進む。

　ああ！　そう、これよこれ！　久しぶりの風を切る感覚に、私の胸は躍る。

　中庭を円を描くように一周して、みんなの前に帰って来ると、フェイロンが子供のような表情で駆け寄って来た。

「わたしが乗る！　どいてくれ！」

「大丈夫ですか？　後ろを持っていましょうか？」

「必要ない！　見ていたからわかる」

　と、言われても、国の重要人物に怪我はさせられない。

　とりあえず、フェイロンの自尊心を傷付けないように、そっと後ろで支えていよう。

　そう考えると、自転車を降りてブレーキの説明をし、さっと背後に移動した。

　よろめいたりしたらすぐに手を貸そう、と思っていたのに、なんとフェイロンは、サドルに乗ってハンドルを握ると、なんの迷いもなくペダルを踏み、事も無げに走り出したのだ。

「おおっ！　風が気持ちいいー！　最高だぜー」

　広い中庭を、フェイロンの自転車が疾走する。

　急なカーブもなんのその、絶妙にブレーキを駆使して、転げることなく見事に操縦して見せた。

　初心者でも簡単に乗りこなす人はいる。これは運動神経とかではなく、バランス感覚と思い切りのよさ、あとはセンスの問題だと私は考えている。フェイロンはこの全てを持っていたのかもしれない。

　楽しそうに五周ほどしたあと、漸ようやくフェイロンは、私たちの前に戻って来た。

「いくらでも乗っていられるぞ！　すごいな。これで運動になるのか？」

「ええ。軽い腰痛などは毎日乗っていれば治ると思いますし、無理せず継続することで、運動不足も解消されます」

「へえ。まさに楽に運動出来るもの、だな。ララ、お前すごいな。どうだ、うちで働かないか？」

「えっ？」

　ヘッドハンティング!?

　冗談かと思い、フェイロンを窺うと、真剣な表情をしている。

　本気？　でも、私、グリーランド居住区改革アドバイザーだし、ここで働くわけには……。

「フェイロン。ララは渡さない。なにがあっても」

　後ろからディオの声がした。

　彼はどちらかと言うと、飄々として本心を明かさないタイプだ。言動も意味不明であることが多く、物事を断定しない。そのディオが、渡さないと言った。それって……必要とされているってこと？

「渡せない、じゃなく、渡さない、ね。でも、ディオの意見は聞いてないのだよ。わたしはララに聞いている。どうだ？　グリーランドのような田舎より暮らしやすいと思うがね」

「宮様、お心遣いありがとうございます。でも、私、グリーランドの人たちが大好きなんです。だから、すみません」

「ふん、そうか。残念。だが、ララよ、お前の働きにはこのフェイロン、いたく感動した！　ソラス第二王子の名に懸けて、最大限の協力を惜しまぬと誓うぞ」

「ありがとうございま……え？　今なんと!?」

　間違いじゃなかったら、ソラス第二王子と聞こえたような。

「最大限の協力を惜しまぬ、と」

「いや、その少し前ですよ！　だ、第二王子って言いましたか？」

「言ったが……あー、なんだお前、知らなかったのか？　まあ第二王子といっても、この職に就いた時に王位継承権を捨てているから、身分などないに等しい。だがその代わり、違う力を得た。暦とはいわば神の計画書。それを作成出来るわたしのところには、ソラスの王族や各国の王族たちが、それぞれの思惑で相談を持ちかけてくる。その情報全てがわたしの武器……わかるな？」

「はあ。な、なんとなく」

　怖くて言葉を濁しておいた。暗にフェイロンは、いろんな国の裏を知っていて、いざという時、それで脅したり操ったりすることも可能と言っているのだ。これはとてつもなく大きな力だ。時に情報は兵力を上回る。

　戦が始まる前の情報で勝敗が決まると言っても過言ではない。

　ただ、その力が必要となる未来は全く見えなかった。

「ありがたいのですが、そんな大層な力、私には……」

「深く考えなくてもいいと思うよ。困ったら助けてくれる、程度に考えていたら？」

　ディオがすっと私の横に来て言った。

「困ったら助けてくれる？」

「うん。なあ、フェイロン」

「まあ、そうだな。ちょっと怖がらせすぎたか、悪い悪い」

　ちっとも悪いと思ってなさそうに、フェイロンは笑った。

「あ、言っておくが、わたしが助けるのはララだからな。お前じゃなくて」

「わかっている。ありがとう」

「うっ、いきなり素直になりやがって。くそ、調子狂うわ」

　フェイロンは、わしゃわしゃと頭を掻いた。星見の塔の管理者の照れた姿に一瞬場が和む。

　当代一の権力者で、ワーカホリック。

　運動嫌いで珍しいもの好きのフェイロンは、一風変わっているけれど、話しやすい好青年だった。厄介なところはあるけれど、私の創造物を素直に受け入れてくれたので好感度は大である。

　尚も中庭で自転車を爆走させるフェイロンと、心配そうに見守るアルメイダを置いて、私たちは星見の塔をあとにした。

　朱色の門を南下し、大通りに帰って来ると、また賑やかな熱気に包まれた。午後を少し過ぎたくらいの大通りは、一日で一番活気に溢れた時間である。

　もう少しで酒場に着きそうになった時、ゼクスが申し訳なさそうに言った。

「あの、ララさん。お願いがあるのですが」

「はい。なんでもどうぞ？」

「私にも自転車を創ってもらえないでしょうか」

「ああ、もちろんいいですよ！」

　フェイロンが楽しそうに乗っていたから、欲しくなったのかな？　ゼクスが自転車に乗るという想像は出来ないけど、バイク人口が増えるのは嬉しい限りである。

「ありがとうございます！　大通りは無理ですから、裏通りで密かに練習します。私にも乗れるでしょうか？」

「大丈夫、乗れます。練習しましょうね」

　そう言うと、ゼクスはほっとしたような顔をした。

　そんなゼクスを見て、ディオが悔しそうに言った。

「俺が先に頼もうと思っていたんだがなあ」

「えっ？　ディオも？」

「うん。あの場では言わなかったけど、正直、フェイロンが羨ましくて仕方なかったよ」

　どうした!?　自転車大人気か！　来るか、第一次自転車ブーム！

　嬉しくなり、即座に「ディオの自転車も創ります」と言おうとした、が。

　その時、思い出してしまったのだ。

　本日、ディオの伝達不足で、二度も驚かされたことを！

「……ディオ。今度からちゃんと会う相手の情報を下さいね。約束してくれるなら創りますよ」

「あー……うん。わかった。俺もそろそろちゃんと言わないと、って思っていたんだ。グリーランドに帰って暦を精査したら、その時、全てを伝えるよ」

「え？　はあ……はい」

　真剣な眼差しのディオを見ながら、私は首を傾げた。

　尋ねたことと、返って来た答えが微妙に違う気がする。

　だけど、それを尋ね返すことはしなかった。

「わかった」って言ったのだから、それでいい。

　帰ってなにを教えてくれるのかは知らないけど、ディオを信じて待っていよう。

　取り急ぎ、今日私のすることは、ゼクスの自転車とディオの自転車を創ることである。




　次の日の昼、ソラスでの用事を終えた私とディオはゼクスの酒場をあとにした。

　店の前で手を振るゼクスに頭を下げて、賑やかな大通りを南下する。そしてソラスを出て、すぐに森の中に入った。

　ディオは創った自転車に荷台を取り付け、楽しそうに押して歩いている。その荷台には買い入れた苗やタネがたくさん入っていた。

　あれからもう一度、苗を買ったおじさんの店に行き、レタスなど葉物野菜を買い足したのだ。

　秘密の通路入口の手前、少し開けた場所で止まり、私は指輪に向かって叫んだ。

「出でよ！　アメちゃん！」

　守護獣たちは、ソラスにいる間ずっと、アクセサリーの中に待機していた。町中を獣やドラゴンが闊歩したら大変なことになるからだ。

「はいはーい。なにか御用です？　ご主人様」

　ポンッと指輪から姿を変え、アメちゃんが現れた。

「うん、申し訳ないけど、私たちと自転車をグリーランドまで運んでくれない？」

「あらー、大荷物ですねえ」

　アメちゃんは自転車や苗を見て言った。

　そう。行きと違い帰りは荷物が多い。そのため、アメちゃんを呼んで、纏めて一気にグリーランドまで運んでもらうことにしたのだ。

「そうなの、ごめんね」

「ううん、へっちゃらです！　じゃあ、早速行きますよー。おふたりとも、背中にしがみついて下さいねー」

　私とディオは背中に乗り、アメちゃんは自転車を抱えて飛び立つ。

　行きは一時間強かかった道のりが、帰りは約一分。私たちは、あっという間にグリーランドに帰って来た。




　着いた私たちを待っていたのは、思いがけない光景だった。

　留守にしたのは二日ほど。それなのに、居住区のログハウスは全て建ち、綺麗に仕上がっていたのだ。

「おお！　ディオ様、ララさん！　お帰りなさい」

　迎えてくれたのはウーノと、ログハウス建築組。

　彼らは建築作業を終え、細かい調整をしている最中のようだ。

「わあ、すごい。二日で仕上げたんですね」

「はいっ！　おふたりを驚かそうと思って。いやあ、楽しかったですよ。もっと建てたいくらいです」

「そうですか、それはよかった」

　と、微笑みつつ、私も参加したかったと涙を呑む。ログハウス建設は私の夢。最初少し参加しただけで、その工程を見られなかったことは非常に悔しい。

　でも、ウーノたちの笑顔を見ていると、そんな気持ちも吹っ飛んでいった。また、建てる機会はいくらでもある。その時に楽しめばいいんだよね。

「ララさーん。ディオ！　お帰りなさい」

　叫びながらやって来たのは、ヘンルーダだ。

「ただいま、ヘンルーダさん」

「お疲れ様。大変だったでしょう？　それでうまくいったの？　ディオ？」

「ええ、期待以上の成果です。これも全てララのおかげ、ララがいなかったら無理でしたね」

　ふんわりと優しい笑みでディオがこちらを見る。おかげといっても、好きに動いて自分の考えで創造しただけ。やりたいことしかやっていないので、褒められると困ってしまう。

「そう、さすがララさんね。あら、それはなあに？」

　ヘンルーダは自転車を見て目を丸くし、大量の苗やタネを見て首を傾げた。

「自転車、という乗り物です。あと、苗とタネを買い付けて来ました。ララが水耕栽培を提案してくれたので、グリーランドでやってみようかと」

「すいこう……って、ああ！　お水で栽培するのね。なるほど、この辺は土で育たないから。本当にララさんは賢いわねえ」

「い、いえ。そんなことは」

　親子で褒め殺しはやめて欲しい。創造魔法というチートを使っているから出来ることであって、素の私は平々凡々。

　普通の人なのであんまり持ち上げないで。

「まあ、込み入った話はあとにしましょう。もうすぐ日が暮れるわ。今日はゆっくりして、明日から働きましょう」

　ヘンルーダの言葉に、私とディオは頷いた。




　それから、夕食を食べてテントで眠ると、早朝から行動を開始した。

　水耕栽培の温室を創るためだ。

　仕事の終わったログハウス建築チームを率い、井戸の近くの土地を確保して測量する。そして、土地の広さに応じた組み立て式の温室を出し、それから水耕栽培キットを創造した。

　水耕栽培キットは、本格的でありながら、設置は簡単。液体肥料も付いていて、これから始める初心者の人も、慣れてきて栽培数を増やしたい人も満足させてくれる、非常に人気のある商品だった。

　朝から始めて五時間ほどで設置を終え、一旦昼食を取る。

　その後の作業をウーノたちに指示してから、私はヘンルーダや女性陣と共に、ログハウスの内装に取り掛かった。もちろん、サーシャのお守りは守護獣たちが引き受けている。

「家の中は、使い勝手重視で考えてみました。その他、ご希望があったらどんどん遠慮なく言って下さいね」

　そう言うと、私はまず、ＩＨクッキングヒーターと、浄水器付きウォーターサーバーを創造し設置した。

「なんですか？　この板は……」

　グレイスが不審そうにＩＨクッキングヒーターを叩く。

「この板で料理が出来るのです。ちょっと試してみますね」

　ウォーターサーバーの水を専用鍋に入れ、上に乗せてスイッチオン。もの珍しそうにじーっと見ていたヘンルーダたちは、次第にふつふつと沸きだした水に、驚愕の表情になった。

「もしかして、お湯に変わっているの？」

　マイアが恐る恐る聞いてきた。

「そうです。難しい説明は省きますが、この板の輪っかの部分。ここで熱が起こるというのを覚えて下さい。お湯だけじゃなく、ボタンひとつで茹でたり煮込んだり出来ますから。その辺は、いろいろ試してみて下さいね」

「神……だわ」

「神ね」

　グレイスとヘンルーダが呟いた。

「そうですね。私もこれを発明した人は神だと思います」

「違うわ。あなたのことよ、ララさん」

「は？　あ、いえ、私の魔法は実は模倣なんです。知っているものを創造するだけなのですから、はっきり言ってズルなんです」

　不思議そうに見つめるヘンルーダにそう告げた。

　前世を思い出す前の私は、ちゃんと創造をしていたけれど、思い出してからは模倣の創造。

　言ってしまえば、神とはほど遠い、ペテン師である。

「これを知っていた、ですって！　それがまさしく神の証拠じゃないかしら。あなたは模倣だなんて謙遜するけれど、寸分違わず同じものを出すのは至難の業よ。しかも丁寧な説明付きで」

「ま、まあ、その辺は趣味なので……」

「奥ゆかしいわね。もっと威張って誇ってもいいのに。でもそういうところが、ララさんらしいのかしらね」

　ヘンルーダは目を細めた。

　ああ、やっぱりヘンルーダに言われると全てを許されたような気持ちになる。

　私って、いわゆる「マザコン」をこじらせているのかも。しんみりそんなことを考えていると、突然グレイスが導火線に火を付けた。

「でも本当にすごいですよ！　この板なら、さすがのヘンルーダ様も、料理に失敗しないと思いますし」

「……なんですって？」

　口は災いの元。雉きじも鳴かずば撃たれまい。古今東西、戒めの言葉が、私の頭を駆け巡る。

　ギロリとグレイスを睨むヘンルーダ。蛇に睨まれた蛙のようにブルッと震えたグレイス。

　私とマイアは、とばっちりを受けないようにゆっくりとあとずさると、そのままログハウスを出た。

「あの子ったら本当に一言多いんだから！　いつも失言でヘンルーダ様を怒らせるのよ」

「ふふ。なんとなくわかります。じゃあ、マイアさん、先に内装についての説明を聞いておいて下さい。ふたりが落ち着いたら、伝えてくれればいいので」

　すると、マイアは安心したように頷いた。

　暴風に進んで飛び込む馬鹿はいない。私もマイアも、今はとにかく、ヘンルーダとグレイスから距離を取りたかったのである。

　その後、マイアと共に、隣のログハウスに移動して内装説明の続きをした。

　ログハウスの造りはどれも同じで、設置する物もほぼ一緒だ。備え付けの三段ベッドに、最大四人が座れる食卓テーブル。食材を保冷するための小型の冷蔵庫や、調理に使う器具などなど。最低限生活に必要な物を創っていくと、途中であることを思い出した。

「マイアさん、お風呂はどうしていますか？」

　尋ねるとマイアは憂鬱な表情をした。

「こっちに移って来てから二日に一回程度ね。お湯には浸かれないわ、水で流すか拭くだけよ……私、もうそれだけが嫌で嫌で」

「二日に一回……そうですか」

　だいたい予想通りだった。そもそも井戸しかない状態なのに、各家庭にお風呂があるわけない。井戸から汲んで家の中でお湯を沸かして浸かるなんて、相当暇な人にしか許されない行為だ。

「困りましたねえ。やっぱり温泉の出そうなところを探してみますか」

「おんせんって、なに？」

「地面から湧き出る温水のことです。体によい効能のお湯もあるみたいですよ」

「湧き出る温水!?」

　マイアは恐ろしく食い付いた。

　体を前のめりにし顔を近付けて、私と額が触れるくらいの距離まで来て、話を聞こうとしている。その鬼気迫る様子に一瞬腰が引けた。

「それ、探したら出るの!?　この辺りにあるの!?　ねえ、どうなの!?」

「い、いや、あの……絶対というわけではないのですが……探してみる価値はあるかと？」

「そう。それは、探さなくてはいけないわ。ええ、早急に」

　マイアの目は据わっている。もしかしたら、彼女は相当なお風呂好きなのでは？　さっきの言葉も、湯あみが出来なくて、嫌でたまらないといった様子だったもの。

「あの……じゃあ、明日にでも探しに行きましょうか。掘っても出ないかもしれませんけど……」

「まああ！　ぜひぜひ！　お願いするわ」

　二重人格かな、と思うくらいマイアの表情は変化した。

　温泉は創りたいと思っていた施設のひとつなので、探しに行くのは別に手間でもなんでもない。でも、このマイアの様子だと、温泉が湧かなかった時の反応が怖い。ヘンルーダとは違う意味で。

「うふふ。楽しみね。またお湯に浸かれるなんて、夢のよう」

　マイアの脳裏には、温泉に浸かっている自分の姿が浮かんでいるようだ。

　今日はもう、なにを説明しても聞いていないかもしれない、と諦めて静かにログハウスを出た。

　隣のログハウスからは、まだヘンルーダの怒りの声が聞こえてくる。

　グリーランドの女性たちは、クセが強くて、実に個性的である……。

　そう心に刻むと、私はそそくさとサーシャと守護獣が戯れるオアシスへと足を運んだ。




　次の日。

　朝食を済ませ、温泉探しに出発しようとした私をディオが呼び止めた。

　昨日のうちに、釣りと狩りをして食料を確保したので、今日は時間が空いているという。それで、私に同行したいと申し出てくれたのだ。

「ディオ、本当に一緒に来てよかったのですか？　たぶん無駄足ですよ？」

　森の中に入ると、開口一番、私は言った。探すと言っても、守護獣たちの勘と鼻を頼りに、むやみやたらに歩くのみ。計画性もなにもあったものじゃない。そんな温泉探索隊に加わったら、きっと丸一日無駄にすること間違いなしだ。

「無駄足でもいいじゃないか。森の中を、ゆっくりララと探索する、そんな時間も必要だよ」

「はあ……あ、そういえば、自転車の調子はどうですか？」

「絶好調だよ。釣りに行く時や移動する時は、常に乗るようにしている」

　ディオは爽やかな笑顔で言った。ソラスで自転車の練習をした時、ディオもフェイロンのように、すぐにコツを覚えて乗りこなした。それから自転車の虜になったようで、いつも傍らに置いている。あの爽快感を知ってしまうと、手放せなくなるのも当然だ。かくいう私も、そんな人間のひとりである。

「よかった。でも、山の中だとなかなか全力で走れませんよね。そのうち、サイクリングコースでも造って、みんなで楽しむのもありですね」

「お、それはいいな！　みんなも自転車に乗りたがっていたから喜ぶと思うよ」

「じゃあ、台数を増やすことも検討しますね」

　グリーランドでなら、景色のよい山道が造れそうだ。美しい風景を眺めながらのサイクリングなんて、考えただけでも心が躍る。これで温泉でも湧こうものなら、もう一大リゾートパークのようだ。

「ララ様ーー！」

　前方から、こちらに向かって白いものが飛行して来た。ムーンである。

　ムーンは先行して空から温泉が湧きそうな場所を探し、スピネは地上から探していた。そのムーンが帰って来たということは、温泉ポイントを発見したのかもしれない。

「ムーン、発見したの？」

　彼は、私の眼前で大きく羽ばたくと、肩に止まった。

「はい。地下に強いエネルギーを感じるところがありました。スピネもそこで待っています。ご案内しましょう」

「うん、お願い」

　ムーンの案内に従って、私とディオは森の更に奥へと進む。

　緑の匂いが濃くなり、澄んだ空気が辺りを包むと、やがてムーンが声をあげた。

「その向こうです」

　案内された場所には、二十平方メートルほどの更地があり、その上をスピネがウロウロと歩き回っている。

　周りは草木が生い茂っているのに、なぜかこの場所だけ茶色の地面が剥き出しだった。

「ここなの？」

「おお、主殿。おそらくこの下が、お望みの場所だと推察する」

　スピネはトントンと大地を叩いた。

「ふうん、なんだか、掘ってくれと言わんばかりの場所よね。有毒ガスとか出たりしないかな？」

　温泉で怖いのは、硫化水素とかの有毒ガス。居住区からわりと近いところにあるので、ここで硫化水素が発生すると、大変危険である。

「我の鼻は危険な匂いを感じ取っていない。ご安心めされよ」

「そう、ありがとう。じゃあ、掘ってみようか。アメちゃん、よろしく！」

　意気込んでアメちゃんを呼んだ。

　温泉を掘るには掘削機やボーリングの機械が必要。しかし、私はそれを見たことがない。見たことがなければ、その姿をイメージ出来ないのである。そんなわけで、アメちゃんの剛腕に頼るしかなかったのだ。

　私の呼びかけに、アメちゃんは勢いよく飛び出して来た。事前に温泉を掘ると伝えてあったので、彼女はやる気満々で、腕をぶんぶん振っている。スピネが「ここだ」と教えると、その場所に近付き、渾身の力を込めて拳を振り下ろした！

　ズウン、と大地を震わす音がして、私とディオとスピネが揺れる。アメちゃんが殴った場所には大きな窪みが出来ていて、ほんのりと一筋、白い湯気が昇っていた。

「あっ！　いい感じですね！」

「温泉が湧きそうだな！」

　ディオと私は盛り上がり、直後アメちゃんは二発目を叩き込んだ。

　覗いてみると、窪みは先程よりも深く、じんわりと水が湧き出している。その水から徐々に湯気が出て、やがてたっぷりのお湯になった。

「で、で、出た！」

　嘘のようなホントの話とはこのことか。こんなにお手軽に温泉が湧くなんて、なんのご褒美だろう。

　これでマイアに「お湯に浸かりたい」アピールをされずに済むと思うと、心の底からありがたかった。

「無駄足にならなかったな」

「はい！　あとは、もう少し広げてちゃんと枠を造って、整備しないといけませんね」

「よし、やるか！」

　その後、ディオと私、守護獣たちはお風呂づくりに精を出した。

　宝石で創造した大理石のプレートで浴槽を造り、簡易テントで周りを覆う。脱いだ洋服を入れる棚を設置し、フェイロンに創ったものと同種のマッサージチェアも置く。雰囲気を出すために「ゆ」と書いた暖簾のれんもかけた。

　一心不乱に作業をしていると、辺りはもう薄暗くなっていた。

「ディオ、もう暗くなりますよ！　今日はこの辺にしましょう」

「ああ、本当だ。みんなが心配しているな」

　作業を中断して、私たちは居住区に帰ることにした。

　光が消えた森の中は、昼間の穏やかさが嘘のように恐怖を煽る。差し込んでくる月の光も弱弱しく、どこからか、魔物が覗き込んでいるような気さえする。

　しかし、もう居住区は間近だ。

　ディオのあとを離れないように付いて行くと、突然、彼が立ち止まった。

「ディオ？　どうかしました……あ、あれは!?」

　彼の肩越しから、居住区の様子が見えた。

　いつも穏やかなグリーランド。そのグリーランドの様子が今は一変している。

　武器を手に、空に向かって叫ぶウーノたち。彼らに庇われるように、背後で震えるグレイス。空をキッと睨んだまま目を逸らさないヘンルーダ。

　中でもマイアは、もう気が狂わんばかりに叫んでいる。彼女の視線の先には、現実にはあり得ない風貌の生物がいた。

　黒い体に黒い角。黒い翼に黒い尻尾。大きく裂けた口には鋸のような歯がたくさんあり、爪も鋭い。まるで、物語に出てくる魔物。その魔物が、泣き叫ぶサーシャを鷲掴みにして飛んでいた。

「サーシャ！　サーシャを離してぇー」

「グギギ、ギギギ」

　マイアの懇願を、嘲笑うような魔物の声。無機質なその声は、少しの感情もないように思えた。

「ディオ！　サーシャが捕まってる！　早く助けないと！」

　私の叫びに呼応して、守護獣たちも出て来た。彼らにとってサーシャは大事な友達だ。その友達の危機に、怒り心頭のようだ。

「来たか……」

「え？」

　ディオは空の魔物を見ながら、低く呟いた。

　来たか、と言った？　ひょっとして、この魔物のようなものがディオたちの追手？

　いや、今はそんなことあと回しだ。サーシャを助けなければ！

「ディオ！　私と守護獣でサーシャを助けます！」

「ダメだ。君は隠れていろ。俺と守護獣でサーシャを助ける。いいと言うまで絶対にここを動くなよ」

「そんなこと出来ません！　隠れているなんて……そんな……」

「大丈夫。サーシャは助かる。誰ひとり傷つかない」

　ディオは、私の頭を優しく撫でると、守護獣と共に飛び出した。

「ムーン、空中で奴を攪乱してくれ！　奴がサーシャを離したらスピネが受け止めろ。あとは、ドラゴン！　とどめを頼む」

　的確に指示を下すディオに、守護獣たちは従った。

　ムーンが空中で攻撃を開始すると、魔物は避けるため体勢を崩す。左右に揺さぶられたサーシャはスルッと魔物の爪から逃れ、落下したところをうまくスピネがキャッチした。

　魔物が、逃したサーシャに向かい突撃すると、大きな影が立ち塞がった。

「こいつめ！　私たちの友達になにすんのよっ！　ぜーったい、ゆるさないから！」

　アメちゃんは魔物を掴んで頭上高く放り投げる。そして、自分も高く飛翔すると、空中で停止し大きく息を吸い込んだ。

　そうだった。ドラゴンが火を吐くのは定番中の定番。

　アメちゃんも例に漏れず、特大の火炎砲を魔物目掛けて吐いたのだ。

　火炎砲を浴びた魔物は、一瞬のうちに灰になる。しかしその刹那、魔物は私を見た……。

　そして、ある言葉を残した。

「……セイジョ……ハッケン……」

　なにを言っているのか、すぐにはわからなかった。

　でも、その言葉を心の中で繰り返してみると、恐ろしいことに気付いたのだ。

『聖女。発見』

　魔物が私を見てそう言ったかと思うと、全身の血の気が引いた。

　いや、そうとは限らないわ。無理やりそう思い込み息を整えると、改めてみんなの無事を確認した。

　居住区では、サーシャを抱いたマイアが安堵の涙を流し、ヘンルーダとグレイスもほっとした様子で座り込んでいる。さっきまで泣いていたサーシャは、アメちゃんの火炎砲に目を輝かせ、もう一回！とおねだりしていた。

　それから、女性陣はヘンルーダを残してログハウスの中に避難した。守護獣もアクセサリーに戻る。危機は去ったかのように見えたけど、ディオやウーノは警戒を解いていない。

　これからまだ、なにかが起こるのを、知っているかのように。

「まさかまさか、こんな山奥に集落があろうとは。宰相様から借りた変な斥候も案外使えるものだな」

　鷹揚な声が森の中から聞こえてくると同時に、鎧を着込んだ大柄な男が姿を現した。その男の後ろには、五人の騎士も控えている。

「よく探し当てたものだ。だが、グリーランドに入るのを許した覚えはないぞ」

　ディオが一歩前に出た。

「山賊風情が偉そうに。まあよいわ。私はファルナシオンの騎士隊長ガノン。ここにいる聖女、ララ・レダー・カレリアスを連れに来た。彼女はファルナシオンの祝祭に必要な者。さっさと出せ」

　心臓がドクンと音を立てた。今聞こえたのは、忌まわしき称号と捨てたはずの名前。私の中の仄暗い過去が一気によみがえり、一瞬眩暈めまいがした。

「誰だそれは。知らないな、ここにはいない」

　ディオは知らぬ振りをした。本名全てを名乗ったわけではないけど、ララという名前を聞いて、知らないと即答するはずはない。普通は少し考えると思う。

　庇ってくれたのか……それとも他の理由があるのか。ディオの思惑がわからず、私は会話に耳を傾けた。

「ふふ。無駄だぞ？　先程斥候から発見したと連絡があったのだ。おとなしく渡すならば、褒美を考えてやってもよい」

「褒美など要らない。それよりも、いつからファルナシオンは魔物などを斥候に使うようになったのかな？」

「魔物？　そんな話は聞いていないが……まあ、なんにせよ貴様には関係ないことだ。さて、どうしても渡さぬというのなら……」

　騎士隊長ガノンが剣の柄に手をかけたその時、静かな声が居住区に響いた。

「無礼者。そなた、誰に刃を向けようとしているのか、わからぬのか」

「はっ、なにを……」

　声の主、ヘンルーダを見て、ガノンは目を剥いた。

「そんなばかな……あなた様は、火事で死んだはずでは……」

「ファルナシオンではそうなっているのでしょう。誰も真実を知らぬ。王妃と王太子が暗殺から逃れ側近と共に、辺境に逃れたことなど」

　剣に手をかけたままのガノンは、驚愕の表情から困惑の表情に変わった。たぶん、私も同じ顔をしている。

　それほどヘンルーダの話は驚くべきものだったのだ。

　整理すると、ヘンルーダはファルナシオンの王妃様で、ディオは王太子。暗殺から逃れて、側近たちとグリーランドに落ち延び隠れ住んでいた。ということは、ウーノやオットは護衛騎士か側近。マイアとグレイスはメイド。この状況で、ヘンルーダが冗談を言うとは思えないから、真実なのだろう。

　それに、私が幼い頃、王宮で大きな火災があったことを記憶している。使用人たちの噂話で、大勢の人が巻き込まれ、王族も亡くなったと。それが、このグリーランドの人たちなら、いろいろ辻褄は合う。ディオが王族なら、フェイロンと昔馴染みだという理由にも無理がない。

　でも……彼らがどうして暗殺される羽目になったのか。その部分がどうにも不明だ。

「こ、これは高度な魔術だ！　我らを翻弄し聖女を隠すためだろうが、騙されぬぞ！」

「愚か者め。お前こそ騙されているのに気付かないのか？　ファルナシオンに巣くう真の悪に踊らされていることに」

　ウーノが一喝した。すると、ガノンと騎士たちが一斉に青ざめた。どうやら、ウーノと騎士たちは面識があるようだ。

「隊長殿!?　あなたも生きて？……どういうことだ！　もうわけがわからない！　私は聖女を連れ帰れと命令されただけだ。それなのに、どうして、どうしてこんな奇妙な事態に……亡霊ではないのか……」

「すまないな、ガノン。未熟なお前を置いて逃げるのは心苦しかったが、それも、ディオ様とヘンルーダ様をお守りするため。ここで、時期を待ち、仲間を募り、力を蓄え、ファルナシオンに巣くう悪を倒すことこそ私たちの使命なのだ」

　諭すようにウーノが言うと、ガノンと騎士たちは一様に放心した。

　剣の柄から手を離していることから、戦う気力は失われているように感じる。会話の内容から推測すると、ウーノはガノンたちの元上司で前騎士隊長。かなり部下から尊敬されていたみたいだ。

「どういうことか、ちゃんと説明してもらえますか？　あなた方のことや、このファルナシオンに巣くう悪についての真実を！」

「わかっている。その前に、君たちに紹介しよう。俺たちの希望の星を」

　ガノンの問いに答えたディオは、後ろの茂みに隠れた私を振り返り、手招きした。

　希望の星って呼ぶの、やめてくれません？　めちゃくちゃ出にくくなるんですよね。

　それに、自分を攫さらいに来た相手がいるのに、素直に出て行くのも怖い。今は従っているけど、いつ気が変わって剣を抜くかわからないもの。

　でもそうなったら、アメちゃんに火炎砲をぶちかましてもらえばいいか。

「どうもー。こんばんはー……」

　腰が引けた状態で登場した、人呼んで希望の星。そんな情けない私に、鋭い視線がいくつも突き刺さった。

　それは概ね騎士たちのものだ。

「聖女か？」

　ガノンが問う。

「違います！　王都を離れる時、聖女の称号は無くしましたので。どうぞ他を当たって下さい」

　王都へ帰ると、もれなく死ぬ。そんなのはごめんである。せっかく自由に生きられる場所を見付けたのに、死んじゃうなんて可哀想すぎない？と、自分で自分を憐れんでみた。

「だが、宰相様はそうは言ってなかったぞ？　アンセル王子が勝手にしたことだと悔いていた。なんとか、あなたを王都に戻し、なに不自由ない生活が送れるようにすると言っていたが」

「だろうな。彼女こそが、この世で一番魔力が強い人間なのだから」

　ディオは真っ直ぐに私を見た。

　山賊のお頭にして、ファルナシオン王太子であるディオ。

　彼は、この国のなにを知っているのか。

　ファルナシオンに巣くう悪とはなにか。

　それは、聖女を生贄にする儀式と関りがあるのか……。

　真実を知るのは怖い。でも、私はそれを知らなければならない気がしていた。










第五章　顕現する闇の悪魔




　――ファルナシオン王宮、宰相執務室。




「勝手なことをなさったようですね、殿下」

　そう言うと、アンセルは不貞腐れた。

「勝手とはなんだ、ネビロス。偽りの聖女を追い出してやったのだぞ。感謝して欲しいね」

「偽りですか？　本当にそうだったら問題はありませんが」

　アンセル・ファルナシオン。

　彼ははっきり言って愚者である。今の地位に就いているのも、自分の力だと勘違いしている間抜けな男だ。

　その男が、また過ちを犯した。聖女と認定した女を追い出し、勝手に新しい聖女を据えたのだ。

　新しい聖女ナタリアとやらに、どんなことを吹き込まれたのかは知らないが、疑いもせず信じてしまうなど、まさに愚の骨頂。

　しかし、この男がいなければ困るのも事実。

　十二年前、王太子を火事で亡くし、跡取りがいないファルナシオン王家には、いかにうつけであろうともアンセルは必要なのだ。

「それで、殿下はナタリアの力を直じかに御覧になったのですか？」

「いや、見てはいない。しかし、妹の力が嘘であることは確認したぞ。目の前で創造魔法とやらを使わせてみたが、なにひとつ生み出せなかった。お前の勘とやらも大したことはないな」

　アンセルはせせら笑った。ララ・レダー・カレリアスを聖女に認定したのは私だ。王宮に出入りしていた侍女の噂話で、とんでもない魔力を持った娘がいると知り、カレリアス邸に足を運んだのだった。

　銀色の髪で青い瞳。不健康そうな青白い肌が印象的な娘であったと記憶している。虚ろな目をして、無気力であったが、私は一目で彼女の魔力に気が付いた。

　匂い……そう、自分と同じ強大な魔力の匂いがしたのだ。

「そうでしょうか？　私はまだ、ララの力を信じていますけど」

　姉ナタリアにも魔力を感じるが、ララほど強大ではない。しかし、魔力持ちが多いカレリアス家のこと、なにかの拍子に覚醒する可能性も否定は出来ない。

「いやいや、父親も兄も証言している。ララには虚言癖があったとな。可哀想に思った親心で話を合わせてやったが、事が大きくなりすぎて、慌てて謝罪したのだと」

「殿下と私を騙して、ただで済むと思っているのでしょうかね」

「それは、もうよいではないか。本物の聖女もわかったことだしな。だいたい、私はララの陰気で痩せている姿が嫌いだったのだ。はつらつとしたナタリアの方がずっといい」

　なるほど。本当の理由はそれか。

　アンセルは私がララを婚約者にと言った時も、いい顔をしなかった。国の象徴、礎となるべき聖女には、それ相応の伴侶が必要だろう、と考えた私の配慮など迷惑だったらしい。まあ、最初からアンセルに考える頭など期待してはいないが。

「ナタリアの力を確認しておかなければいけませんな」

「そんな必要ないだろう」

「……いえ、必要です」

　お前には必要なくとも、この私には必要なのだ！と思わず、怒鳴りそうになった。

　聖女になるには、国一番いや、世界で一番の魔力を持っていないといけない。ファルナシオンに住む者なら、これは常識のはずだ。

　ああ、もう、怒りで縊くびり殺しそうだ。

　そんな物騒なことを考えていると、部屋に衛兵がやって来た。

「失礼します！　宰相ネビロス様、民からの嘆願書です！」

「嘆願書？　なにかあったのか？」

　独り言のように呟くと、衛兵から嘆願書を受け取る。そして、すぐに中身を確認した。

「永続ランプが消えただと？」

「永続ランプ……ああ、ララが……いやナタリアが創った消えないランプか」

　アンセルの言葉に私は頷いた。

　以前、始終灯る光源（ランプ）をララに創らせたことがあった。それまでは蠟ろう燭そくを使っていたのだが、王宮の火事で王妃と王太子が亡くなったことを根強く覚えている民は、安全なものが欲しいと常に要望を出し続けていたのだ。

　ララの創造したランプは、些いささか不格好なものであったが、性能はよく、火を付けなくともずっと周囲を照らす優れもの。火事の心配もない良品だったが、なぜ今消えたのだ？

「故障だろ。物は壊れるものだ」

　確かに。普通ならそうだ。だが、魔法で創造した物が劣化で壊れたりはしないはず。

　考えられる答えとしては、基になった鉱石の問題だ。大地の力をそのまま受け継ぐ鉱石は、大いなる力を秘めるが、非常に扱いにくいと聞く。それを変化させる力を持つ者は、鉱石に愛されていると言えるだろう。つまり、永続ランプを創った者を、なにかしらの不幸な目に遭わせたことが、鉱石の機嫌を損ねてしまったのではなかろうか。そうなると、やはり真の聖女はララか？　彼女を追い出したのが、ランプが壊れた原因かもしれないが……これは単なる推測であり断定は出来ない。

「そんなもの、ナタリアにいくつでも創ってもらえばいいではないか」

「……ああ、なるほど。そうですね、ええ、全く殿下のおっしゃる通り。ではナタリアにお願いしましょうか」

　阿呆だが、たまにはいいことを言うではないか。

　私は心の中でほくそ笑む。これでナタリアの力が本当かどうかを知ることが出来る。もし本当であったなら問題は無くなり、嘘であったら……追い出した方の聖女、ララを探さねばならない。それはなにより重要なことなのだ。

　その後、カレリアス邸へ創造に必要な宝石を届け、自称聖女ナタリアにランプの創造を願い出た。

　彼女の話が真実なら、一度創った物にそう時間はかかるまい。と思い待ってみたが、一向にランプが出来たとの連絡が来ない。

　一日、二日、そして三日。民からの嘆願書は増え、ついにはランプのみならず、別の創造物まで壊れたと報告が上がって来た。

「もう四日になりますが、ナタリアは創る気があるのですか」

　アンセルの部屋に赴き、私は尋ねてみた。

「さあ。私も最近会っていないのだ。一度王宮に来るようにと呼び出しをかけたのだが連絡もない」

「王族の呼び出しに応じぬとは。これ以上待てません。呼び出しに応じねば、私が乗り込みますがよろしいか？」

「仕方ないだろう。その時は私も……」

「いいえ、結構！」

　募ったイライラは叫びとなった。アンセルに場をかき乱されても困るのだ。

　私の大切な「祝祭」をこんな間抜けにぶち壊されてたまるものか！

　お前は大人しく人形の役目を果たしていればよいのだ。

　私の激昂に、アンセルは蒼白になった。ふむ、空気の読めぬ奴でも、恐怖の感情はあるらしい。

「わ、わかった。お前に任せる」

「はい、ありがとうございます」

　了解を得ると、私は宰相執務室に向かった。

　山のように積まれた嘆願書を床に捨て、自分好みに設えた豪華な椅子に座る。耽美な家具と、煌びやかな調度品を横目に、悠然と背もたれに体を沈ませた。

　鬱憤が溜まると、物事をひとつひとつ思い出し整理するのが私の習慣である。

　人間のふりをし、人間のように怒りを制御する術は身に付けたはずだ。

　しかし時折、どうしても破壊の衝動が抑えられなくなる。

　だから頭を冷やし瞑想をする。なにより大切な目的を忘れぬために。




　私が「宰相」の体で過ごしてきた四十年は、あっと言う間に過ぎた。

　頬に手を当てると、深い皺が刻まれ、最近では近くの物が見えにくい。肉体の死期が近付いているのを、ひしひしと感じる。

　出来ることなら、この体が朽ちるまでに目的を果たしたい。さもなくば、間抜けな男（アンセル）に憑依して、次の機会を待つことになるからだ。

　いや。次の機会はおそらく来ない。神域に達する聖女の誕生は、きっと数世紀に一度。

　これが最後の希望、最後の機会、なんとしても目的を果たす。

「彷徨える悪魔」ネビロスの名に懸けて、な。

　目的は明確、魔王様の復活である。

　その昔、初代ファルナシオン王に敗れ、北の祭壇の地下に永久封印された魔王エゼルギウス様。あの方の腹心であった私は、密かにこの国で生き延び、時の権力者に憑依しながら復活の方法を探っていた。

　そして、ついに見付けた。

　ファルナシオンにある周期で現れる聖女という存在。その大いなる力を持つ聖女の血を、暗黒たる月蝕の夜に捧げれば魔王の封印が解ける、という真実に辿り着いたのだ。

「祝祭」とは、魔王の封印を強固にする儀式ではなく、魔王復活の儀式なのである。

　しかし、聖女の中にも優劣があり、魔力の弱い聖女だと封印は解けない。だから、私は待った。

　そして、待ちに待った強大な魔力を持つ聖女を生贄とし、儀式を行った。

　だが……失敗した。足りなかったのだ。およそ、人に使える魔力など神の域にあらず。

　私は、神域に達する奇跡の聖女の誕生を、一縷の望みを持ち再び待つことになった。

　今度こそ、今度こそ。と思いながら……ようやく、その者が誕生した。

　ララ・レダー・カレリアス、彼女こそが待ち望んでいた者だと確信し、次の月蝕まで大切に見守ることにしたのだ。

　幸い、心の病が原因で軟禁状態にあったララは、外に出ることがない。外部の者に気付かれることもなく、月蝕の日まで安全に守られる……と思っていたが、ここに来て、アンセルの愚かさが私の足元を掬う。

　あろうことか、甘言にのせられて、ララを王都から追い出すとは！

　ナタリアの言うことが本当であったなら、すぐに創造してランプを創るだろう。それをせずに、屋敷にこもるということが、嘘だという証拠ではないか！

　……落ち着け。これでは本末転倒だ。

　ここまでうまく確実に事を進めて来たではないか。ひとつの歯車が狂ったとて、どうってことはない。

　過去に王太子ディオハルトが、私の正体に気付いた時も、綺麗に処理をした。予見の魔法という厄介な力を持っていたが、聡明であったため次の器候補に相応しいとして残しておいたのだ。しかし、ある時、王太子は私の正体に勘付いた。惜しいが始末するしかない。そう思い、早急に暗殺することを決めたのだ。偶然の事故に見せかけるため、王宮内の王太子が住む宮に火を放ったが、殊ことの外ほか規模が大きくなり、王妃や側近たちも犠牲になった。だが、目的を遂行するために厄介払いが出来て逆によかったと思っている。

　そうだ、今回も同じく、適切に処理すればよいだけの話。

　やるべきことはわかっている。

　なんとしても、ララを見付け出すこと。それが第一だ。

　捜索は私の使い魔と騎士団にまかせるとしよう。

　そして、無事見付け出したなら、甘言を吐き誠心誠意謝るふりをし、安心させたところで無事祝祭を迎えればよい。

　心は幾分か落ち着いた。

　使い魔を呼び出し、騎士隊長ガノンに命令を下し、それから……そうだな。

　この私を悩ませ、アンセルを攪乱したナタリア・カレリアスとその一家。奴らもこの際処刑しておこう。王家の呼び出しに応じなかった罪、聖女を詐称した罪。これだけ揃えば、誰もなにも言うまい。

　聖女ララとて、自身を軟禁し追放した家族になんの哀れみも感じないだろうよ。

　私はゆっくりと立ち上がり、部屋の前の衛兵を呼んだ。




　突然の襲撃に混乱していたグリーランドは、今は多少落ち着いて、目下ログハウスにて話し合いの最中である。

　騎士団六名とウーノたち。それに私とヘンルーダとディオを加えるとログハウスはもうぎゅうぎゅう。熱気による息苦しさに、私は空気清浄機を創ろうかどうかを迷っている。

「では、宰相は悪魔に憑依された者だと……？　殿下はどうやってそれを知ったのですか？」

　ガノンが身を乗り出した。

「俺には予見の魔法が備わっていて、断片的にだが未来の映像が見える」

「予見の魔法!?」

　声をあげたのは騎士団と私だけ。グリーランドの人たちは全員知っていたらしく、頷いて聞いている。

「黙っていてごめん。時が来るまでは秘密にしておいた方がいいと思ったんだ」

　ディオは私に謝った。

　ただ、驚いたものの、そうではないのかな？と、薄々感じてはいた。

　ディオが黙り込んでなにかを考えている時、きっと未来の映像を見ていたのだ。あの月が見える崖の上で、グリーランド居住区改革を許可してくれた時も、同じく。

「謝らないで下さい。ディオが慎重だったのも、時に気分屋に見えたのも、みんなにとってよりよい未来を選ぶため。そんな優しいディオが決めたことなら、最善に決まっています！」

「そ、そうかな？　そう言ってくれると、嬉しいよ」

　照れたように笑うディオを見て、私もなんだか照れ臭くなった。するとなぜか、近くに座ったウーノやオットがニヤニヤし、ヘンルーダが目じりを下げ、ガノンたちは困ったように目を逸らす。

　どうにも微妙な雰囲気が漂い始める中、咳払いをしたガノンが話を戻した。

「ゴホン。えーっと……それで、宰相についてなにをご覧になったのですか？」

「俺は、宰相ネビロスが祝祭の最中本性を現すのを見た。とても恐ろしい姿だ、さっき見た魔物の数倍はな。幼かった私は、その予見の映像を見てネビロスを徹底的に避けたのだ。おそらくそれで、あいつは気付いたのだ。私が、自分の正体を知ったことに」

「では、正体を知られたために、火事を起こして暗殺を企んだということですね。それも予見なさったのですか？」

「そう、直前、火の手が上がる少し前に予見したのだ。もう少し予見が早ければ、母上が目を傷めることもなかった。それだけが悔やまれる」

　ディオが辛そうに言ったのを、ヘンルーダが明るく笑い飛ばした。

「なにを言っているの？　あなたのおかげで助かったのよ。それに、もうなんでも見えるもの。私が今こうして笑っていられるのは、ディオとララさんのおかげよ」

　銀縁の眼鏡を誇らしそうに煌めかせるヘンルーダ。その様子を見て、出会った時のことを思い出した。

　何年も暗闇の中で、怯えながら暮らす日々が幸せだったとは思えない。

　でも、あなたは笑っていた。会えて嬉しいと優しく手を握ってくれた。その気持ちが、どれだけ私の心を温かくしたか……おかげだなんて言わないで欲しい。救われたのは、私の方なのだから。

「あの、ひとつ疑問があるのですが、そのような大事に陛下は気付いてないのでしょうか？」

　恐る恐るガノンが尋ねた。ファルナシオン国王陛下は、大病を患い、部屋からも出られないと聞いた。その代わりに全ての政務を宰相が執っていると。

　ガノンの問いかけに、ヘンルーダは静かに目を伏せ、ディオは苦々しい顔をした。

「父上は、もう亡くなっていると思う」

「は？　どういうことでしょう」

「火事で俺たちが逃げたあと、父上の死を予見したのだ。母上と俺の死を訝しみ、調査をしようとしたのを、宰相に阻まれ……生きていると見せかけているのは、王族に死者が多いと、また疑う者が出る。それを懸念してのことだろう」

「では全ては悪魔の狂言だと!?　ひどい、あまりにもひどすぎる！」

　ガノンは机をドンと叩き、怒りを露わにした。

　私を始め、全員が同意見だったと思う。父親の死の予見をしてしまったディオだって、心に傷を負ったはず。

　そう思うと、たまらなく悪魔が憎くなった。

「も、申し訳ありません、取り乱しました……では、祝祭とはなんなのでしょう？」

「俺も見ただけだから推測でしかないが……北の祭壇の地下に魔王が封印されているという伝説は知っているな？　その魔王が祝祭時に復活していた。つまり、祝祭は……」

「魔王復活の儀式!?」

「そうなるな」

　ディオは冷静に言った。ガノンは驚きのあまり放心し、騎士団はなにが起こったのかわからないという表情だ。もちろん物語の序盤しか知らない私も、とんでもない展開に開いた口が塞がらない。

　つまり、本筋では聖女が生贄になって魔王が復活し、ディオたちがそれに挑むという話なのだ。私というイレギュラーがいるから、変な展開になったけど「悠久のファルナシオン」は元々そんなストーリーなんだ、と、今やっと全貌を知った。

「し、しかし聖女の祈りで魔王の封印は強固になるはずでは？　宰相はどんな手段を使ってもララさんを連れて来るように言いました。魔王を復活させたいなら聖女がいない方がよいのではないですか？」

　それまで流暢に質問に答えていたディオは急に黙り込んだ。ああ、彼はきっと私（聖女）が生贄にされ死ぬことを知っている。私が怖がるのを気遣って黙ってしまったのだ。

「ディオ。構いません。本当のことを言って下さい」

　生贄として殺される、その事実に気付いた時から、忘れたくてたまらなかった。思い出したくもなかった。

　だけど、ここグリーランドで、みんなと出会い意識が変わってきた。重い運命を背負ってしまった彼らは、それでも明日を諦めなかった。そんなグリーランドの人たちのように、私も強くありたいと思ったのだ。

「わかったよ……聖女は、生贄だ。ネビロスは聖女を生贄にして、魔王を復活させようとしている」

「生贄？　いや、でも……そんな話は聞いたことがありません。文献にも残っていませんが」

「常に儀式を執り行う人物に憑依すれば、事実の改ざんなど簡単なことだ。祝祭のあと、誰か聖女を見たか？　力を使い果たし、神の宮にて休んでいる……そう言ったきり、姿を見ないだろう？」

「……言われてみれば、その後の話は聞きませんね……では、歴代の聖女たちは生贄に？　しかし、魔王は復活していませんよ」

　ガノンと同じことを私も考えた。祝祭は過去に数回ほど行われているはずだけど、魔王は復活していない。

　それはどういうことなのだろう。

「たぶん、聖女の魔力が足りなかったんだ……魔王復活には相当な魔力が必要なのだろう。だから……」

　苦悶の表情でディオは言った。

　魔王復活のために利用され、命を落とした聖女。彼女たちを思い、怒りを我慢しているように思えた。

　ガノンの表情はどんどん硬くなり、他の騎士たちも眉根を寄せる。

　そして、わなわなと震えたあと、ガノンの怒りは爆発した。

「なんということか！　誇り高き騎士団が、聖女を生贄にするために遣わされたとは心外です。すっかり悪魔に騙されていたわけだ。手遅れになる前に気付いてよかった……あ、そういえば」

　憤慨していたガノンは、突然なにかを思い出し黙り込んだ。そんな彼にディオは尋ね返す。

「どうした、ガノン」

「えっ？　ええ、あの、我らが出立する直前、ララさんの実家、カレリアス邸に衛兵が踏み込んだようなのです」

「衛兵が？　またどうして？」

「どうやら、娘のナタリアが聖女を詐称し、兄のレイス、そしてカレリアス伯爵もそれに加担したのだとか。本物の聖女であるララさんを追い出し、神事を妨げたという理由で牢に囚われている様子。近々極刑が下るのではとみんなが噂しております」

　ディオとガノンがこちらを見て気遣うような表情をした。

　家族の悲劇を耳にして、心を痛めていると思ったのだろうか。正直なところ、私は自分の気持ちがわからない。憐れむべきなのか、悲しむべきなのか、または、当然だと思うべきなのか。どんな感情もしっくりこない気がしていた。ただ、なぜか「ざまあみろ」とは思えない自分に驚いている。

「ララ。大丈夫か？」

　ディオが尋ねてきた。

「あ、はい……あのちょっと席を外しますね、すみません」

　そう告げると、私はそそくさと席を立った。

　心配してくれるみんなの視線が、不安な気持ちを加速させる。このままではうまく気持ちの整理がつけられないと思ったからだ。

　ログハウスを出て向かったのは、月が近くに見える崖。ディオと話し込んでしまったあの場所だ。

　崖を登り、天を見上げると、月は少し欠けていた。確か、ディオと話した時は綺麗な満月だったな……と、ぼんやり思い出していると、後ろに誰かの気配を感じ振り向いた。

「ディオ？　どうして……みなさんとのお話は？」

「小休止だよ。外の空気が吸いたくなって出てきた。ほらあそこ、人が多すぎて空気が悪いだろ？」

「ふふ。それは確かに」

　やっぱりディオもそう思っていたんだ。だったら空気清浄機、出せばよかった。

「それにさ……ララに話さなければいけないことがあって」

「なんですか？」

　軽く尋ねたのに、ディオはとても神妙な顔をしていた。まるで、罪人が懺悔をする前のように。

「実は小さい頃カレリアス邸で、君に会ったことがあるんだ」

「えっ？　なにかの間違いでは？　私全然覚えていませんよ？」

「当たり前だよ。君は今のサーシャより小さくて、言葉も話せなかったから」

「ああ、それなら覚えていないかも」

　と、納得したものの、小さな疑問が残る。当時王太子であったディオが、なんの関係もない伯爵家に来るなんて少し変だ。私が小さかったのなら、ディオも子供だったはずだし、そんな子供がなんの用で？　と考えると尚更おかしい。

　私が首を捻るのを見て、ディオは話を続けた。

「さっきも言ったけど、俺には予見の魔法がある。カレリアス家に生まれた次女、そう君がね、聖女になる未来を見たんだ。俺だけの秘密として胸に秘めていたけど、どうしても会いたくなった。一目見たら帰ろうと思っていたのに、会ったら舞い上がってしまって、カレリアス伯爵に言ってしまったんだ。聖女になるなんて幸運だな、と」

「父は嫌な顔をしたでしょう？　姉ならよかったのにと思ったはずです。もともと私、家族みんなに嫌われていましたから」

「閉じ込められていた、と言ったね。どうもそれが腑に落ちない。俺が行った時、カレリアス家は君を囲んで、幸せそうに笑っていたんだ。でも聖女の話をした途端、みんなの顔色が変わって……嫌な顔というより、怯えているように見えたよ」

「笑っていた？　みんなが？　そんなばかな……」

　ディオの話を俄には信じることが出来なかった。私が覚えているのは、苦々しく悪態をつく家族の姿だけ。

　笑顔なんて、想像ですら浮かんで来ない。

「俺は可能性の話しか出来ないけど、もしかしたら、カレリアス伯爵たちは聖女が辿る結末について、知っていたんじゃないかと思っている」

「結末って、生贄にされることですか？」

「そう。聖女が生贄になることは外部に漏れていない。だけど、魔法使いを多く輩出するカレリアスの家系の中には、過去に聖女になった者がいたはずだ。もしかしたら、悪魔に気付かれない形でなにか記述が残っていたかもしれない。それならわかるんだ。君を助けるために、わざと閉じ込めて隠し、悪魔の目から遠ざけたのか、って」

「ちょ、ちょっと待って下さい。いきなりすぎて思考が追い付かないのですが……それだと、家族が私を生贄にしたくなくて、閉じ込めたように思えますよ？」

　ディオが言う可能性は、突拍子もなかった。そんなバカなことがあるだろうか？　助けるためにわざと閉じ込めるなんて、普通じゃ考えられない。

　だけど……相手が悪魔だとしたら。人智を超える存在が相手なら、あり得ない話じゃないのかも。

「予見の魔法で裏付けがとれたらよかったんだけど、残念ながら見たいものを都合よく見られるわけじゃないんだ。断言出来なくて、ごめんな。でも、俺が直に見て感じた思いは、間違っていないと思うよ。ララ、君は確かに愛されて守られていた」

　月下で、ディオの神秘的な瞳が一際輝きを増した。

　強く優しく、勇気付けるように頷く彼は、一瞬にして私の心の中の霧を払った。辛かった年月も、悲しかった夜も、どうにもならない思いでさえも、今では過去として冷静に振り返ることが出来る。

　そして、なすべきことも明確に見えてきた。

「ディオ、私、家族を救いたい。そして、真実を聞きたい。さっきディオが言ったことが本当かどうかを、本人たちに確かめたいんです。それに、悪魔の野望のために犠牲になった歴代の聖女たちの無念も晴らしたい！　聖女なめるな！って、ぶん殴ってやりますよ」

「ありがとう！　その言葉を待っていた！　実は君なしで悪魔は倒せない。ララこそが実は悪魔の天敵なんだ」

「え!?」

　悪魔に殺されるはずの私（聖女）が、悪魔を倒す？　私、悪魔祓いスキルなんて持っていたっけ？

　暫く考えてみたけど、身に覚えはない。キョトンとしていると、ディオがいきなり私の真正面に来た。

「たったひとつの未来を見た時から、ずっとずっと君を待っていた」

「ディオ？　どうしたんですか急に畏まって……」

　狼狽えた私に尚もディオはぐいぐい迫る。

「昔見た銀色の髪、青い目の幼子の未来は、俺の予見ではいつも悲劇に終わっていた。しかし、ある日突然見えた未来は、成長した君が漆黒の盾を持ち、輝ける白い槍で悪魔を貫く姿……胸が震えたよ。そのあまりの美しさと凛々しさに感動して、暫く放心したくらいさ！　本当は君が来た時にこの思いの全てを話したかったけど、そうしたらすぐにいなくなってしまいそうな気がして必死で我慢したんだ」
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　壊れた蛇口が水を放出するように、ディオは捲し立てた。普段そんなに口数が多い方ではないディオが、子供のようにはしゃいでいる。その姿はとても新鮮だった。だけどあまりに熱の籠った思いを打ち明けられて、私は恥ずかしくてたまらない。暗くてわからないと思うけど、頬なんてもう真っ赤である。

「いや、あの、ディオ、もうその辺で……」

「なんで？　まだ言い足りないよ。ようやく思いの丈を打ち明けることが出来たのに」

　ディオは不満そうに言った。

「は、恥ずかしいので……そんな風に言われたのは初めてで、どんな顔をしてよいものやら」

「どんな顔をしたって、ララは魅力的だよ。でも、確かにもうやめた方がいいかもな。最後の勝かち鬨どきを上げるまで、気を引き締めなければ。お楽しみは最後までとっておくよ」

　ニヤリと意味深な笑顔で、ディオが言う。

　……お、お楽しみってなんだろう。その言葉に怖気づきながらも、なんだか温かい気持ちになる自分もいる。

　まだ戦いも始まっていないし、結末も見えてこない。

　でも、ディオやみんなとなら、どんなものにも勝てるのではないか、そう思った。




　ディオと共にログハウスに戻ると、ウーノやガノンたちは呑気に食事を取っていた。

　サーシャを寝かしつけたマイアとグレイスが来てくれて、簡単な料理を振舞ってくれている。

　因みに手伝おうとしたヘンルーダはみんなに止められた。王妃様だから、という理由ではない。

　最終決戦前に体調を崩すのはごめんだからだと思う。

　ソラスから持って帰ったピヨルをかじりながら、私もディオの隣に座り話に加わった。

　私たちのいない間に、王都や王宮の細やかな様子がガノンから語られ、ウーノたちは星見の宮様から貰った暦についての情報を出したらしい。ディオが暦を欲したのは、祝祭が起こる月蝕の日時を詳しく知りたかったため。月蝕の日がわかれば、その日に照準を絞って決起出来るからである。

「月蝕は四日後。時間はあまりないが、作戦を立てて確実にやろう」

　ディオが話を先導する。

「まず、王都の民が巻き込まれるのを阻止するため、避難をさせようと思う。すでに星見の塔のフェイロンとゼクスが動いてくれて、少人数ごとにソラスへの移動が開始されている。王都の民は今、アンセルや宰相に不満を抱いていて、フェイロンの指示に素直に従ってくれているらしい。当日までに移動は完了すると思うが、念のため、サイクスとライル、残っている者がいないか確認を頼む」

「はっ！」

　サイクスとライルは元気よく返事をした。

　それにしても、ディオの行動力の速さには驚かされる。この間まで引き籠っていたというのに、準備が整った途端、指示を出せるなんて。予見の魔法がなくても、天性の指導者の資質で国を導きそう。

「ウーノとオットは俺とララと一緒に……」

「あ、待ってください。私から提案があります」

　ディオの言葉を遮り、控えめに手を挙げた。

「うん。聞こう」

「ガノンさんたちが私を連れて帰らないと、宰相が怪しむと思うのです。なので、一旦聖女を王都へと連れ帰ったらどうでしょう？」

　一瞬、場が凍り付いた。

　ヘンルーダたち女性陣は首を傾げ、ウーノたちはポカンとし、ガノンは持ったジョッキを取り落とし、ディオは信じられないというように目を見開く。

　提案したのに誰も言葉を発しようとしないので、私は仕方なく続けた。

「私がガノンさんたちと帰れば、無事祝祭が行えて宰相は安心しますよね。なにも知らない振りをして従っていれば、気を許して祝祭までの間自由がもらえるかもしれません。その間を利用して、父や兄、姉と会い、彼らを脱出させます。ディオたちには決起の準備を進めてもらって王宮で合流、ということでどうでしょう？……あれ？　ディオ？　顔が怖いですよ？」

　ディオの表情は、私が話を進めるたびに、硬く強張っていく。

　おかしいな。なにも間違ったことは言っていない。むしろナイスアイデアで絶賛されるかと思ったのだけど。

「ララ。俺は、悪魔の膝元に君ひとりを送ることは出来ない。それがどれほど危険なことか、わかっているか？　自由がもらえる可能性だって？　そんなに悪魔は甘くないぞ？」

「そ、そうでしょうか？　悪魔だって望みが叶う直前なら油断すると思います！　それに、私には守護獣たちがいるんですよ？　いざとなったら、火炎砲です」

　自信満々で言い切った。使い魔を消し炭にしたアメちゃんと、小回りの利くスピネや偵察に向くムーン、彼らがいれば怖いものはない。それに、悪魔との戦いに臨む上で、家族との因縁を綺麗に清算しておきたかった。

「……守護獣たちが頼りになるのは知っている。ただ俺は心配で……」

「ディオ、お願い。私を信じて」

　真摯に伝えると、ディオは少し考えてから首を縦に振った。

　しかしそのあと、驚くべきことを言ったのである。

「わかった。どうしてもと言うなら俺も同行する」

「え？　ディオはリーダーでしょ？　みんなと一緒にいなきゃダメよ」

「そんなことはない。ウーノもオットも他のみんなも、とても優秀だ。俺の望む働きをしてくれるさ」

　ディオがウーノたちを見回して頷くと、答えるようにみんなも頷く。

「で、でも、バレたらどうするんですか!?　ディオは死んだと思われているのでしょう？」

　それが一番の問題である。暗殺を逃れて隠れていたのに、王都に一緒に行くなんて無謀だ。バレて捕まる可能性が高い。ディオの瞳は特徴があるし、その辺ではお目にかかれないような美男子だ。宰相やアンセルならすぐに気付きそう。

「変装すればいい。変装してガノンの騎士団に入り、ララの身辺警護につく。完璧だな」

「完璧でしょうか？　無謀だと思いますよ？」

「なんだ、ララは俺が一緒じゃ嫌なのか？」

「は？　そんなこと思っていませんよ？　心配しているんですっ！　もう、わかりました！　行きましょう、ディオ。変装は私が完璧に仕上げますから安心してください！」

　半分ヤケクソで言った。どうせディオの考える変装なんて、フードを被ったり、髪形を変えたりという簡単なことに違いない。そんなのじゃ甘い！　やるなら徹底的に！　誰が見ても、ディオとわからないくらいにしないと。創造魔法でコスプレ道具一式出して、髪も肌の色も変えるくらいしないと、ディオの存在感は消せないわ。

「うん、頼むよ、ララ。よし、ふたりなら無敵だな！」

　呑気なディオに、私はため息を吐いた。でも、予見の魔法が使えるディオのこと、もしかしたらいい未来が見えたのかもしれない。

「では次の作戦の話に移ろう」

　キリリと表情を変えたディオは、淡々と進行を続け、その後もいくつかの作戦が決まった。

　ガノンたちは、変装したディオと私を王都へ連れて行ったあと、いつでも動けるように兵士たちの意志をひとつに纏める。ディオは私の護衛として側に付くことになった。

　サイクスとライルは、フェイロンの命を受けたゼクスと行動を共にし、ウーノたちは準備が整い次第グリーランドを出発、近くの森の中に潜伏する手筈である。ヘンルーダたちはみんなの帰りを待ちながら、グリーランドを守ることになった。

　全ての作戦が立てられ、ふと外を見ると、空はもう明るくなっていた。

　みんなそれぞれのログハウスに引き上げ、ガノンたちも、グリーランドで使っていたキャンプセットを使用し一時仮眠を取る。私も新築のログハウスで三時間ほど休むと、起きて仕事を開始した。

　昨晩使い魔が襲撃したように、また敵がやって来れば、ヘンルーダたちだけでは防ぎきれない。

　そう思い、グリーランドの守りを固めることにしたのだ。

「サーシャ、大きいお友達欲しい？」

　隣で元気に守護獣たちと遊ぶサーシャに尋ねた。昨日あんな目に遭ったから、まだ動揺しているかと思ったけれど、その心配は無用だったようだ。

「おともだち!?　うんっ、ほしいほしい！」

「よーしっ。じゃあ……創るよ！」

　いつものように、宝石を握り締め創造を開始する。

　創るのは「ゴーレム」。

　世界で最も固い宝石で創る最強のゴーレムなら、守護者として相応しいと考えたからだ。ついでに、サーシャの「おともだち」として、守護獣の代わりに遊んでもらえると、マイアも家事が捗はかどって一石二鳥である。

　頭の中で、イメージを固め、魔力を放出する。すると、黄金色に輝く巨体のゴーレムが完成した。大きさとしては、アメちゃんより一回り大きいくらいである。

「わぁー！　きらきらしてる、きれい！」

　サーシャがゴーレムを見て、目を輝かせた。さて、じゃあ次は、お約束の名付けね。

「うーん。グリーランドの守護者で、基がダイヤモンド。なら……グリーランド・ダイヤモンドゴーレム？　いや、メイドイン・グリーランドダイヤゴーレム？」

　悩んでいると、隣でサーシャがポカンとしていた。そうだわ。名前が長いとサーシャが混乱する。ここは覚えやすい名前でいくのが正解ね。面倒くさいから全部の単語の頭から取って。

「グリダイゴ。で、どうサーシャ？　呼びやすい？」

「ぐりだいご、ぐりだいご、ぐりだいご……うんっ！　だいじょうぶ！」

「では……起動せよ、グリダイゴ！」

　カッコよく叫ぶと、グリダイゴは両手を上げグオオと咆哮した。そして、私とサーシャを手に乗せて自分の肩に座らせると楽しそうに歩き出す。ズンズンとグリーランドに地響きが起こる。その音に気付いたディオやウーノ、オットやガノンたちも現れて、辺りは一気に騒然とした。大きく強そうなグリダイゴを見上げ、男性陣は羨望の眼差しを向ける。そうか、ゴーレムってちょっとロボットと似ているから、男心をくすぐるのかもしれない。

　だけど、いい大人がサーシャを羨ましそうに見るのはやめようか？　乗りたい気持ちは、わかるけど、ね。

　居住区の守りはグリダイゴが担ってくれる。

　あと、必要なことは……。

「ララさん、ちょっといいかしら？」

　振り返るとヘンルーダがいた。

「はい。なんでしょうか？」

　尋ね返すと、彼女は微笑みながら小さく手招きをした。誘われるままにログハウスに入ると、グレイスが真っ白な美しい衣装を手にしている。慎ましやかな中に華やかさを秘めた衣装は、気品に溢れておりとても高価なものに見えた。

「これを着て行ってくれないかしら。私のお古で悪いけれど」

「……もしかしてヘンルーダさん、あ、ヘンルーダ様の衣装ですか？」

　普段通り呼んでしまったけど、彼女は王妃。山賊の頭と駆け落ちした貴族令嬢じゃない。敬称で呼ばなくては失礼だと思ったのに、ヘンルーダはそれを拒否した。

「様、は止よしてちょうだい。もう王妃ではないのだから」

「は、はい」

「そんなことより、衣装の話よ！　逃げる時に数着だけ持って来たうちの一枚を、グレイスに直してもらったの。どうかしら？　気に入ってくれた？」

「あの、でも……これかなりいいものでは？　私なんかにはもったいないと思いますよ？」

　すると、ヘンルーダは怒ったような顔をした。

「私なんか……じゃありません！　もっと自信を持ちなさい。あなたはとても素晴らしい人。このグリーランドで、私たちのために惜しみなく魔法を使ってくれた。秘密ばかりの怪しい民のためにね。これは誰にでも出来ることではないの。わかる？」

　やはり、敵わないと思った。ヘンルーダはいつも、私に欲しい言葉をくれる。困った時、迷った時、そっと背中を押してくれる優しい言葉。母のような慈愛の瞳を見て、私は自然と頷いていた。

「そう！　よかったわ。では、着てみてくれる？　合わないところはすぐにグレイスが直すから」

　グレイスから衣装を受け取り、着慣れた旅商人の服を脱いで着替える。滑らかな生地が優しく肌に触れると、得も言われぬ気持ちよさに頬が緩んだ。サイズはあらかじめ合わせてくれていたのか、ほぼぴったり。小さい私に合わせて直したなら、相当生地が余っただろうと申し訳なく思いつつ、着心地のよさを堪能した。

「まああ、素敵！」

「本当に！　よくお似合いですよ、ララさん」

　ヘンルーダとグレイスは手を取り合って絶賛した。

「ありがとうございます。大切に着ます」

「ふふふ。女の子っていいわねえ。こうやって、衣服をあげたり一緒にお料理したり出来るもの」

「そうですねえ。でも料理はやめた方がいいですよ？　向いていませんから」

「は？」

　グレイスの余計な一言が、またヘンルーダの怒りを買う。

　ああ、どうして黙っていられないの。もうわざととしか思えない。怒られたい願望のある、特殊な性癖の人なのかな？

　ディオでなくとも、これから落ちるであろう雷は予見出来る。巻き込まれる前にさっさと退散しなくては。

　一触即発のふたりを眺めつつ、私は静かにあとずさりし隣の部屋に移動する。貰った衣装を汚すのが嫌だったので、今一度旅商人の服に着替え、静かに窓からログハウスを出た。

　井戸のある広場に移動すると、ディオとウーノが武器の手入れをしていた。武器は最初私が案内された秘密の通路に隠されていて、少しずつ貯め、たまに手入れをしていたらしい。

　ただ、悪魔や悪魔の使役する魔物に、鉄の武器が効くかどうかは疑わしい。悪魔と言えば、聖水とか十字架、または太陽光や炎。ホラー映画でも、鉄の武器が効かず、右往左往する様子が描かれていたりするからだ。

「おはようございます、ディオ。準備は進んでいますか？」

「ララ！　おはよう。準備は順調だ。だが悪魔がどれだけの増援の魔物を出してくるかわからない。それが心配だよ」

「ええ、私も。あ、よければ、魔物に効きそうな物も出しておきますか？」

　すると、ウーノが反応した。

「悪魔に有効な武器を知っているのですか!?　さすがララさん！」

「い、いや、実際に効くかどうかは使ってみないとわかりません」

「それでも助かるよ。ありがとう、ララ」

　眩しいディオの笑顔にときめきつつ、必死で頭を働かせる。

　聖水や十字架は、期待薄かもしれない。これは信仰がなければ効果がないと思うから。

　絶対効くのは炎。それもドラゴンが吐く業火なら、かなりの効果が見込めるはずだ。

　でも、そんな炎、どうやって創造すればいいかわからない。ファンタジーっぽく炎の剣でも出したいけど、常に燃えている剣なんて、持っていたら熱いのでは……などと、現実的なことを考えてしまい、なかなか考えが纏まらない。

　いっそのこと火炎放射器はどうか、と考えてすぐに却下した。自分が使い方を知らない物を人には持たせられない。

　しかも、重火器なんて、取り扱いを間違えば命に関わるからだ。

　では、鉄の武器の代わりに銀の武器とかどうだろう。海外では、銀の弾丸が魔物に有効……あ、それは吸血鬼や狼男だったかな？

　結局考えた中で、残ったのは太陽光だけ。でも、これならなんとかなりそうだ。

　イメージを纏め、宝石を数個握り締める。ゆっくり息を吐くと、宝石は筒状のある物に変わった。

「えーと……ララさん、これは一体？」

　ウーノが興味津々で尋ねる。

「ブラックライトです。太陽光と同じく、紫外線を発する物ですよ」

「ええっ！　ララさん、太陽を創ったのですか!?　やはり神！　しかもこんなに小さくするなんて！」

「あ、それは違います。ちょっと説明が難しいのですが、太陽光に含まれる目に見えない光線、それと同じものを発するのです。ブラックライト自体が熱を発したりはしないので気軽に持って大丈夫ですよ」

　すると、ディオとウーノは私の手からブラックライトを一本ずつ取り、いろんな角度から眺めた。

「では説明しますね。光線を発する、と言いましたが、これは周囲を明るくするためのものではありません。闇夜を照らすものではないことを頭に入れておいて下さい。あと大事なことは、直接光を見たりスイッチを入れて人に向けたりしないこと。目を傷める場合がありますからね。魔物に向ける以外では使用しないで下さい」

「なかなか、取り扱いが難しいものなのだな」

　ディオが言った。彼はウーノと同じく不思議そうな顔をしていたけど、説明を聞いて緊張した表情になった。

　説明の仕方が悪かっただろうか。単なるブラックライトが、とてつもなく危ない武器だと思われている気がする。

「もっと軽く考えて下さい。向けていいのは魔物だけ、と覚えればいいんです」

「向けていいのは、魔物だけ……？」

　ディオとウーノは、その言葉を呪文のように唱え始めた。男がふたり、ブラックライトを見ながら同じ言葉を熱心に呟いているなんて、異様にもほどがある。そんな光景が暫く続いたあと、ディオが爽やかに言った。

「よし、覚えた。向けていいのは、魔物だけ、だな！　悪魔が魔物を召喚したら使おう」

「ええ。効かなかったら、魔物にぶん投げてやってもいいですよ」

「へえ。そんな使い方もあるんだな」

　すごく真面目にディオが言ったので、ウーノと私は噴き出してしまった。

　冷静なディオが真剣に私の冗談に返す様は、和やかな雰囲気をもたらし、殺伐とした決戦準備が少しだけ楽しいものに感じられた。

「そういえばディオって剣は使えるのですか？　あまり得意そうには見えないのですけど」

「心外だな。得意そうに見えないって、俺はそんなに弱そうか？」

「え、えっと……」

　ディオが悲しそうな瞳をこちらに向けたので、私は口ごもった。

　得意そうに見えないと言ったのは、彼があまりにも美しく気品に満ち溢れているので、剣を持ち鍛錬するイメージが湧かなかったから。どちらかというとインテリタイプで、初めて会った時も、山賊らしくないと思ったのだ。

「ララさん、ディオ様は毎日私と剣の稽古をしております。剣の腕前はもう私を軽く越えるほどなのですよ。こう見えてもね」

「ウーノ、一言多いぞ……うん、まあそういうことだ。ファルナシオン元騎士隊長のお墨付きは貰ってある。安心していいぞ」

「そうなのですね！　安心しました。それで、変装の件なのですが、今からいろいろ道具を出すので見てもらえますか？」

「ああ、もちろん！　楽しみだな。どうせなら、全く違った外見がいいな。狂戦士みたいに長い顎髭とか付けてさ」

　ディオはわくわくしているようだ。遊びに行くのではない、と一喝したいところだけど、緊張するよりはリラックスした方が、よい結果は出るもの。そう思い彼の遊び心に乗ってみることにした。

「ふふ。いいですね！　ではいろんな種類の髭も出してみましょう」

　楽しそうなディオを見ながら、コスプレ道具一式を出す。もちろん、髭の種類は多めで、そのなかから選んでもらうことにした。

「ええと……肌は少し浅黒くして、歴戦の戦士感を出しましょう。あと、眼帯で片目を隠して金髪のウィッグを付けて、騎士服を着れば……わ！　別人ですね」

「そ、そうか？　自分では見えないからな」

　ディオは照れ臭そうだ。

「すごいですね、これだったらディオ様とは気付きませんよ！　ヘンルーダ様だってわからないかもしれません」

　ウーノの怒涛の褒めに、ディオは気をよくした。そして、最後は念願の髭である。

　お望みの顎髭は三種類、あとはチョビ髭やらノーマルの口髭を用意した。

　しかし、実際選んで付けてみると、びっくりするくらい似合わない。ディオの顔は小さくすっきりしているので、いかつい顎髭を付けると非常にアンバランスで、悪目立ちしてしまう。

「そうか……似合わないか……」

　私とウーノに笑われたディオは、悲しそうに髭を取った。そんなに付けたいなら、付けさせてあげたい。でも、目立たなくしようとしているのに、逆に目立つのはいかがなものか。

　そう思い、心を鬼にして却下したのである。

「今のままでもディオだとはわかりませんよ。特に眼帯がいい味出しています。とても似合っていますよ！」

「眼帯か、うん。これはいいな。謎多き騎士といった感じかな」

「謎多き騎士……確かに。ディオは最初から謎だらけでしたよね。あまりにも謎すぎて、得体が知れない感がありましたよ」

　おかげでヘンルーダとディオの変なバックストーリー（妄想）を作ってしまった。実家から逃げている貴族令嬢と、隠匿された御曹司。あれ、よく考えたら、それほどかけ離れてはいないよね。

「その件に関しては、大変申し訳なく思っている……」

　ディオが殊勝に頭を下げると、ウーノがブッと噴き出した。

「隠し事はダメですよね。これからはなんでも話してくれると思いますよ、ね。ディオ様？」

「あ、ああ。努力はする」

　その言い方に、今度は私が噴き出し、やがて全員が笑い出した。

　そこへガノンたちがやって来て、オットたちも集まり、賑やかになった広場は笑いに満ちる。

　ディオの周りに人が集う。

　それは、グリーランドの結束が、より高まった瞬間だった。




「では、俺とララはガノン隊長たちと先行する。母上、留守をよろしくお願いします。あとのみんなは、月蝕の夜、王宮で会おう」

　初めてグリーランドに降り立った場所で、ディオはヘンルーダたちに告げた。

　ガノンたち騎士団はすでに山を下り、麓で待っている。ヘンルーダから貰った衣装に身を包み、ちょっとだけ聖女らしくなった私は、ディオと共に一番星の美しい夕暮れの中、王都に向けて出発する。麓まではアメちゃんに乗って降り、そこからはガノンたちと共に馬で行く。夜通し馬を駆ければ、約二日で王都に着く予定だ。

「ディオ、ララさん、きっとまたここで会いましょう。待っていますよ」

「はい。きっと」

　短くヘンルーダに答え、私とディオはアメちゃんの背に乗った。

　翼を大きく羽ばたかせると砂埃と共にドラゴンは飛翔する。

　そして、ヘンルーダたちの頭上をゆっくり旋回した。

　大きく手を振るマイアとグレイス。強く頷くヘンルーダ。サーシャは手を翳して一生懸命背伸びをし、ウーノたちは戦士を見送るように敬意を込めて見つめていた。

　私の大好きなグリーランド。大好きな人たち。

　みんなの視線に見送られ、私とディオは颯爽と麓を目指した。










第六章　聖女の魔法は最強です




　ガノンたち騎士団と合流し、道中小さな町で何度か休憩を取りながら、ただひたすら王都を目指す。

　アメちゃんに乗ればもっと早く着くのだけど、今回は街道を行くため、正攻法の登城である。当初聖女がドラゴンに乗って登場する、という派手な演出もいいなと考えた。しかし、悪魔に手の内を晒したくはない。守護獣は奥の手とした方が有効であると考えたのだ。

　やがて、空が白んできた。

　朝日が昇り、眩しい日差しが寝ぼけ眼を刺激する。たまらず目を瞑り再び開けると、はるか向こうに城郭が見えた。

「着いたのでしょうか？」

「予定通りだ。先に騎士を駆けさせて聖女の帰還を知らせよう。ガノン！」

　ディオは前を駆けるガノンを呼んだ。

「使いの騎士を王宮へ！」

　ガノンは頷き、後方の騎士を呼び寄せると全力疾走させた。

　騎士の背中はすぐに小さくなり、城郭門へと消える。それからわずか一分後、城郭門が仰々しく全開した。

　私たちは吸い込まれるように門に入る。速度を落とし町中を走ると、王都の民が行き交う姿が見えた。

　人数が少ない、と感じたのは、フェイロンによる住民の移動が順調に進んでいるからだろう。さすが、各国に影響力のある星見の宮様、彼の言うことならと住民も素直に従っているらしい。普段は我わが儘まま系厄介男子だけど、やる時はやるのだなと感心した。

　奥へ奥へと駆けると、また門が見えた。今度の門は、城郭門より装飾も美しく立派で、一目で王宮に至る門だとわかった。

「王都の中って、こんな風になっていたんですね」

「ララは見たことがなかったか。そういう俺も、十数年ぶりだけどね」

「王都よりもグリーランドの方が故郷のような気がします」

「同感だな」

　馬上でとりとめのない会話をしながら、這はい上がってくる緊張を押しとどめる。

　後ろから聞こえるディオの声にも緊張が混じっている気がした。

　でもそれは、恐怖ではない。武者ぶるいのようなものだ。

「そろそろです。準備はよろしいか？」

　ガノンが馬で下がりながら言った。すでに王宮は目の前で、正門に誰かがいる。見たことのある風貌のその人は宰相ネビロスだ。

「ああ、準備は出来ている。悪魔め、聖女の帰還をお出迎えか。嬉しくてたまらないらしいな」

「ええ。まさかここまで出てくるとは。殿下、ララさん。十分お気を付け下さい」

　ガノンはまた前方に戻り、正門まで駆けると、颯爽と片手を上げて隊を止めた。

「ご苦労でした、騎士隊長ガノン。それで聖女ララ様は……ああ、そちらでしたか！　よくぞファルナシオンへ帰って来てくれました！」

　宰相は騎士団への労いもそこそこに、私のところに寄って来た。ニコニコと機嫌がよさそうな彼は、まず謝罪を口にした。

「大変申し訳ありませんでした。ナタリア・カレリアスにそそのかされ、アンセル殿下が間違った判断を下してしまいまして。本物の聖女様を追放するなどあってはならぬこと。その慈悲深いお心で、どうか許して下さいませ」

　手を差し伸べる宰相に、一瞬躊躇してしまった。だけど、後ろにディオの熱を感じ、勇気を奮い起こして手を取ると馬を降りた。

「ええ、許しますとも。間違いは誰にだってあります」

「おお！　ありがたい！　では、早速こちらへどうぞ」

「あ、その前に、私の護衛としてこの者を付けたいのです。騎士団の一員の方で、名前はデ、デ……えっと……」

　しまった。名前を考えていなかった。あたふたしていると、淡々とディオが言った。

「聖女様、お忘れですか？　デルファスです。宰相様。よろしくお願いいたします」

「ふむ。そうですか、まあいいでしょう。祝祭まで心してララ様をお守りするように」

「はっ！」

　野太く答えたディオは、馬を降り、私の背後に立った。

　ガノンたちに目配せをして、私とディオは宰相のあとを付いて歩く。

　見慣れぬ王宮に目を奪われていると、不意に宰相が振り返った。

「ララ様、失礼ですが、今までどちらに？」

「ファルナシオンとソラスの国境付近です」

　きっとこの質問はされるだろうと思っていたので、シミュレート済みである。ディオの名前の二の舞は演じないわよ。

「ほう、随分遠くまで行きましたね。あ、勘繰っているわけではないのですよ？　ただ……」

　宰相は、立ち止まり私の全身を上から下までじっくり眺めた。

「前に見た時とあまりにも容貌が違いましたので、どこでなにをしていたのかと。もっと色白で華奢ではなかったでしょうか？」

「んえっ!?　そ、そうですか。そんなことないですよ……」

　思わず動揺してしまった。まさか、見た目について問われるとは考えてもみなかったのである。

　王都を去った日から今日まで、筋トレを欠かしたことはない。ダンベルを上げスクワットをし、腹筋腕立てもやった。二週間も経ってないけど、少しだけ筋力はついたように思う。

　王都にいた時の私はガリガリで青白かった。追い出されてから血色がよくなったなんてちょっとおかしい、と宰相は考えたのかも。

「そうですか？　気のせいでしょうか？」

　首を傾げる宰相に「そうですよ！」とゴリ押ししていると、回廊の向こうから、会いたくない男がやって来た。アンセルである。

　彼は最後に見た時と同じような仏頂面でやって来たけど、近くまで来た途端、顔色を変えた。

　私を見て宰相を見て、また私を見てと繰り返したあと、回廊に響き渡る大声で言ったのだ。

「お前！　ララか!?　どうしたその姿は！　見違えるように美しいではないか！」

　相変わらず、思ったことしか口にしないな……と、心の中でため息を吐いた。

　普通の人なら、まず挨拶をして、追放したことを謝ってから本題に入るのに、アンセルはなんでもすぐに口に出す。一旦頭の中で考えることをしないのだ。

　隣を見ると、宰相も呆れているようだった。本当にこれがディオの弟なのだろうか。母親は違うと聞いたけど、半分同じ血が流れているとは全く思えない。ヘンルーダに聞いた話によると、アンセルの母親は子爵令嬢で彼を産んですぐ亡くなったらしい。それから、王宮でひとりになったアンセルをヘンルーダは気にかけていたようだけど、当のアンセルは聡明な兄ディオを羨み、敵意剥き出しで接していたとか。

「殿下。なぜこちらに？　ご興味ないかと思っておりましたが？」

「なにを言う。ファルナシオンの聖女を次期国王たる私が迎えに来るのは、当然ではないか？」

　その言葉に一同が驚愕した。

　恐ろしい……この状況を作り出したのが誰なのか、まるっきり忘れてしまっている。

　あ、でも、私的には、アンセルが追い出してくれたおかげで、前世を思い出しグリーランドへ辿り着くことが出来たのだ。そう考えると、認めたくはないけど恩人である。

「は、はあ。そうですか。しかし、ララ様は今着いたばかりなので、暫くお部屋で休んで頂こうと思っています。お話ならあとで」

「ふん。少しくらい構わないだろう？　さあ、ララ行こう」

「い、いたっ、ちょっと、待って……」

　宰相の言葉を聞かず、アンセルは私の手を強引に引いた。加減と言うものを知らないのか、ものすごい力で捕まれ腕の骨が軋む。すると、急に後ろから手が伸びてきて、アンセルの腕を掴んだ。

「おやめください。ララ様が怪我をなさいます」

　静かな声でディオが言った。いつにも増して冷静な様子が、怒りをこらえているように思える。

　さすがの彼も、アンセルの馬鹿さ加減が許せなくなったのだろう。

「誰だ！　無礼な奴め！　ネビロス、こいつを牢にぶち込め！」

「は？　そんなことダメです！　私の護衛騎士ですからっ」

　ディオを牢に入れるなんて、冗談じゃない！　どうせなら、アンセルを牢に入れた方が、世の中みんなが幸せになるんじゃないの？

「なんだと！　お前私にそんな口を……」

「もうおやめなさい、殿下」

　低い声で宰相が言うと、アンセルが一瞬たじろいだ。

「言ったはずです。ララ様は大切なお方。その方がダメだというならダメなのです。わかりますか？」

　その言葉は呪文のようだった。ゆっくり話しているけれど、どこか禍々しく抗えないなにかを感じる。

「っ……わかった。では、今度にする。ちゃんと時間を作れよ」

「かしこまりました」

　宰相に気圧されたアンセルは慌ただしく去った。

　なんだかハリケーンに遭遇したみたいだ。回避出来ない自然災害とでも言うのがぴったりである。

　可能ならもう二度と会いたくないのだけど、そうもいかないかなあ。

　と、憂鬱な気持ちでディオを振り返ると、彼は彼らしくないくらい怒ったような顔をしていた。

　どうしたのかな？　やっぱりアンセルがムカつくの？

「さあ、行きましょう。ララ様」

「へ？　あ、はい」

　ディオの怒りの原因が掴めぬまま、宰相のあとを付いて行くと、二階の豪華な部屋に案内された。

　広さはグリーランドのログハウス三個分。狭い我が家に慣れてしまった人間には広すぎる空間である。

「ここでお寛ぎ下さい。護衛騎士の部屋は隣が空いていますので好きにお使い下さい。あとでなにか食べ物などをお持ち致しましょう。他にいるものがあればなんなりとお申し付け下さい」

「はい。ありがとうございます……あっ、あの、早速ひとつお願いがあるのですが」

「ええ、お伺い致します」

　帰りかけていた宰相は、踵を返し私に向き直った。

「私の家族、カレリアス家の者が牢にいるとガノン隊長から聞いたのですが、会うことは出来ますか？」

「あなたが望むのなら。でも本当に会いたいのですか？　聞いた話によると、彼らはララ様を心の病だと偽り軟禁していたとか。その上、家から追い出して聖女を乗っ取ったのですよ」

「ええ、だから……最後に惨めな姿を見てやろうと思って」

　すると宰相は、不気味な笑みを浮かべた。あまりにも、人とかけ離れたその笑みに身震いがする。

　まるで、人間の負の感情が大好物であるような表情が、私の心に恐怖を植え付けた。

「なるほど。それならば構いませんよ。あとで衛兵に案内させましょう」

「あ、ありがとう」

　宰相が部屋をあとにすると、ディオはゆっくり扉に近付いた。そして、耳を当て足音が去ったのを確認してからこちらに戻って来た。

「もう行ったようだ。よく頑張ったな……っておい！」

　ディオとふたりになった途端、安心して体の力が抜ける。

　崩れ落ちる私を、咄嗟にディオが支えてくれた。

「ごめんなさい。緊張が解けちゃって……」

「いいんだ。悪魔の前で、平静を保つのは大変だ。しかも、途中で愚か者に出会ってしまったからな。疲れが増したのだろう」

「愚か者……なかなか辛しん辣らつですね」

　とは言うものの、アンセルに関してはこの言葉がぴったりだと思う。どんなに頑張っても褒め言葉のひとつも浮かばないのだ。

　ディオは私をソファーに座らせ、自身も隣に腰掛ける。

　そして、まだ少し震えが残る手を握ってくれた。

「あ、そういえば、さっき怒っていましたか？　顔が怖かったのですけど」

「さっき？　ああ、アンセルが無理にララの手を引こうとしたからな、頭に来た」

「へえ。ディオでもそんな風に思うのですね、ちょっと意外です」

　冷静さが服を着て歩いているようなディオが、あからさまに怒りを顔に出すなんて珍しい。

　でも確かに、あの横暴で我儘な様子を見れば誰だって呆れる。親族だったらなおのこと、恥ずかしいに違いない。

「あいつがララの手に触れたと思うだけで、腸が煮えくり返りそうだ。不思議だ、こんな気持ちになるんだな、恋とはとても興味深い」

「そうですか。コイが興味深いと……ん？」

　はて？　コイってなに？　どのコイ？　私の知っている単語の中だと、鯉とか故意とかがあるけど、話の流れからすると「恋」っぽい。

　ディオが、恋？　ええっ……誰に!?

　驚いて隣を向くと、涼やかに微笑むディオがいる。

　腸が煮えくり返りそうだと、物騒なことを言った人とは思えない静穏さ。もしかしたら私の聞き間違いかも？と思い直し、恋の相手を問い返すのをやめた。

　気にはなる。とても気になるけど、今はやめておこう。

　その後、侍女が食べ物を持って来てくれて一息つくと、鍵を持った衛兵が部屋にやって来た。

　宰相に言われて、私たちを家族がいる牢に案内してくれるそうだ。

　衛兵に付いて行くと、途中で焦げたような跡が残る場所に出た。建物は取り壊されたのか跡形もなく、今は草木が茂るだけ。たぶんここは、ディオたちが暮らしていたところ。彼らが火災で死んだとされる場所だ。

　少しだけディオの様子が気になり振り返った。しかし彼は、いつもと同じく飄々として振り返った私に笑顔を向ける。過去を過去として清算しているような潔さ。そんなディオを見習いたいと思い、私も大きく深呼吸した。

　その場所を過ぎ暫く行くと、王宮の西、寂れた一角に辿り着いた。

　衛兵は堅牢な石造りの建物の扉を鍵で開け、奥へと進む。地下へと続く階段を下ると、そこには牢が並んでいた。

「こちらです。どうぞ」

　衛兵に促され見ると、牢の中には、やつれた姉ナタリアと父、そして兄がいた。三人は酷く疲れた様子で、私が来たのにも気付いていないようだ。

「あの、私たちだけにしてもらえますか？」

「ええ、構いませんよ。外にいますので、終わったら出て来て下さい」

　意外にも衛兵は首を縦に振った。宰相は私が家族を逃がそうとしているとは、考えてもいないようだ。

　衛兵が去ってから、私とディオは家族の牢に近付いた。

「お姉様、お父様、お兄様、大丈夫ですか？」

　声をかけると、今まで虚ろだったナタリアの目に光が宿った。

「ど、どうして……そんなバカな!?　なぜ帰って来たの!?　あなたは追放されたはずよ。早く！　早く、この国から去りなさい」

　鉄格子を掴み、必死で叫ぶナタリア。やがて、父ボイドと兄レイスもそれに気付き、私に話しかけてきた。

「ララ！　馬鹿者め！　なぜ来たのだ！……なぜ……」

「ここにいてはいけないんだ！　ララ！」

　切実な想い、叫びと涙。

　目の前の光景を見て、私は確信した。彼らの表情は、ファルナシオンを去る前の冷たく蔑さげすむものとは全く違い、私を心から心配する想いに溢れていたのである。

「やっぱり、そうだったのですね。最初は信じられませんでしたが、なにもかもディオの言う通りだった」

「なにを言っているの？　早く去りなさい！」

　ナタリアが言う。

「もうわかっているんです、お姉様。あなたたちが私を助けようとしたことも、閉じ込めて、聖女になるのを阻止しようとしたことも。全ては、聖女の運命を知っていたから、ですよね？」

「ち、違うわ」

「衛兵はいない。俺たち以外に聞いている者はいないから安心していい」

　背後からディオが言うと、ナタリアは声を荒らげた。

「安心なんて出来るものですか！　あなた誰よ？　どうでもいいからララを連れて国を出なさい！」

「やれやれ。変装も良し悪しだよな」

　呟くとディオは眼帯を取り、続いてウィッグも取る。隠していた金色の瞳と黒髪が眼前に晒されると、ナタリアたちは、驚愕の表情を浮かべた。

「王太子殿下!?　いえ、そんなまさか。彼は王妃様と共に死んだはず……」

「予見の魔法で未来を知り、逃げ延びた。母上もな。それから、辺境で潜みながら、宰相を倒す機会を待っていたんだ。そこにララがやって来て、俺たちは共に戦うことを誓った」

「おお、では……では……本当に殿下なのですね。ララが死ぬ未来は回避されたのでしょうか!?」

　ナタリアは鉄格子にめり込むようにして問いかけている。父も兄も同様だ。

「うん。今のところ予見では回避されている。だから、本当のことを言ってやってくれないか。君たちの口から、ララに」

　掴んでいた鉄格子から手を離し、ナタリアはストンと膝から崩れ落ちた。父ボイドは大きく息を吐き、兄レイスは口を押えて嗚咽を漏らす。三人は、なにかから解放されたような穏やかな顔で、私に向き直った。

「ララ、ごめんなさい。どんなに謝っても、あなたにしたことは許されないけれど、聞いてちょうだい。昔、殿下にあなたが聖女になることを知らされた私たちは愕然としたわ。カレリアス家には祝祭に関する手記が残っていたの。私たちの何代か前、聖女として生贄にされた女性の手記がね。彼女は転移魔法が使えたらしく、死の直前、手記をカレリアスの書庫に転移させた、それを発見したのがお父様よ」

「その手記で聖女の運命を知ったと。閉じ込めたのは聖女になるのを阻止するためですね？」

「ええ。閉じ込めたくはなかったわ。でも、カレリアス家は魔法使いの多い家系。いつの時代も、聖女候補を探すならまずはカレリアスから、と言われるほどにね。だから、あなたに絶対に注意が向かないように、心の病ということにして閉じ込めた。酷い家族よね」

　ナタリアは一度長く目を伏せ、そして、続けた。

「でも結局知られてしまった……だから、計画を変更して逃がすことにしたの。そのために更にあなたを傷付けることになってしまったけれど、仕方なかった。絶対に死なせたくはなかったから。私たちは……どんなに恨まれたって、代わりに死んだって構わない。あなただけは守りたかったのよ」

　ああ、そうか。部屋の出口にぞんざいに置かれた宝石、消えた監視人。全ては私を逃がすためにしたこと。少しずつ謎が解けていく。しかし、ここで最大の謎に直面したのだ。

「……どうしてそこまで私を守ろうとするのですか？　私のせいで母は死んだのですよ！　みんなの大切な人を奪ったのに！　どうして！」

　込み上げる気持ちを、必死で抑えようと思ったけど無理だった。

　私には、みんなの気持ちが理解出来ない。愛する人を奪った者を、どうして守ろうと思うのか。

　それが知りたかった。

「あなたが生まれた時、お母様は笑って言ったの。みんなでララを守って、それが私の最後の願い、と。あなたはお母様の希望、そして、私たちの希望でもあったのよ」

　ナタリアは笑った。私が一度も見たことない素敵な笑顔で笑った。父も兄も笑った。まるで愛おしいものを見るように笑ったのだ。

　君は確かに愛され守られていた、というディオの言葉が、頭の中を駆け巡る。

　何年も経って知った真実は、今までの悲しみや辛さを軽々と凌りょう駕がしていった。

「ありがとう、お父様、お兄様……そしてお姉様。私、カレリアス家に生まれてよかった。この喜びを存分に分かち合いたいところですが、時間がありません。ここから逃げる作戦を話しますね」

「逃げるのは無理よ。鍵はさっきの衛兵が宰相から借りていて、用が終わったらまた返すのよ。いつもは宰相が管理していて手が出せないの」

「鍵は、はい。これを持っていて下さい」

「えっ……あなた、これ……ふふ、そうだったわね」

　渡したものを見たナタリアはくすくすと笑った。

　案内してくれた衛兵は、腰に鍵を付けていた。私は後ろから牢の鍵を盗み見て、創造したのである。

「やっぱりあなたは特別ね。咄嗟にこれは思いつかないわ」

「特別ではありませんが……ありがとうございます。ええとそれから、鍵は渡しましたが、脱出するのは明日の祝祭……月蝕が始まってからです。当日、オットという私たちの仲間がここに来ます。脱出の道案内をしてくれるので彼に従って下さい」

「わかったわ」

　ナタリアは力強く頷くと、鉄格子から腕を伸ばし私の手を握った。父も兄も、それに倣うように手を重ねる。

「気を付けて。愛する妹よ。明日、月が顔を出したらその時は、思い切り抱き締めさせてね」

「はい、お姉様。みんなも無事に脱出して下さい」

　そうして、私とディオは外で待つ衛兵の元に戻った。




　部屋に戻ると、至れり尽くせりの豪華な昼食がテーブルに並べられていた。

　明日の夜までの命だから、好きなだけ食べろ、ということかしら？　少し複雑な気持ちになったけど、いい感じにお腹が空いていたので、遠慮なく頂いておいた。

　それから少しお昼寝をして、部屋で日課の筋トレをする。いつものスクワットや腹筋にヨガをプラスすると、興味津々で見ていたディオが加わった。

　どこにいても出来るだけルーティンを崩さないというのが私の身上である。

　たとえ、もうすぐ世紀の大決戦が繰り広げられるとしても、体は整えておいた方がいい。

　そうすることによって、いつもと同じ、またはそれ以上の力を発揮することが出来る……はずだ。

　夕食時、食事を運んで来る侍女と共に宰相が現れた。

　そして、来なくていいのにアンセルも来た。朝方「時間を作れ」と言った件を、宰相は律儀に守ったようで、ここで一緒に夕食を取ると言う。

　悪魔のくせに約束は守るのね。

　あまりにも長く人間に憑依しすぎて、悪魔らしさが減退した？　なら、そろそろ魔王復活も諦めればいいのに、なんてことを考えながら、アンセルの実につまらない自慢話から気を逸らした。

　拷問ともいえるアンセルとの夕食会が終わり、私はソファーに座り込んだ。

　最後の晩餐らしく、とても豪華な夕食だったのに、残念ながら味を全く覚えていない。

　全部アンセルのせいだ……と苦々しく思いつつ、最近食べた美味しいものを想像して気を紛らわす。

　すぐ思い浮かんだのは、ソラスで食べたピヨルと、グリーランドの釣りたての焼き魚だ。

　思い出すと、無性に食べたくなった。

「焼き魚が食べたいですねぇ。釣りたてを炭火で焼いて……ああ、かぶりつきたい」

　夢見るように言うと、扉付近で警戒していたディオが言った。

「俺も思い出していた。川魚、たくさん釣ったよな？　帰ったら真っ先に食おう！」

　寝るまでのひと時。グリーランドを思いながらディオと語り合った。

　水耕栽培を増やし、温泉施設を整え、大自然の中で優雅に暮らす。それは、考えただけで心躍る夢だ。その夢を叶えるために、明日悪魔を倒す。

　私とディオは、夜空を見上げ、決意を新たにした。




「では、あとでお迎えに上がります」

　夕食が終わると、宰相が言った。

　とうとう月蝕の夜がやって来た。

　月蝕は今夜夜中過ぎから始まり、およそ二十分でまた姿を現す。それはフェイロンが導き出した計算によるものだ。ファルナシオンも星見の塔から暦を買っているらしいけど、その暦に時間までは書いていない。フェイロンがくれた特別版を持っている私たちの方が、時間を知っているだけ有利である。

　二十分。その間に悪魔を倒し、魔王復活を阻止すれば、勝ちなのである。

　宰相が去ったのを確認したディオは、徐に耳に手を当てた。

　グリーランドで決戦の準備をしている時、ブラックライトともうひとつ、便利なものを創造した。

　分断された仲間と、簡単に連絡を取れるもの。トランシーバーである。大型のものをイメージしがちだけど、最新式はかなり小型で高性能のものが普及している。イベントなどでも用いられるものは広範囲で受信が出来るためとても便利なのだ。

「……よし。わかった。そのまま待機」

　ディオの耳には小型のインカムが付いている。実はここに来る時も付けていたのだけど、アクセサリーだと思い宰相も誰も気が付かなかったのだ。それが、通信通話ツールだなんて思う人間は（悪魔含む）ひとりもいないだろう。

「サイクスとライルが、最後の民の避難を確認したそうだ。ゼクスは星見の塔の私兵と王都近郊で待機している」

「順調ですね。オットも王宮に潜入したのですよね」

「ああ。ウーノもガノンたちと合流し、騎士団に紛れて王宮外門にいるらしい。いつでも動けると連絡があった」

　ウーノたちにとって、王宮は庭のようなもの。どこからでも侵入出来るし、潜伏出来る場所もわかっている。オットに家族の救出を任せたのも、彼が王宮内を知り尽くしているからだった。

「そうですか。あとは祝祭の行われる北の祭壇へ、月蝕が始まるまでに合流すれば完璧ですね」

「北の祭壇か……魔王が封印された場所だな。祝祭以外では出入り禁止で、中を知る人間はほとんどいない。俺ですら見たことがないからな。多少不利ではある」

「未知の世界ですね。入れるのは宰相と私……王族であるアンセルは入るのでしょうか？」

「さあ。だが、俺なら入れないな。あいつがいると計画が台無しになりそうだ」

　ディオは苦虫を潰したような顔をした。

　夕食時、やたら私の側に来たがるアンセルを、あの手この手で止めていたから、ディオは相当イライラしている。計画を台無しにしてくれるなら、その方がよいのでは？とも思うけど、こちらの計画も潰されそうなので、やはり彼にはご遠慮願おう。

「まあ、アンセルのことは、存在自体を忘れましょう。不快ですからね」

「そうだな。それがいい」

　ディオは機嫌を直して、武器の手入れを始めた。私は衣服のあらゆるところに忍ばせた宝石を確認し、スピネとムーンを呼び出した。彼らにも、宝石を持っていてもらおうと思ったからだ。万が一に備えて、いろんな場所に分散させ勝機を見出す……という作戦である。

　そして、準備万端で待っていると、やがて侍女が呼びに来た。

　外の月は、端の方が欠け始め、いびつな形になっている。

　とうとう月蝕が始まったのだ。

　北の祭壇まで案内されると、私は中へ、ディオは外で待つように言われ素直にそれに従う。

　祭壇は丸い円柱が並ぶギリシャ風の建物で、中央まで行くと床に大きな魔法陣が刻まれていた。

　大昔、封じられたという魔王。この下に、かの魔王が封印されているのだ。

「ようこそ。聖女ララ様」

　黒く長いローブを着て、不気味に微笑む宰相は、昼間とは全く別人に見えた。普段は平静を装っていても、願いが叶うとわかれば本性が出る。宰相ネビロス、いや悪魔ネビロスは、もう自分を偽る必要がない、と確信しているのだろう。

「どうぞ、こちらへ」

　促されるまま、ゆっくり近付く。そこは魔法陣の真上だ。よく見ると床にうっすらと黒い染みがある。何度洗っても取れなかったのだろうか……。ここで死を迎えた歴代の聖女たちの悲しみの痕。なにも知らないまま死んでいった彼女たちを思うと、胸が焼けるように痛んだ。

「ファルナシオンの繁栄のため……ひざまずき、祈りを捧げて下さい」

「……そうやってみんなを騙してきたんですか」

「どういうことでしょう？」

　ネビロスは怪訝な顔をした。

「……歴代の聖女さんたちは素直で優しいから、祈りを捧げろと言われればすぐに従ったのでしょうね。それが、命を落とすことになるとは思いもせずに」

「ララ様。お話は結構。ひざまずいて祈りを！」

「いいえ。お話しましょう、悪魔ネビロス。あなたの罪について、じっくりと」

「……は？　なんですか悪魔とは。そんなものの存在を信じているとは。やはりあなたは心の病なのですかな？」

　真実を言われ、ネビロスは本性を現し始めた。だけど、姿は変わらない。

　グリーランドでの作戦会議の折、悪魔についての考察をした。唯一悪魔退治の場面を見ているディオが言ったのは、本来の姿に戻らないと悪魔は完全に消滅しない、ということ。宰相の体から出て、本来の姿に戻さなければ、退治出来ないのである。

「人のふりをしても無駄ですよ。あなたの正体は知っています。見た人がいるのです」

「ほう！　どこのペテン師でしょう？　お会いしたいものですが」

「では、お望み通り会ってやろう。ネビロス」

　せせら笑っていたネビロスは、声の主の方を見た。入口の扉から、悠然と歩いて来るのは変装を解いたディオ。

　その姿を見て、ネビロスの表情がだんだんと驚愕に変わっていく。それを、私は瞬きもせず眺めていた。

「はは……誰ですか？　どこかでお会いしましたかな？」

「会ったよ。この王宮で。ご丁寧に焼き殺そうとしてくれたじゃないか」

「亡霊、か？　不思議なこともあるものよ。月の魔力に感化され迷い出たか」

「残念。生きているんだよ。ファルナシオン王太子、ディオハルトは死んでいない。貴様に復讐する機会をずっと待っていたのだ」

　ディオがスッと剣を抜くと、ネビロスはさっと後退する。

　臨場感溢れる緊張の中、私は、戦いとは別のある大事なことを考えていた。

「ディオ」という名前を、どこかで「見た」ことがあると思っていた。その時は思い出せなかったけど、今、本名を聞いて唐突に頭に浮かんだのだ。

　それは「悠久のファルナシオン」の登場人物のページ。

　王太子「ディオハルト」の名前は、死んだにもかかわらず、登場人物リストの最初に記載されていた。

　それが指し示すことはひとつ。

　ファルナシオン王太子・ディオハルトは、本作における最重要人物。おそらく、ヒーローである。

　更に言えば、この手の話でヒーローは九割方勝つ。作者の性格がよほどねじれていない限り。

「く、くくくっ。ふふ……はは、ははははははは。やはり死に損ないの亡霊ではないか！　お前如きになにが出来る？　大人しく隠れていればよいものを、余程父親の元に行きたいらしいな。残念だが、こちらは聖女を屠ほふれば勝ちなのだ。ただそれだけでよい」

　ネビロスは、驚くべき速さで私に突進してきた。手には三日月型に反り返った短刀を握り締めている。

　聖女の首を切り、それでお終いというわけ？　そんな結末つまらないでしょ？　私が面白く書き換えてあげるわ！

「守護獣たち！　悪魔を撃退せよ！」

　すると、スピネとムーン、アメちゃんが瞬時に姿を現した。スピネが鋭い爪で短刀を防ぎ、ムーンが翼でネビロスの視界を奪う。その隙にアメちゃんは私とディオを乗せ舞い上がる。

　そして、祭壇の天井を必殺火炎砲でぶち抜くと暗黒の空へと高度を上げた。

「ドラゴン……ドラゴンだと!?　そんなはずは……くそ、おのれ……おのれおのれおのれ！　許さぬぞ！　我が宿願はここで果たす！」

　そう叫ぶと、ネビロスは黒いローブを翻し、すうーっと宙に浮く。人の言葉ではない不気味な韻の呪文を唱えると、地面から湧き出てくるなにかが見えた。

「暗くてよく見えないな」

　ディオが呟いた。月蝕は四分の三くらいまで進行している。明かりのない状態では、敵の姿を確認しにくい。

　あ！そうだ。投光器を創って照らせばいい。野球場のナイターで使うような強力なものなら、広範囲に照らせるはずだ。

　すぐに宝石を取り出すと、魔法を使い投光器を作成する。手に持つタイプの小さいものだったけど、効果は抜群だった。投光器は祭壇周辺を煌々と照らし、地面から湧き出た魔物の姿を映し出した。

「スケルトン!?　ディオ、あれはスケルトンですよ！」

　出た、ファンタジーにありがちな骸骨モンスター。アンデッドと言えばスケルトンというほどの有名どころである。

「アンデッドか。殺しても死なない魔物だな。それが何十体もいる。でも、あいつは飛べないだろ？　ここまでは来られないよな」

「ええ。そのはずですが……ん？」

　ふとネビロスを見ると、また呪文を唱えている。もっとスケルトンを出すつもりかなと思ったけど、出て来たのは違うものだった。

　暗黒の空に浮かんだ無数の球体から出て来たのは、羽のある魔物。グリーランドで見た魔物と同じような有翼の使い魔だけど、体は二回りほど大きく顔も怖い。

　どうみても強化版である。

「そうきたか。地に降りても、空を飛んでも狙ってくる。どこにも逃げ場はないぞ、と言いたいようだ」

「ええ。でも、逃げたりしませんけどね」

「その通り！　地上はウーノやガノンたちに任せて、俺たちは羽のある魔物を担当しよう」

「はい！　じゃあアメちゃん敵の攻撃をかわしつつ……アメちゃん？」

　作戦を伝えようとすると、なぜかアメちゃんは小刻みに震えていた。その視線はネビロスに向いている。

「どうしたの？」

「あいつよ……あいつ。暗くてよく見えなかったけど、洞窟に来て私を水晶に変えたのは、あの悪魔よっ！」

「ネビロスが!?」

　驚いた。まさか、ネビロスとアメちゃんにそんな因縁があるなんて考えもしなかった。

　でも、なんでネビロスはわざわざドラゴンの洞窟に赴き、最後のドラゴンであるアメちゃんを水晶に変えたのだろう。暫く考えて、ある可能性が頭に浮かんだ。

　邪魔だったから……じゃないかな？　ネビロスの使い魔はアメちゃんの火炎砲であっさり焼かれた。

　ドラゴンの吐く炎が魔物の弱点だとすれば、天敵を始末しに洞窟に赴くという理由も納得出来る。

「アメちゃん、羽のある魔物に火炎砲を撃ってみて？」

「え？　う、うん。わかった」

　そう言うとアメちゃんは大きく息を吸い、攻撃の隙を狙っている羽のある魔物をロックオンした。

　直後、赤い炎が渦を巻き火炎砲が夜空を染める。魔物はひらりと避けたけど、羽に炎が当たった。

　すると、炎は羽から全身へと広がり、あっという間に魔物を包む。アメちゃんの炎に焼かれた魔物は断末魔をあげながら墜落した。

「ドラゴンの炎は有効ということか」

「そうみたいです。アメちゃん、どんどんやっつけよう！　ネビロスへの恨みをここではらそうよ」

「うん！　俄然やる気が湧いてきたー！　覚悟しろ、悪い奴！　全部燃やしてやるんだから」

　やる気になったアメちゃんの火炎砲は、空飛ぶ魔物を確実に減らしていった。ネビロスも呪文を唱え魔物を生み出しているけど、火炎砲には追い付かない。敗色濃厚とみたのか、そのうちネビロスは呪文をやめた。

　地上のスケルトンはどうなっているだろう。

　私とディオは空から、地上のウーノたちを探した。

　うじゃうじゃといるスケルトンの大軍の中に、ぽっかりとひとつ円がある。投光器で照らしてみると、ウーノやガノンたちが円陣を組み、ブラックライトを手にスケルトンを消滅させていた。

「効いてる！　やっぱりアンデッドは太陽光に弱かったのですね」

「さすがララ。俺の予見の魔法も形無しだな。じゃあ、俺たちも加勢するか」

「はい！」

　アメちゃんの背から、ブラックライトを照射すると、スケルトンが灰になって霧散する。強力なブラックライトだけあって威力は抜群。あれだけ多くいたスケルトン部隊は、あっという間に半分になり、四分の一になり、やがて一体もいなくなってしまった。

　祭壇の上に残ったのは、もうネビロスだけだ。

「神域に達する聖女……まさか、これほどまでに桁外れな力を持つとは。これならば……エゼルギウス様も……お目覚めに……うっ」

　なんだかネビロスの様子がおかしい。いきなり胸を押さえ、口に手を当てると、ゴホゴホと咳き込み出す。

　なにがあったのだろう？　誰もが呆然と眺めているとディオが言った。

「予見の映像でもこれを見た。ネビロスの……いや憑依している宰相の体が、限界を迎えたんだ。そのうち、アンセルに宿替えをするつもりだったのだろうが、魔法の多用で死期が早まったようだな」

「では、そろそろ本性を現すのでしょうか」

「ああ、間違いない……っと、見ろ！　始まったぞ」

　ディオの指差す先には崩れ落ちる宰相の姿。魔法陣の上にぱたりと倒れた宰相は、そのまま動かなくなり、一時静寂が王宮を包む。

　しかし、次の瞬間、宰相の体から黒い霧が出て、スッと上空へ移動する。霧は大きな球体に変化し、その姿をどんどん膨らませてゆく。羽のある魔物が生まれた時と似ているけれど、それよりも遥かに禍々しい気がした。

「ディオ！　これが本体ですか？」

「いや、まだ姿が変化していない。真の姿はもっとおぞましい」

「では、その本体の悪魔を倒せば終わりですね！」

「ああ！　ララ、槍を頼む！」

　ん？　と首を傾げた私は、ディオの驚きの表情を見た。

　槍？　槍……あれ、そういえば槍で悪魔を刺してとどめを刺すんだっけ？　その槍は一体どこにあるの!?

「槍……私、どこから持って来ていましたか？　えーっと、創造してました？　あれ？」

「予見の映像では、すでに持っていた。創造したかどうかはわからない」

　ディオは呆然としたまま言った。

　このまま、私が槍を出せなければ、未来はバッドエンドになるのだろう。なんとかしなければと、焦れば焦るほど考えは纏まらず、もどかしさだけが募る。

　落ち着いて。創造をすればきっと……。

「ララ様。お待たせしました」

「え？　ムーン？　どうしたの？」

　バサバサっと大きな翼をはばたかせ、ムーンは私の肩に止まる。

「どうしたの、とは呑気なこと。あの悪魔めを倒す槍がやって来たというのに」

「槍！　どこ？　どこにあるの!?　早く出して」

「ホホホ、またお忘れの様子。ではご説明させていただきます。ララ様は私とスピネを創造する時、こう願われました。雄々しい黒狼。なににも染まらぬ漆黒はあらゆる魔を寄せ付けない『盾』となる。全知の白梟。夜の闇を切り裂く白き翼は、邪悪を滅する『槍』となる、と」

「盾と槍！　え、それじゃあ……」

　そんなことすっかり忘れていた。出来るだけ強い特性を、と思いつく限りのものを創造したけれど、それがこの場面で生きるなんて、誰が予想するだろう。

「なるほどな。そういうことだったか。知らず知らずのうちに創造していたとはね。もうこうなると、運命だとしか思えない。世界が君に、悪魔を倒せと言っているようだ」

　ディオは感嘆し、私は驚きのあまり言葉を失った。

　が、しかし。呆然としている場合ではないことに気付く。悪魔の球体は膨れ上がり、今にも外に飛び出しそうだったのだ。

　私はアメちゃんに頼み、地上にいたスピネを回収した。

　そして、改めてムーンとスピネにお願いした。

「ふたりとも、力を貸して！　私に悪魔を倒す力を！」

「主殿、我らに頭を下げる必要などない」

「そうですとも。私どもはララ様をお守りすることが使命。それが至上の喜びなのです」

　スピネとムーンは力強く頷き、姿を変化させた。スピネは重厚で漆黒のラウンドシールドに。ムーンは柄の部分も穂の部分も純白の美しい槍に。それぞれ神聖な気を纏い輝いていた。

　槍も盾も扱ったことはない。使い方すら知らない。でも、不思議となにも怖くなかった。まるで、毎日使うもののように体が使い方をわかっていた。

　私は彼らを装備して、ネビロスが本性を現すのを待った。

「来るぞ、ドラゴン。距離を取れ」

「了解っ」

　ディオの言葉にアメちゃんが素早く動く。すると、その直後球体がはじけ、悪魔ネビロスが出て来た。

　黒い体に腕が六本、脚が二本。大きな翼を四枚持ち、頭には二本の角がある。口は耳まで裂けて大きな牙が見え隠れし、三つある目のひとつは額に付いていた。

「これが……悪魔ネビロス……」

　大きく禍々しい姿に絶句した。こんなものが、ずっとファルナシオンに巣くっていて、魔王復活を目論んでいたなんて、考えるだけでも恐ろしい。でも、その恐ろしいものにこれから挑まなくてはならないのだ。

「ああ、月蝕が終わる！　なんとかせねば」

　上空を見てネビロスは叫んだ。

　月はもう半分ほど顔を出し、元の姿に戻ろうとしている。魔王復活のタイムリミットは五分もない。五分で私を生贄に捧げなければネビロスの野望は潰え、また誰かに憑依するだろう。

　この機会を逃してはいけない、と心が叫んだ。

「真っ直ぐ飛んで、アメちゃん！　ネビロスに向かって！」

「え!?　真っ直ぐだとぶつかっちゃうよ！」

「大丈夫信じて」

「……うん。信じる！　ようしっ、しっかり掴まっていてね！」

　アメちゃんは私とディオを乗せて、ネビロスに突撃した。

「愚かな。自ら生贄になりに来るか。どんな武器でも、私に傷を付けることは出来ないぞ」

　ネビロスは私たちの行く手を阻むように、使い魔を数体出してきて邪魔をする。それをスピネの盾と、アメちゃんの火炎砲で浄化すると、私は槍を構えた。

「うまく投げられないかも」

　一瞬の弱音を、ディオが優しくカバーした。

「俺が支える。思い切って投げろ」

　長い柄を、安定するようディオが支える。それにより、うまく狙いが定まった。

　使い魔を失い、今やネビロスの懐はがら空きだ。その悪魔の体に向けて、渾身の力で槍を投げた。
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　軌道はバッチリ、勢いもある。背負った思いの全てが詰まった槍は、ネビロスの胸を貫き、軌道を変えて私の手元に戻って来た。

　ネビロスはなにが起こったのかわからないように胸を押さえ、自身の体の裂け目に気付くと咆哮をあげた。

「うおおおおおおおおお。私の！　私の体に傷が！　馬鹿な、そんな……そんな……」

　裂け目からシュウシュウと空気が漏れるような音がした。

　黒いゴム風船がしぼむように、ネビロスの体は小さくなり、声も細くなっていく。

「終わりだ。魔王は二度と目覚めない。そして、お前も二度とこの世に現れない」

「エ……ゼ、ル、ギ……ウスさ……」

　悪魔はディオの言葉を聞きながら、最後に魔王の名前を呼び消えた。

　彼にも彼の忠義があったのかもしれない。だけどそれを憐れんだりはしない。ネビロスは無垢な人たちを犠牲にしすぎた。聖女たちのため、憑依され自分を失った名も知らぬ人々のために、私は心からの祈りを捧げた。

「ララ。お疲れ」

「ディオもお疲れ様でした。あ、月蝕が終わりましたね」

　見上げた月は、金色の大きな丸い顔をこちらに向けている。もう次の月蝕が来ても、誰も悲しまなくて済む、そう思うと自然と頬が緩んだ。

「見ろ、下でウーノたちが呼んでいる」

「本当ですね。じゃあ、降りましょうか」

　降下すると、ウーノやガノン、サイクスたちが集まって来た。

　みんなの表情は明るくて、達成感に満ちた目をしている。その中にはオットに助け出された家族もいて、私はナタリアと抱き合って再会を喜んだ。

　盾と槍に姿を変えていたスピネとムーンも、早々に変身を解き地上に舞い戻って来た。最終決戦最大の立役者は、みんなの褒め殺しに面食らっている様子だ。

「そういえばアンセルはどうしたのでしょう？　全く姿を見ませんけど」

　王宮の一角がこんなに騒がしくなっているのに、気付かないはずはないのだけど……。

　すると、オットが楽しそうに言った。

「牢からカレリアス家のみなさんを救い出している時、偶然居合わせましてね。大声をあげられそうになったところをナタリア嬢がぶん殴って気絶させたのです」

「ええっ！　お姉様が!?」

　驚く私を見て、ナタリアは恥ずかしそうに微笑んだ。

「で、今どこに？」

「起きて騒がれても面倒なので、牢に入れておきました」

　それを聞いて全員が「グッジョブ！」と、思ったことは間違いない。なんなら、もう一生牢に入っていた方が世の中平和になるんじゃないかな、とちょっと思っている。

　全員の笑いが収まり切らないタイミングで、ゼクスが言った。

「ディオ様、宮様とのあの話は、やはりそのままで？」

「構わない。約束を違えるつもりはさらさらないよ」

「なんの話ですか？」

　ふたりがとても軽妙に話しているので、私も気軽に尋ねてみた。

「ああ、グリーランド以外のファルナシオンの領地を、ソラスに委ねるって話だよ」

「へえ、そうなんで……ええ!?」

　国の重大事を、そんな軽いテンションで話さないで欲しい。今晩の夕飯の話じゃないんだから、と軽くディオを睨んだ。どうやらウーノたちは知っていたらしく全然驚いていない。驚いているのは私の家族とガノンたちだ。

「ど、どうしてそういう話に？」

「この計画を立てた時からそう決めていた。俺にはいろいろ見えてしまうから、大きな国の隅々まで見るのは難しい。狭い集落で気楽に生きるのが似合っているんだ。それに、フェイロンはファルナシオンを属国でなく自治区として見守ると約束してくれた。いずれファルナシオンの中から、民に選ばれた代表者が出たら、その者に主権を譲渡するそうだ。俺の選択は間違っているかな？」

　ディオは真っ直ぐな瞳で私に問いかけた。

　確かにあのフェイロンなら、うまくやるだろう。

　気難しくて厄介だけど、実は視野が広く頭のいい彼なら、ファルナシオンをちゃんと導いてくれそうだ。

　それに、気楽に生きたいとか言っているけど、ディオにはちゃんと見えているのだ。

　決断した未来の先に、新しいファルナシオンのよりよい姿があることを。

「間違っていないと思います。でもひとつだけいいですか？」

「なに？」

「未来になにが見えたとしても、きちんと言って下さい。私、ディオの秘密主義のおかげで、混乱したり驚いたり、そりゃあもう散々な目に遭ったんですからっ」

「うっ……それは、その……返す言葉もない」

　ディオがしおらしくなる様子にみんなが笑った。

　いつもなにかを抱えてひとりで戦っている、そんな彼の支えになりたい。

　本当はそう言いたかった。でもそれは、次の機会にしよう。

　今は一刻も早くグリーランドに戻って、ヘンルーダたちに全てを語って聞かせたいと思っていた。










エピローグ




　辺境グリーランド村。

　ファルナシオンがソラスの領土になってから、グリーランドはそう呼ばれるようになっていた。

　フェイロンの計らいで、グリーランドは特別区のようなものになり、どこの国にも属さず、どこの国とも争わない「中立国」として存在している。

　あの月蝕の夜から、グリーランドは少しずつ変化している。

　まず、人口が増加したこと。

　ガノンたち騎士団とカレリアス家が移住してきたのだ。

　ガノンはソラス正規兵への登用を断り、ディオとヘンルーダ、ファルナシオン最後の王家と共に生きる道を選んだ。それに他の騎士たちも追随したのである。

　カレリアス家も同様に、私がいるグリーランドに住むことを選んだ。

　それは、失くした年月を取り戻したいという家族の後悔の証である。私は家族の本当の気持ちを知った時から、とうにみんなを許している。それでも、彼らにとっては、幼い私の心に深い傷を残したと思ったようで、なんとか償いたいと考えたようだ。

　自らの意志で移住する者もいれば、そうじゃない者もいる。

　ソラス側が一番困ったのは、王子アンセルの処遇だ。

　自分が知らない間に国が無くなり、ソラスに占領されていたと知ったアンセルは、情けなくも大声で泣き喚いたらしい。

　困ったソラス王は、星見の塔のフェイロンに相談した。すると彼は、星見の塔に連れて来いと、言ったそうだ。

　わけもわからず連れていかれたアンセルは、星見の塔に放り込まれ、あの鬼のように忙しい部署で、日夜、雑用をして過ごしているという。

　彼にはもう、帰る国もなく、守ってくれる者もいない。

　でもそうなってこそ初めて、人は優しさを知るのだと思う。私がそうだったように、アンセルも光を見出すことが出来ますように。

　と、願わずにはいられない。




　人も増え、新たな出発をしたグリーランドでは、今日新たな施設が稼働する。

　建設途中だった温泉施設が完成したのだ。

　前よりも規模を拡大して男湯と女湯に分け、簡易テントで覆っていただけの外壁を、きちんと木材で造り屋根を付けた。ついでにサウナも併設して、みんなが寛げるように、ごろ寝ゾーンも確保した。

　あれもこれもと付けていくと、建物はだんだんと大きくなり、結局、複合型温泉リゾートが完成したのである。

「温泉温泉ー。あー楽しみだわー」

　マイアが夢見るように呟くと、

「おんしぇんおんしぇん、あーたのちみー」

　サーシャが可愛く繰り返す。

　温泉施設ロビーは利用客でいっぱいだ。

　とにかくお湯に浸かりたいマイアは温泉に、ウーノはサウナに。

　グレイスはなぜか温泉に入る前にごろ寝ゾーンで転がっていて、ヘンルーダはマッサージチェアで歓喜の叫びをあげている。みんなそれぞれの楽しみ方で温泉を満喫している。私も温泉に浸かろうかな、と考えていると、後ろから特徴のある大声が聞こえた。

「ララ！　来てやったぜ」

「あ、宮様！　いらっしゃいませ。アルメイダさんもようこそ！」

　実は初稼働に当たって、フェイロンたちを招いていた。

　今回はフェイロンの助けなしでは無理だったことが多い。

　ファルナシオンの人々の移動や、暦の特別版の作成。

　その上、ファルナシオン北の祭壇、魔王封印の魔法陣を、誰の目にも触れないように大岩で塞いでくれたのだ。大岩にはソラスの祈祷師による封印の呪法を施し、ファルナシオンの封印と重ね掛けすることにより、以前より格段に強固なものとなっている。

　そのお礼に、招こうとディオと決めたのだった。

「申し訳ありません、私まで。遠慮したのですが、フェイロン様がひとりでは心許ないようで」

「は？　そんなことねえよ。全然平気だよ」

　強がるフェイロンに、淡々としたアルメイダ。フェイロンと付き合いが長い彼女は、扱い方も超絶うまい。

「それは失礼いたしました。で、ララ様、温泉なるものはどちらに？　聞くところによると、浸かると玉のような肌になるとか」

「そうなんです！　一度試しで浸かってみたら、もうツヤツヤのツルツル。疲れも取れて最高ですよ」

「まあ！　それはすぐに浸からなくては！」

「なんだよ、お前そんなに肌が気になるのか？」

　フェイロンがアルメイダに尋ねた。

「ええ。どこかの誰かさんが我儘を言うから、イライラして肌が荒れるんですよ」

「それ、わたしのことではないだろうな……」

　恐々と尋ねるフェイロンに、アルメイダは冷ややかに微笑んだ。

　十中八九そうだと思うよ。

　星見の塔では、今、アンセルも預かってくれている。宮様に加えて、アンセルも指導しているなら、アルメイダの苦労は相当なものだろう。疲労も溜まるに違いない。

　今日は温泉に浸かってゆっくりしていってもらおう。

「ではおふたりとも中へどうぞ。宮様は左、青い暖簾が掛かっている部屋へ、アルメイダさんは赤い暖簾の掛かった部屋へ入って下さい。手ぬぐいや桶は中にありますので、好きに使って下さいね」

「おう。ありがとな。あ、そうだ、自転車専用の道も出来たって聞いたぜ？　あとで走ってみてもいいか？」

「さすが宮様、お耳が早い！　どうぞどうぞ、好きなだけ爆走しちゃって下さい」

　そう言うと、フェイロンはご機嫌で男湯に消えた。

「ララ様、ありがとうございます」

「え？　なにがですか？」

「外に出るのを好まなかったフェイロン様が、今では自ら外出しようとなさいます。それもこれも、ララ様が自転車を創って下さったおかげ。感謝しております」

　アルメイダは深々と頭を下げた。

「いえいえ、そんな。頭を上げて下さい！　私も自転車愛好家が身近に増えて嬉しいですしね。アルメイダさんも一台いかがです？」

「えっ……私、運動音痴なのですが、乗れますか？」

「それはあまり関係ないので大丈夫です！　自転車は勢いが大切、勇気を出して大きく踏み込めばなんとかなります！」

「そ、そうなのですね、では、お願いしてもよろしいですか？　出来たらフェイロン様と色違いのものを……」

　恥ずかしそうにお願いするアルメイダに、私は萌えた。キリリとした美女もいいけど、もそもそと頬を染める美女もなかなかよい。

「いいですよ。じゃあ、創っておきます。どうぞ、宮様とサイクリングをお楽しみ下さい」

　どんと胸を叩くと、アルメイダはとても嬉しそうに頷いて女湯に入って行った。

　ディオが緑でフェイロンが黄色。私の愛機がシルバーなので、アルメイダは情熱の赤にしておくかな。きっと美人な彼女に似合うと思う。

　ポケットに詰めた宝石を取り出し、創造魔法を使う。そして、赤色の自転車を創り出し、そっとロビーの脇に置いて「アルメイダ」という名札を付けておいた。

　それから私は、ディオを探して温泉施設を出た。

　せっかくの温泉初稼働だというのに、肝心の「お頭」がいない。なぜかディオの姿を朝から見ていないのだ。

　ログハウスを見て、井戸の洗濯場を探し、裏の小川も探した。水耕栽培の様子を見に行ったのかなと思ったけど、そこにもいない。自転車に乗っているのかもしれない、とサイクリングロードの方も見たけど、ディオはいなかった。

　あと、居住区で探していないのは崖の上だけ。

　月の出ている夜以外にディオがいるとは考えにくかったけど、一応行ってみることにした。

「あっ、いた！　ディオ！」

　いつもの大きな岩に、ディオは腰掛けていた。月ではなく、太陽を見つめる姿はとても新鮮である。

　月明かりもいいけど、陽光も似合うなと思いながら私は彼に近付いた。

「もう！　探しましたよ？　宮様とアルメイダさんも到着して、今温泉に入っています」

「そう。また騒がしかっただろうね」

「はい、相変わらず」

　そう答えると、ディオの隣に座った。

　最近ディオは、なにかを考え込んでいる時間が増えた。気になる予見でも見たのだろうか。

　でも、それなら絶対、私やみんなに相談するはずだ。だって、あの月蝕の夜、そう約束したのだから。

　それに、考え込むディオは難しい顔をしていない。どこかわくわくするような、輝く瞳をしているのだ。

「ララ。ずっと考えていたんだけど……」

　ん？　とうとう言う気になったのかな。

　心を決めたようなディオの表情を見て、私も聞く態勢を整える。

「はい。なんでしょう」

「……旅に出ようと思う」

「旅、ですか……」

　思いがけない告白だった。

　だけど、考えられない答えじゃない。ずっとグリーランドで潜伏生活をしていたディオが、全てが終わって世界を見たいと思うのはごく自然なことだ。

「素敵ですね。今まで動けなかった分、大きな世界を存分に旅するの、いいと思います」

「うん。グリーランドはとても住みやすくなった。もう俺が心配する必要はないだろう。だから、今、世界を見て見聞を広めたい」

　語るディオの目はキラキラと輝いていた。彼の心はもう世界に向いていて、ここではないどこかにある。

　そう思うと、少しだけ……いや、かなり寂しくなった。

　でも、そんなことは言わない。ディオの新たな旅路を邪魔したくないから。

「はい。グリーランドは私たちに任せて下さい。ディオが帰って来るまでしっかり守りますから」

「一緒に行かないか？」

「え？……えっ？　一緒に!?」

　予期しない提案に、一瞬頭が真っ白になった。

　一緒に……ディオと一緒に……私が？

　何度も何度も反芻して、心の中で繰り返す。旅にはとても興味がある。でも、私が付いて行っていいものだろうか。

「世界にはもっと珍しい鉱石や宝石があるはずだ。それを使って創造してみたいと思わないか？　君にとっても俺にとっても、いい経験になると思うんだ」

「興味は、あります。でも、私がいない方が自由に動けるんじゃないですか？」

　足手纏いになるのは嫌だ。男ひとりの方がなにかと動きやすいだろうし、気を遣わせてしまうかもしれない。

「俺はね、君と旅に出たいんだ。君と世界を見て、共に感動し、共に笑い、時に泣いて、いろんなものを共有したい」

　ディオはとても真剣に言った。

　そのセリフはまるで愛の囁きのようで、私は気恥ずかしくなった。

「そ、そうですか。ディオがそう言ってくれるなら、私も同行したいです。広い世界を見て、いろんな人に出会いたい」

「よし！　じゃあ、行こう」

　立ち上がったディオは、颯爽と私に手を差し伸べた。

　その手を取って立ち上がると、気持ちのいい風が頬をすり抜けてゆく。

「ディオ、この旅の未来は見えますか？　楽しいものになりそうですか？」

　尋ねると、ディオは目を細めた。

「見える未来はひとつだけ。でも、すまない。なんでも言うって約束したけど、今伝えることは出来ないんだ。未来はとても変わりやすいから」

「ふふ。仕方ないですね、わかりました。ディオはその未来を変えたくないんですね」

　柔らかく頷くディオに、同じように微笑み返す。

　彼の見た未来はきっと、幸せな結末を示すもの、なのだろう。

　輝く未来が、私たちを待っている。

「悠久のファルナシオン」は終幕を迎えたけれど、私とディオの物語は、ここグリーランドを起点にして新たに始まるのだ。


ＦⅠＮ












あとがき




　アウトドアが楽しい季節となりましたが、みなさまいかがお過ごしでしょうか、藤実花です。

　まずは「出ていけ偽聖女と追放されたので、創造魔法で辺境ライフを楽しみます！～今さらひざまずいて祈れと言われても知りません～」をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　まさか、二冊目を出版出来るなんて考えてもおらず、この状況が未だに信じられずにいます。

　それもこれも、読者様のおかげです。書くことでしか恩返し出来ないので、これからも楽しんでもらえる物語を書いていきたいと思っております。

　いきなり締めの言葉のようになってしまいましたが、あとがきはここからが本番です！

　この書籍が発売になるのは、夏。夏といえばキャンプ。キャンプといえば山。

　グリーランドという山の中腹にある集落が舞台の作品なのですが、最初は山を舞台にしようとは考えていませんでした。

　しかし道中で、ララがソロキャンプを始めてしまったので、こうなったらもう、山に行くしかない、アウトドアライフを満喫するしかない、と思ったのです。

　キャンプセットを創ったり、釣りをしたり、火を起こしてバーベキューをしたり。アウトドアの楽しいところを前面に出していこうと書き進めていきました。

　ここまで書くと、無類のキャンプ好き＆アウトドア好きに見えるかもしれませんが、実は私、夏のキャンプには数えるほどしか行ったことがないのです。スノーボードをするので、冬の山には結構行くのですけどね。

　キャンピングカーとかも好きで、買ったとしたらそれで全国を巡りたいという野望（願望）があります。悲しいかな、先立つものがないので、いつになるかはわかりませんが（笑）

　最近はグランピングなどもあるので、よりキャンプが楽しみやすくなりましたよね。

　どうやら、そんなに遠くない場所にグランピング施設があるようなので、今年の夏、もしくは初秋辺りに行こうかなと検討中であります。

　最後になりましたが、今回も、編集の方々、校正の方、製本に携わってくれた多くの方々に、心からの感謝を申し上げます。

　素敵なイラストを描いて下さった昌未先生、私が頭で描いた通りのララとディオをありがとうございます。ララ、ふわふわで可愛いなあ、と日夜変態のように呟いております。

　そして、読者のみなさま！　いつも応援いただきありがとうございます。

　これからもなにとぞ、よろしくお願いいたします！

　それでは、またどこかで会えることを祈って。


藤ふじ 実み花か


















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。


※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。












「出ていけ偽聖女」と追放されたので、創造魔法で辺境ライフを楽しみます！


～今さらひざまずいて祈れと言われても知りません～
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